
高等学校2〜3年生用

ダイジェスト版
本ダイジェスト版は、

『精選 古典探究 古文編』『精選 古典探究 漢文編』から、
目次と見どころのページを抜き出して

編集いたしました。

【2023教 内容説明資料】
117明治 古探713 古探714

表紙作品　加藤 一「夜明け」（L'aube）1967年 表紙作品　加藤 一「無題」（Sans titre）1968年

『精選 古典探究 古文編』
『精選 古典探究 漢文編』

古探713

古探714

明治書院

この教科書は環境に配慮した紙及びインキを使用しています。

束＝ 11.5mm

古
典
探
究 

明
治
書
院

精
選

精
選

明
治
書
院

古
典
探
究

古
文
編

古
文
編

文部科学省検定済教科書
高等学校国語科用
117明治 古探 713 ISBN978-4-625-00428-5

C4381   ¥00000E

9784625004285

1924381000000

2022.3.9 \\ws-svr02\Macshar\ したく \ 明治書院 \ 検定教科書 _ 精選古典探究 古文編 \ 表紙 \ 検定教科書 _ 精選古典探究 古文編（文字あり）_hyoshi_ レベル 1.indd

検定教科書_精選古典探究 古文編（文字あり）_hyoshi_レベル1.indd   すべてのページ 2022/03/09   15:11:17

この教科書は環境に配慮した紙及びインキを使用しています。

束＝ 10mm

古
典
探
究

明
治
書
院

精
選古

典
探
究

漢
文
編

精
選

明
治
書
院

漢
文
編

文部科学省検定済教科書
高等学校国語科用
117明治 古探 714 ISBN978-4-625-00429-2

C4381   ¥00000E

9784625004292

1924381000000

2022.3.9 \\ws-svr02\Macshar\ したく \ 明治書院 \ 検定教科書 _ 精選古典探究 漢文編 \ 表紙 \ 検定教科書 _ 精選古典探究 漢文編（文字あり）_hyoshi_ レベル 1.indd

検定教科書_精選古典探究 漢文編（文字あり）_hyoshi_レベル1.indd   すべてのページ 2022/03/09   15:39:06



3

『 古探713
精選 古典探究 古文編』

加藤 一「夜明け」
（L'aube）1967年

明るい未来に向けて
変化することをイメージしました。
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特長1
学習の流れに適した

教材配列

多
様
な
価
値
観
か
ら
成
る
現
代
社
会
を

生
き
る
知
恵
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
も
の
、

そ
れ
が
古
典
な
の
で
す

（「
な
ぜ
古
典
を
学
ぶ
の
か
」よ
り
）

特長2
探究的な視点を取り入れた

言語活動

特長3
古典の変遷がわかる

コラムや関連教材（参考・
古典についての評論文）で

深い学びに導きます

高校3年間の学習のゴールを「言葉を的確に理解し、効果的に表現する力を身につける」とし、
必修科目に続く選択科目を「論理国語」「文学国語」「古典探究」で構成。

２
年
生
の
ゴ
ー
ル

３
年
生
の
ゴ
ー
ル

１
年
生
の
ゴ
ー
ル

自分の言葉のルーツを知る

自分の言葉を豊かにする

自分の言葉で文化を伝える

自分の考えを持ち、表現する

自分の考えを
効果的に伝え、共有する

自分の考えを伝え、説得する

高校3年間のゴール
＝言葉を的確に理解し、

効果的に表現する力を身につける

自分の言語文化を築く 自分の言葉を見つける

選
択
科
目「
国
語
表
現
」は
、よ
り
実
社
会
で
必
要
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
育
成
を
目
指
す
科
目
で
あ

り
、ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
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❶几
きちょう

帳（室内を区切る隔て）　❷櫛櫛
くし

箱（化粧道具を入れる箱）　❸冠箱　❹唐
からびつ

櫃（衣類や調
度を収める櫃）　❺鏡箱　❻泔

ゆするつき

坏（髪の手入れに用いる液体、泔を入れる器）　❼火
ひ

取
とり

香
こう

炉
ろ

（衣服に香をたきしめる、籠付きの器）　❽二階棚（日用品を置く棚）　❾鏡台　❿畳
（高
こうらいばし

麗縁の畳）　⓫火
ひ

桶
おけ

（丸火鉢）　⓬円
わろ

座
うだ

（敷物）　⓭灯台　⓮二階厨
ず

子
し

（両開きの扉の付
いた棚）　⓯角

つの

盥
だらい

（手や顔を洗う盥）　⓰壁
かべしろ

代（母
も

屋
や

と廂
ひさし

の間に垂らした幕）

住
すみ

吉
よし

物語絵巻

1

1 1

1
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11
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16

2 3 4
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調
度

▲寝殿の内部　奥にある母
も

屋
や

を中心として、周囲に廂
ひさし

（廂の間）、簀
す の こ

子（縁）が設 
けられた。開放的な空間であり、几

き

帳
ちょう

・御
み

簾
す

（簾
すだれ

）・屏
びょうぶ

風・障子などで区切って用
いた。壁を塗り固めた空間は特に塗

ぬり

籠
ごめ

という。（考証・制作 中部大学池浩
こう

三
ぞう

研究室）

▲寝
しん

殿
でん

造
づくり

　平安時代に発達した貴族の住宅様式。敷地は、一町（約 110 メートル）
四方が標準的。中央南向きに主人が住む寝殿があり、その周囲（東・西・北な
ど）に、対

たい

（対
た い

屋
の や

）と呼ばれる別棟の建物を配する。各建物の間は、渡
わ た

殿
ど の

と呼ばれ
る屋根のある渡り廊下で結ばれていた。また、東西の対から南へ中門廊が伸び、
中門が設けられた。寝殿の南には遣

や り

水
み ず

を通した庭が広がり、池があった。

塗
壁

簀す
の
こ子

階
はしがくし

隠の間
ま

階
きざはし 昼

ひ

の御
お

座
まし

南
みなみ

廂
びさし

壁
かべ

代
しろ

障子
御
み

簾
す

中の戸（枢
くるるど

戸）塗
ぬり

籠
ごめ
几
き

帳
ちょう

北
きたのたい

対

寝
しんでん

殿

透
すきわたどの

渡殿 透
すきわたどの

渡殿

東
ひがしのたい

対

侍
さむらいどころ

所

車
くるまやどり

宿

築
つきやま

山平橋

平橋

中庭（南庭）

池

平
ひらばし

橋

反
そりはし

橋

遣
やりみず

水
東ひ

が
し
ち
ゅ
う
も
ん
ろ
う

中
門
廊

中
なかじま

島

釣
つりどの

殿

東
とうほくのたい

北対 古
典
参
考
図
録

住
居
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漢
文
の
風
景

廬
ろ

山
ざん

→41 ページ

長江

西湖→174 ページ

西域の砂漠→41 ページ

青海湖→124 ページ

黄河

峨
が

眉
び

山
ざん

→193 ページ
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見返し作品理解を助け知識を深める図版を活用し、探究的な学習へつなげます

古
文
編
古
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考
図
録

漢
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・
前
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返
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語
化
し
た
も
の
や
、『
源げ
ん

氏じ

物
語
』
や
『
雨
月
物
語
』
な
ど
創
作
さ
れ
た
物
語
も
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
、
わ
く
わ
く
す
る

よ
う
な
話
の
展
開
の
お
も
し
ろ
さ
の
み
な
ら
ず
、
一
方
で
こ
の
世
界
を
動
か
す
道
理
や
運
命
へ
の
透
徹
し
た
視
線
を
感
じ
さ

せ
る
と
と
も
に
、
一
方
で
場
面
場
面
の
人
の
心
の
動
き
を
こ
ま
や
か
に
浮
き
彫
り
に
す
る
、
深
み
の
あ
る
文
章
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
『
徒つ
れ

然づ
れ

草ぐ
さ

』『
枕ま
く
ら
の
そ
う
し

草
子
』
と
い
っ
た
随
筆
、
あ
る
い
は
世ぜ

阿あ

弥み

・
本も
と

居お
り

宣の
り

長な
が

ら
の
評
論
も
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

人
間
社
会
、
文
化
や
自
然
な
ど
へ
の
省
察
が
、
簡
潔
な
が
ら
も
鋭
い
論
理
と
し
て
示
さ
れ
た
作
品
で
す
。
そ
れ
ら
は
、
理
屈

に
と
ど
ま
ら
な
い
、
こ
の
世
を
生
き
る
人
間
へ
の
寛
容
で
柔
軟
な
理
解
に
満
ち
て
い
て
、
そ
れ
ゆ
え
多
く
の
人
の
共
感
に
訴

え
る
説
得
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。
ほ
か
に
和
歌
・
俳
諧
と
い
っ
た
詩
歌
も
載
せ
ま
し
た
。
詩
歌
は
心
を
表
す
も
の
に
は
違
い

あ
り
ま
せ
ん
が
、
個
人
的
な
心
情
に
閉
じ
て
は
お
ら
ず
、
当
時
の
社
会
に
開
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
普
遍
性
を
有

す
る
論
理
を
内
包
し
て
い
ま
す
。

　日
本
古
典
は
、
い
ず
れ
も
漢
詩
・
漢
文
の
大
き
な
影
響
を
受
け
つ
つ
、
そ
の
骨
太
の
論
理
を
固
有
の
感
性
や
心
情
で
消
化

し
て
い
ま
す
。
日
本
の
古
典
が
情
理
を
兼
備
し
て
い
る
理
由
の
一
つ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　感
情
や
情
熱
だ
け
で
は
、
な
か
な
か
確
か
な
こ
と
は
言
え
な
い
。
理
屈
や
論
理
だ
け
で
は
人
の
心
の
深
い
と
こ
ろ
に
届
か

な
い
。
情
理
を
兼
備
す
る
言
葉
で
あ
れ
ば
、
人
は
心
か
ら
納
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
情
理
を
尽
く
し
た
表
現
だ
か
ら
こ

そ
、
長
い
年
月
に
わ
た
っ
て
共
感
を
得
て
こ
ら
れ
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
自
分
の
考
え
方
や
感
じ
方
を
、
他
者
に
確
信
を

も
っ
て
伝
え
る
言
葉
を
も
た
ら
し
て
き
た
の
で
す
。
多
様
な
価
値
観
か
ら
成
る
現
代
社
会
を
生
き
る
知
恵
を
も
た
ら
し
て
く

れ
る
も
の
、
そ
れ
が
古
典
な
の
で
す
。

51015

3

　私
た
ち
は
価
値
観
の
多
様
な
社
会
を
生
き
て
い
ま
す
。
一
つ
の
事
柄
に
対
し
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
感
情
や
意
見
が
存
在
し
、

そ
れ
ら
の
多
様
性
を
積
極
的
に
認
め
、
生
か
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
で
は
、
そ
う
い
う
世
の
中
で
、
自
分

の
考
え
を
し
っ
か
り
と
持
ち
、
そ
の
う
え
で
人
々
に
共
感
を
持
っ
て
も
ら
う
に
は
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。
古
人

は
そ
う
い
う
時
、
し
ば
し
ば
古
典
を
頼
り
に
し
て
き
ま
し
た
。
昔
の
人
は
、
さ
ら
に
昔
の
人
の
知
恵
を
借
り
て
き
た
の
で
す
。

　無
か
ら
有
を
生
み
出
す
の
は
困
難
で
す
。
人
の
物
の
見
方
に
は
、
必
ず
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
、
何
か
よ
り
ど
こ
ろ
に
な
っ

た
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。
別
の
思
想
か
ら
の
影
響
を
受
け
て
、
自
分
な
り
の
観
点
を
形
成
し
て
い
る
の
が
普
通
で
す
。
も
と

よ
り
そ
の
思
想
に
も
影
響
を
与
え
た
も
の
が
あ
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
や
っ
て
次
々
と
遡
っ
て
み
る
と
、
結
局
古
典

に
た
ど
り
着
き
ま
す
。
多
く
の
人
の
物
の
見
方
や
感
じ
方
、
そ
し
て
価
値
観
の
源
泉
に
な
っ
て
き
た
も
の
が
古
典
な
の
で
す
。

　古
典
は
た
だ
古
い
だ
け
の
文
章
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
多
く
の
人
々
に
支
持
さ
れ
、
受
け
継
が
れ
て
き
た
も
の
で
す
。
後
世

に
遺の
こ

そ
う
と
い
う
意
志
を
持
っ
て
、
現
代
ま
で
伝
え
ら
れ
て
き
た
も
の
で
す
。
支
持
さ
れ
、
伝
え
ら
れ
て
き
た
の
も
、
そ
れ

ぞ
れ
の
時
代
の
価
値
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
っ
て
き
た
か
ら
で
し
た
。

　で
は
、
価
値
観
の
源
泉
と
な
る
ほ
ど
古
典
が
時
代
時
代
の
人
た
ち
を
惹ひ

き
つ
け
て
き
た
の
は
、
な
ぜ
で
し
ょ
う
。
と
り
わ

け
強
調
し
た
い
の
は
、
古
典
が
情
理
を
兼
ね
備
え
た
言
葉
で
あ
る
こ
と
で
す
。

　『古
典
探
究
』
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
物
語
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。『
大
鏡
』
や
『
平
家
物
語
』
と
い
っ
た
、
歴
史
的
事
実
を
物

な
ぜ
古
典
を
学
ぶ
の
か

は
じ
め
に

510

2
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はじめに

古
典
と
の
向
き
合
い
方
を
学
ぶ



5 

随
筆 

　

枕
草
子（
清
少
納
言
）

う
つ
く
し
き
も
の  

 

70

す
さ
ま
じ
き
も
の  

 

72

九
月
ば
か
り  

 

75

中
納
言
参
り
給
ひ
て  

 

76

参
考 

春
は
あ
け
ぼ
の  

 

78

　
　

 

後
宮
の
女
房
た
ち
の
活
躍  
 

79

  
 

　「美
」の
表
現
の
移
り
変
わ
り
を
調
べ
る  

 

80

2

2

古
文
の

窓
単
元
の
言
語
活
動
5

6 

物
語
と
日
記 

　

源
氏
物
語（
紫
式
部
）

光
源
氏
誕
生  

 

82

小
柴
垣
の
も
と  

 

85

更
級
日
記（
菅
原
孝
標
女
）

門
出  

 

90

源
氏
物
語
を
読
む  

 

92

　
　

 

『
源
氏
物
語
』の
伝
来  

 

95

  
 

　「憧
れ
」プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン  

 

96

2

3

古
文
の

窓
単
元
の
言
語
活
動
6

　花
山
天
皇
の
退
位  

 

103

◆
読
み
比
べ
◆  

花
山
天
皇
の
退
位（『
栄
花
物
語
』）  

 

107

　
　

 

歴
史
物
語  

 

109

  
 

　「花
山
天
皇
の
退
位
」を
読
み
比
べ
る  

 

110

4

古
文
の

窓
単
元
の
言
語
活
動
7

9 

近
世
の
文
学

世
間
胸
算
用（
井
原
西
鶴
）

　蛸
売
り
の
八
助  

 

136

雨
月
物
語（
上
田
秋
成
）

　浅
茅
が
宿  

 

139

鹿
の
子
餅（
木
室
卯
雲
）

　蜜
柑  

 

145

　
　

 

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
家
の
誕
生  

 

147

  
 

　

 

近
世
の
商
人
や
流
通
に
つ
い
て
調
べ
、「
蜜
柑
」の
読
み
を 

深
め
る  

 

148

6

古
文
の

窓
単
元
の
言
語
活
動
9

8 

詩
歌

和
歌  

 
112

狂
歌  

 
120

歌
論
︱
︱
古
今
和
歌
集

　仮
名
序（
紀
貫
之
）︱
︱

　

  
 

122

歌
謡  

 

123

俳
諧  

 

126

川
柳  

 

130

俳
論
︱
︱
去
来
抄（
向
井
去
来
）︱
︱

　

  
 

131

　
　

 

詩
歌
の
歴
史  

 

133

  
 

　俳
諧
の
発
句
と
和
歌
を
作
る  

 

134

5

古
文
の

窓
単
元
の
言
語
活
動
8

7 

物
語 

　

大
鏡

　雲
林
院
の
菩
提
講  

 

98

　南
院
の
競
射  

 

101

2

5

2 

随
筆 

　

徒
然
草（
兼
好
）

世
に
語
り
伝
ふ
る
こ
と  

 

18

能
を
つ
か
ん
と
す
る
人  

 

20

世
に
従
は
ん
人
は  

 

21

こ
れ
も
仁
和
寺
の
法
師  

 

23

九
月
二
十
日
の
こ
ろ  

 

25

あ
だ
し
野
の
露
消
ゆ
る
と
き
な
く  

 

26

1

3 

物
語 

　

伊
勢
物
語

　初
冠  

 

44

　狩
り
の
使
ひ  

 

45

　小
野
の
雪  

 

48

　つ
ひ
に
行
く
道  

 

50

大
和
物
語

　姨
捨
山
の
月  

 

51

  
 

　『伊
勢
物
語
』の
パ
ロ
デ
ィ
ー
を
読
む  

 

54

1

単
元
の
言
語
活
動
3

前
編

1 

説
話 

　

古
今
著
聞
集（
橘
成
季
）

　安
養
の
尼
の
小
袖  

 

10

沙
石
集（
無
住
）

　兼
盛
と
忠
見  

 

12

宇
治
拾
遺
物
語

　伴
大
納
言
の
こ
と  

 

14

  
 

　歌
合
の
判
者
に
な
っ
て
み
る  

 

16

1

単
元
の
言
語
活
動
1

目
次

は
じ
め
に

な
ぜ
古
典
を
学
ぶ
の
か  

 

2

方
丈
記（
鴨
長
明
）

ゆ
く
河
の
流
れ  

 

28

養
和
の
飢
饉  

 

30

日
野
山
の
閑
居  

 

33

　古
典
に
つ
い
て
の
評
論
文

　
　
　
1

 

『
徒
然
草
』を
よ
み
な
お
す（
小
川
剛
生
）  

 

36

　
　

 

無
常
観
と『
徒
然
草
』  

 

41

  
 

　対
談「
隠
者
」は
語
る  

 

42

1

古
文
の

窓
単
元
の
言
語
活
動
2

4 

物
語
と
日
記 

　

平
家
物
語

　忠
度
の
都
落
ち  

 

56

　壇
の
浦  

 

60

建
礼
門
院
右
京
大
夫
集（
建
礼
門
院
右
京
大
夫
）

こ
の
世
の
外
に  

 

64

今
や
夢
昔
や
夢  

 

66

  
 

　「壇
の
浦
」を
朗
読
す
る  

 

68

1

単
元
の
言
語
活
動
4

4
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定 ＝定番教材

目次（前編）

前
編
は
、「
言
語
文
化
」か
ら
の
移
行
が

し
や
す
よ
う
定
番
で
読
み
や
す
い
教
材
を
配
置

入
試
頻
出
の
ジ
ャ
ン
ル・作
品
を
後
方
に
配
置
し
ま
し
た
。

兼盛と忠見 
（沙石集）
「兼盛と忠見」はアクティブラー
ニング向き教材だ。歌合の判者
として歌を読んでみると千年前
の歌が身近になる。（平野多恵／
成蹊大学教授）

すさまじきもの 
（枕草子）

古今異義語「すさまじ」の語義が
実感できると共に、当時の生活
を具体的に想像することができ
る教材である。（畠山俊／お茶の
水女子大学附属高等学校教諭）

蜜柑（鹿の子餅）
「蜜柑」は落語「千両みかん」の原
話である。江戸に生きる町人た
ちのドラマを軽快な会話と共に
味わいたい。（佐藤至子／東京大
学准教授）

●古典についての 
評論文
古典を題材にした近代以降の文章
で、新たな視点を獲得できます。

●古文の窓
古典の変遷がわかりやすくま
とめてあるので授業導入にお
すすめです。

●時代・ジャンルを 
超えた単元構成
言語活動の関連性からジャンル
を融合させた単元を設けました
前編４　物語と日記１

「平家物語」と「建礼門院右京大
夫集」→源平の合戦を複眼的に
見る
前編６　物語と日記２

「源氏物語」と「更級日記」→物語
の受容と継承
前編８　詩歌　
万葉集から近世和歌、歌謡、俳
諧、狂歌、川柳、歌論、俳論→詩歌
に関連するものを網羅

編集委員の
おすすめ

編集委員の
おすすめ

編集委員の
おすすめ

定

定

定
定

定

定

定

定

定

定

定

定

定

定

定

定

定

定
定

定
定

定

定
定

定 定
定

定

定

定

●
目
次



堤
中
納
言
物
語

　虫
め
づ
る
姫
君  

 

213

参
考  

さ
ま
ざ
ま
な『
源
氏
物
語
』の
現
代
語
訳 

︱
︱「
物
の
怪
の
出
現
」よ
り
︱
︱

　

  
 

216

  
 

　『源
氏
物
語
』の
現
代
語
訳
を
比
較
す
る  

 

218

単
元
の
言
語
活
動
5

8 

上
代
の
文
学

古
事
記

　倭
建
命
の
望
郷
の
歌  

 

248

  
 

　「む
な
し
く
な
る
」っ
て
ど
う
い
う
意
味
？  

 

252

単
元
の
言
語
活
動
8

7 

物
語 

　

大
鏡

　道
真
の
左
遷  

 

230

　三
船
の
才  

 

234

　肝
試
し  

 

236

　鶯
宿
梅  

 

240

増
鏡

　新
島
守  

 

242

　
　

 

『
和
漢
朗
詠
集
』の
世
界  

 

245

  
 

　菅
原
道
真
の
年
譜
と「
Ｑ
＆
Ａ
」を
作
る  

 

246

4

8

古
文
の

窓
単
元
の
言
語
活
動
7

6 

随
筆 

　

折
た
く
柴
の
記（
新
井
白
石
）

　六
歳
の
夏
の
こ
ろ  
 

220

蘭
学
事
始（
杉
田
玄
白
）

　フ
ル
ヘ
ツ
ヘ
ン
ド  

 

223

　
　

 

往
来
物
と
は
何
か  

 

226

参
考 

東
海
道
往
来  

 

227

  
 

　往
来
物
の
表
現
と
現
代
の
表
現
に
つ
い
て
随
筆
を
書
く  

 

228

4

7

古
文
の

窓
単
元
の
言
語
活
動
6

10 

評
論 

　

風
姿
花
伝（
世
阿
弥
）

　秘
す
れ
ば
花  

 

262

難
波
み
や
げ（
穂
積
以
貫
）

　虚
実
皮
膜
の
間  

 

264

源
氏
物
語
玉
の
小
櫛（
本
居
宣
長
）

　も
の
の
あ
は
れ
の
論  

 

266

  
 

　文
学
・
芸
能
の
魅
力
の
源
を
考
え
る  

 

269

2

単
元
の
言
語
活
動
10

付
録文

法
要
覧  

 

270

日
本
古
典
文
学
史
年
表  

 

280

重
要
古
語
の
解
説
お
よ
び
索
引  

 

286

読
書
の
す
す
め  

 

293

参
考
図
録  

 

295

9 

芸
能

俊
寛  

 
254

◆
読
み
比
べ
◆  

鬼
界
が
島
の
場（『
平
家
女
護
島
』

　近
松
門
左
衛
門
）  

 
257

  
 

　『俊
寛
』と『
平
家
女
護
島
』を
読
み
比
べ
る  

 

260

単
元
の
言
語
活
動
9

7

後
編

1 

説
話

　

宇
治
拾
遺
物
語

　晴
明
の
術
比
べ  

 

150

常
山
紀
談（
湯
浅
常
山
）

　太
田
持
資
歌
道
に
志
す
こ
と  

 

152

  
 

　文
学
作
品
に
お
け
る「
安
倍
晴
明
」の
特
徴
を
考
え
る  

 

154

2

単
元
の
言
語
活
動
1

3 

日
記

蜻
蛉
日
記（
藤
原
道
綱
母
）

町
の
小
路
の
女  

 

168

鷹
を
放
つ  

 

170

2 

随
筆 

　

枕
草
子（
清
少
納
言
）

虫
は  

 

156

五
月
ば
か
り
な
ど
に
山
里
に
あ
り
く  

 

158

野
分
の
ま
た
の
日
こ
そ  

 

159

雪
の
い
と
高
う
降
り
た
る
を  

 

160

二
月
つ
ご
も
り
ご
ろ
に  

 
161

頭
の
弁
の
、
職
に
参
り
給
ひ
て  

 
163

  
 

　古
文
作
文
に
挑
戦
す
る  

 

166

3

単
元
の
言
語
活
動
2

和
泉
式
部
日
記（
和
泉
式
部
）

夢
よ
り
も
は
か
な
き
世
の
中
を  

 

173

紫
式
部
日
記（
紫
式
部
）

秋
の
け
は
ひ  

 

176

和
泉
式
部
・
清
少
納
言  

 

178

  
 

　平
安
時
代
の
恋
愛
や
婚
姻
制
度
に
つ
い
て
調
べ
る  

 

180

単
元
の
言
語
活
動
3

5 

物
語 

　

源
氏
物
語（
紫
式
部
）

物
の
怪
の
出
現  

 

196

心
づ
く
し
の
秋
風  

 

200

三
日
が
ほ
ど  

 

204

紫
の
上
の
死  

 

206

浮
舟  

 

209

3

4 

評
論 

　

俊
頼
髄
脳（
源
俊
頼
）

　沓
冠
折
句
の
歌  

 

182

無
名
抄（
鴨
長
明
）

　お
も
て
歌
の
こ
と  

 

184

去
来
抄（
向
井
去
来
）

　此
木
戸
や  

 

186

三
冊
子（
服
部
土
芳
）

　不
易
流
行  

 

188

　古
典
に
つ
い
て
の
評
論
文

　
　
　
2

 

言
葉
か
、
心
か（
俵
万
智
）  

 

190

  
 

　

 「
言
葉
」と「
心
」の
関
係
性
に
つ
い
て
考
え
る  

 

194

1

単
元
の
言
語
活
動
4

6
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定 ＝定番教材

目次（後編）

源氏物語
『源氏物語』の主要場面の読
解と共に、書物としての伝来や
各種現代語訳の比較など、物
語の魅力を多面的に探る。

（田村隆／東京大学准教授）

後
編
は
、内
容
が
複
雑
で
長
め
の
教
材
、

古
典
の
評
論
教
材
を
重
点
的
に
配
置

入
試
頻
出
の
ジ
ャ
ン
ル・作
品
を
前
方
に
配
置
し
ま
し
た
。

東海道往来
東海道の宿駅が覚えられる

『東海道往来』を例に、教科
書の源流とも言える「往来物」
の内容と表現を知る。（佐藤
至子／東京大学准教授）
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フルヘツヘンド
「フルヘツヘンド」では、日本
の医学の発展のために、玄白
らの翻訳にかけた情熱を読
み取りたい。（植田敦子／お
茶の水女子大学附属高等学
校教諭）
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�

説
話
の
お
も
し
ろ
さ
に
親
し
み
、
平
安
期
の
人
々
の
生
き
方
や
考
え
方
な
ど
を
学
ぶ
。

�

動
詞
・
助
動
詞
の
意
味
や
用
法
を
理
解
す
る
。

�

歌
合
の
判
者
に
な
り
、
同
じ
主
題
を
詠
ん
だ
和
歌
に
対
す
る
批
評
文
を
書
く
。

古
今
著
聞
集

沙
石
集

宇
治
拾
遺
物
語

安
養
の
尼
の
小
袖

兼
盛
と
忠
見

伴
大
納
言
の
こ
と

　歌
合
の
判
者
に
な
っ
て
み
る

単
元
の
言
語
活
動
1

説
話 

　

   1

1

平兼盛（左・12ページ注 2参照）と壬生忠見（右・12ページ注 3参照）。ともに「三十六歌仙絵」。�
二人は歌合で左右に番われ、初恋という題の和歌の優劣を競った。

（南北朝）

（安土桃山）

奈
良

平
安

鎌
倉

室
町

江
戸
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万葉集
古事記

源氏物語
後撰和歌集
大和物語
伊勢物語
古今和歌集

堤中納言物語

大鏡

雨月物語
常山紀談
世間胸算用

沙石集
古今著聞集
宇治拾遺物語
平家物語
新古今和歌集

9

詠
み
出
だ
し
て
お
ぼ
え
侍は
べ

り
し
に
、
殿
の
『
も
の
や
思
ふ
と
人
の
問
ふ
ま
で
』
に
、
あ
は
や

と
思
ひ
て
、
あ
さ
ま
し
く
お
ぼ
え
し
よ
り
、
胸
ふ
さ
が
り
て
、
か
く
重
り
侍
り
。」
と
て
、

つ
ひ
に
身
ま
か
り
に
け
り
。
執
心
こ
そ
よ
し
な
け
れ
ど
も
、
道
を
執
す
る
習
ひ
、
げ
に
も
お

ぼ
え
て
、
あ
は
れ
な
り
。
と
も
に
名
歌
に
て
、『
拾
遺
』
に
入
れ
ら
れ
て
侍
る
に
や
。

●

7

＊

＊

＊

8

「
殿
」
と
は
、
誰
の
こ
と
か
。

7
あ
は
や

　あ
れ
ま
あ
。
感
動
詞
。

8
拾
遺

　『拾
遺
和
歌
集
』。
三
番
目
の
勅
ち
ょ
く

撰せ
ん

和
歌
集
で
、
寛か

ん

弘こ
う

二
（
一
〇
〇
五
）
年
頃
成

立
。

い
か
で

　心
憂
し

　お
ぼ
ゆ

　よ
し

　と
ぶ

ら
ふ

　あ
さ
ま
し

　げ
に

　あ
は
れ
な
り

問

1
兼
盛
の
歌
が
勝
ち
と
さ
れ
た
経
緯
を
、
順
を
追
っ
て
説
明
し
て
み
よ
う
。

2
負
け
た
忠
見
は
そ
の
後
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
た
か
、
説
明
し
て
み
よ
う
。

3
忠
見
の
あ
り
方
に
対
し
て
、『
沙
石
集
』
の
編
者
で
あ
る
無
住
は
ど
の
よ
う
な
評
価
を
し
て
い
る
か
、
考
え
て
み
よ
う
。

1
次
の
傍
線
部
を
文
法
的
に
説
明
し
た
う
え
で
、
全
体
を
そ
れ
ぞ
れ
現
代
語
訳
し
て
み
よ
う
。

⑴
い
か
で
こ
れ
ほ
ど
の
歌
詠
む
べ
き
と
思
ひ
け
る
。（
一
二
・
3
～
4
）

　
　⑵
人
知
れ
ず
こ
そ
思
ひ
そ
め
し
か
（
一
二
・
5
）

1「
初
恋
」（
一
二
・
3
）
の
題
の
意
味
は
、
現
代
の
「
初は

つ

恋こ
い

」
と
ど
の
よ
う
に
違
う
か
、
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

学
習
の
ポ
イ
ン
ト

言
葉
と
表
現

言
語
活
動

深
い
学
び
の
た
め
に　

　沙
石
集

　仏
教
説
話
集
。
編
者
は
無
住
。
弘こ

う

安あ
ん

六
（
一
二
八
三
）
年
成
立
後
に
修
訂
が
加
わ
る
。
十
巻
。
和
歌
説
話
・
動
物
説
話
・
笑

話
・
世
間
話
な
ど
多
彩
な
題
材
に
よ
っ
て
、
仏
教
の
趣
旨
を
説
く
。
本
文
は
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
に
よ
っ
た
。

13

説
話
1

　

  

沙
石
集

沙し
や

石せ
き

集し
ふ

無む

住ぢ
ゆ
う

兼か
ね

盛も
り

と
忠た

だ

見み

　天
徳
の
歌う
た

合あ
は
せの
と
き
、
兼
盛
・
忠
見
、
と
も
に
御み

随ず
い

身じ
ん

に
て
、
左さ

右う

に
番つ
が

ひ
て
け
り
。

初は
じ
め
の
こ
ひ
恋
と
い
ふ
題
を
給た
ま

は
り
て
、
忠
見
、
名
歌
詠
み
出い

で
た
り
と
思
ひ
て
、
兼
盛
も
い
か
で

こ
れ
ほ
ど
の
歌
詠
む
べ
き
と
思
ひ
け
る
。

　
　恋
す
て
ふ
我
が
名
は
ま
だ
き
立
ち
に
け
り
人
知
れ
ず
こ
そ
思
ひ
そ
め
し
か

さ
て
、
す
で
に
御お

ん

前ま
へ

に
て
講
じ
て
、
判
ぜ
ら
れ
け
る
に
、
兼
盛
が
歌
に
、

　
　つ
つ
め
ど
も
色
に
出
で
に
け
り
我
が
恋
は
も
の
や
思
ふ
と
人
の
問
ふ
ま
で

　と
も
に
名
歌
な
り
け
れ
ば
、
判
者
、
判
じ
か
ね
て
、
し
ば
ら
く
天
気
を
う
か
が
ひ
け
る
に
、

帝み
か
ど、
忠
見
が
歌
を
ば
両
三
返
御ぎ
よ

詠え
い

あ
り
け
り
。
兼
盛
が
歌
を
ば
多
返
御
詠
あ
り
け
る
と
き
、

「
天
気
左
に
あ
り
。」
と
て
、
兼
盛
勝
ち
に
け
り
。

　忠
見
、
心
憂
く
お
ぼ
え
て
、
胸
ふ
さ
が
り
て
、
そ
れ
よ
り
不
食
の
病
付
き
て
、
頼
み
な
き

よ
し
聞
こ
え
て
、
兼
盛
と
ぶ
ら
ひ
け
れ
ば
、「
別べ

ち

の
病
に
あ
ら
ず
。
御お
ん

歌う
た

合あ
は
せの

と
き
、
名
歌

1

2

3

4

＊

5

6

●

＊

＊

●

＊

＊

1
天
徳
の
歌
合

　天
徳
四
（
九
六
〇
）
年
に
村

上
天
皇
（
九
二
六
年
～
九
六
七
年
）
が
催
し

た
歌
合
。「
歌
合
」は
、
左
右
二
つ
の
組
に
分

か
れ
て
詠
み
合
っ
た
歌
を
判
者
が
判
定
し
て
、

優
劣
を
競
い
合
う
催
し
。

2
兼
盛

　平
た
い
ら
の

兼
盛
。
生
年
未
詳
～
九
九
〇
年
。

3
忠
見

　壬み

生ぶ
の

忠
見
。
生
没
年
未
詳
。
父
は
、

『
古
今
和
歌
集
』撰せ

ん

者じ
ゃ

の
一
人
で
あ
る
壬
生
忠た

だ

岑み
ね

。

4
御
随
身

　貴
人
を
警
護
す
る
近こ
の
え衛
府ふ

の
官

人
。

5
つ
つ
め
ど
も

　『拾
遺
和
歌
集
』
恋
一
で
は

「
忍
ぶ
れ
ど
」
と
あ
る
。

6
判
者

　左
右
の
歌
の
優
劣
を
判
定
す
る
人
。

歌
を
批
評
し
て
勝
ち
負
け
を
決
め
た
。

「
天
気
」と
は
、
こ
こ
で
は
ど
う
い
う
意
味
か
。

「
頼
み
な
き
よ
し
」
と
は
、
こ
こ
で
は
ど
う
い

う
意
味
か
。

問問

510

12

歌う
た

合あ
わ
せの
判
者
に
な
っ
て
み
る  

　編
者
の
無
住
が
和
歌
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
た
め
、『
沙し
ゃ

石せ
き

集し
ゅ
う』

に

は
和
歌
に
ま
つ
わ
る
話
が
多
い
。
そ
の
一
つ
が
歌
合
を
テ
ー
マ
と
す
る

「
兼か
ね

盛も
り

と
忠た
だ

見み

」（
一
二
～
一
三
ペ
ー
ジ
）
で
あ
る
。

　宮
中
で
行
わ
れ
た
歌
合
は
、
歌
人
が
歌
の
実
力
と
名
誉
を
競
い
合
う

晴
れ
舞
台
で
あ
っ
た
。
歌
人
た
ち
は
左
右
二
つ
の
組
に
分
か
れ
て
歌
を

詠
み
、
そ
の
優
劣
を
競
っ
た
。
壬み

生ぶ
の

忠
見
と
平
た
い
ら
の

兼
盛
の
歌
は
、
判
者

が
勝
敗
を
決
め
か
ね
る
ほ
ど
甲
乙
つ
け
が
た
い
名
歌
で
あ
っ
た
。

　歌
合
の
判
者
に
な
っ
た
つ
も
り
で
二
首
を
読
み
比
べ
、
各
歌
を
批
評

し
て
み
よ
う
。

 
 

そ
れ
ぞ
れ
の
歌
を
読
み
味
わ
い
、
そ
の
よ
さ
を
分
析
し
よ
う
。

 
 

壬
生
忠
見
の
「
恋
す
て
ふ
」
の
歌
と
平
兼
盛
の
「
つ
つ
め

ど
も
」
の
歌
を
読
ん
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
表
現
を
分
析
し
、
ど
ち

ら
が
優
れ
て
い
る
か
を
議
論
し
よ
う
。
さ
ら
に
、
自
分
が
よ
い

と
思
う
歌
を
勝
ち
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
優
れ
て
い
る
の
か
を

ま
と
め
て
み
よ
う
。

課
題

１

①�

隣
の
人
と
ペ
ア
に
な
り
、
右
側
の
人
は
忠
見
の
歌
、
左
側
の
人
は

兼
盛
の
歌
を
担
当
す
る
。

②�

担
当
歌
を
声
に
出
し
て
三
回
読
ん
で
、
歌
の
リ
ズ
ム
を
味
わ
う
。

③�

担
当
歌
の
現
代
語
訳
を
確
認
す
る
。

④�

担
当
歌
に
つ
い
て
、
優
れ
て
い
る
と
思
っ
た
点
を
書
き
出
す
。

⑤�

ペ
ア
の
人
と
各
歌
に
つ
い
て
の
意
見
を
共
有
す
る
。

 
 

グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
っ
て
、
担
当
歌
の
優
れ
た
点
を
分
析
し
よ
う
。

①�

三
、
四
人
の
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
忠
見
の
歌
を
担
当
す
る
グ
ル
ー

プ
と
兼
盛
の
歌
を
担
当
す
る
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
る
。

②�

グ
ル
ー
プ
内
で
担
当
歌
の
優
れ
た
点
を
話
し
合
う
。

③�

担
当
歌
の
長
所
と
そ
の
理
由
を
三
点
以
上
書
き
出
す
。

④�

書
き
出
し
た
長
所
の
中
か
ら
、
最
も
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
と
考
え
た

点
を
話
し
合
っ
て
一
点
に
絞
る
。

⑤�

④
で
絞
っ
た
一
点
を
示
し
、
グ
ル
ー
プ
の
代
表
者
が
発
表
す
る
。

 
 

歌
合
の
判
者
に
な
っ
た
つ
も
り
で
批
評
文
を
書
こ
う
。

・�

発
表
を
聞
い
た
う
え
で
、
自
分
が
最
終
的
に
勝
ち
と
判
じ
る
歌
を

決
め
、
そ
の
歌
の
ど
こ
が
ど
の
よ
う
に
優
れ
て
い
る
の
か
を
四
〇

〇
字
程
度
で
ま
と
め
る
。

２３

単
元
の
言
語
活
動
1

16
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古

文

編

単元ごとに扉を設け
単元で学ぶ内容をわかりやすく

●注
固有名詞、地名、難語句に本
文中に番号をつけて解説。

●重要古語
本文中の重要単語に＊印を付
して示し、巻末付録「重要古語
の解説及び索引」にまとめた。

●読解上の注意点
本文中に●印で示し、脚注欄
に問 の形で掲げた。

●深い学びのために
学習のポイント

「読むこと」の学習領域に関する
問い（〔思考力・判断力・表現力
等〕に対応）
言葉と表現
言葉の特徴や使い方に関する
問題と、語句や句形の知識の整
理を中心とする問い（〔知識及び
技能〕に対応）
言語活動
各教材に関する実践的な活動

●課題
取り組みやすい具体的な課
題を設定した。

●単元の言語活動
各教材の「言語活動」と有機
的なつながりをもたせた、単
元のまとめとなる言語活動。

●単元目標
「知識及び技能」「思考力・判
断力・表現力等」「言語活動」
の目標を明示。

●単元で扱う教材
単元内には、教材の他、適宜、
参考・読み比べ・古文の窓・古
典についての評論文を収録。

●略年表
教材の成立年代が一覧できる
略年表をつけ、時代の流れを意
識できるようにしました。

単元扉
前編 単元1  説話①

「兼盛と忠見」（沙石集）単元の言語活動1  「歌合の判者になってみる」
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壇
の
浦

　一
の
谷
の
戦
い
に
敗
れ
た
平
家
は
、
再
び
西
国
へ
逃
れ
、
屋
島
や
彦ひ
こ

島し
ま

に
陣
を
敷
い
た
。

源げ
ん

氏じ

の
追
討
は
厳
し
く
、
元げ
ん

暦り
ゃ
く二
（
一
一
八
五
）
年
二
月
十
九
日
、
屋
島
の
戦
い
に
勝
っ

た
義よ
し

経つ
ね

軍
は
、
海
路
平
家
を
追
っ
た
。
同
年
三
月
二
十
四
日
、
豊ぶ

前ぜ
ん

の
国
門も

司じ

・
長な
が

門と

の

国
赤
間
の
関
（
現
在
の
関
門
海
峡
）
壇
の
浦
で
源
平
両
軍
は
決
戦
に
至
っ
た
。
海
流
の
向

き
で
一
進
一
退
が
あ
っ
た
が
、
つ
い
に
源
氏
の
兵
が
平
家
の
船
に
乗
り
移
っ
た
。

　源
氏
の
兵

つ
は
も
のど

も
、
す
で
に
平
家
の
船
に
乗
り
移
り
け
れ
ば
、
水す

い

手し
ゆ

・
梶か

ん

取ど
り

ど
も
、
射
殺
さ

れ
、
切
り
殺
さ
れ
て
、
船
を
直
す
に
及
ば
ず
、
船
底
に
倒
れ
伏
し
に
け
り
。
新
中
納
言
知と

も

盛も
り
の

卿き
や
う、

小
舟
に
乗
つ
て
、
御ご

所し
よ

の
御お

ん

船ふ
ね

に
参
り
、「
世
の
中
は
、
今
は
か
う
と
見
え
て
候さ

う
ら

ふ
。

見
苦
し
か
ら
ん
物
ど
も
、
み
な
海
へ
入
れ
さ
せ
給た

ま

へ
。」
と
て
、
艫と

も

舳へ

に
走
り
回
り
、
掃
い

た
り
の
ご
う
た
り
、
塵ち

り

拾
ひ
、
手
づ
か
ら
掃
除
せ
ら
れ
け
り
。
女
房
た
ち
、「
中
納
言
殿
、

戦
は
い
か
に
や
、
い
か
に
。」
と
口
々
に
問
ひ
給
へ
ば
、「
珍
し
き
あ
づ
ま
男
を
こ
そ
御
覧
ぜ

ら
れ
候
は
ん
ず
ら
め
。」
と
て
、
か
ら
か
ら
と
笑
ひ
給
へ
ば
、「
な
ん
で
う
の
た
だ
今
の
た
は

ぶ
れ
ぞ
や
。」
と
て
、
声
々
に
を
め
き
叫
び
給
ひ
け
り
。

　二
位
殿
は
、
こ
の
あ
り
さ
ま
を
御
覧
じ
て
、
日
ご
ろ
お
ぼ
し
め
し
ま
う
け
た
る
こ
と
な
れ

1

2

3

●
4

5

6

7

●

＊

1
水
手
・
梶
取

　船
を
漕こ

ぐ
水
夫
、
舵か
じ

を
取

る
船
頭
。
い
ず
れ
も
非
戦
闘
員
。

2
新
中
納
言
知
盛
卿

　平
た
い
ら
の知
盛
。
一
一
五
二
年

～
一
一
八
五
年
。
清き

よ

盛も
り

の
子
。
壇
の
浦
の
戦

い
で
平
家
軍
を
指
揮
し
た
。

3
御
所
の
御
船

　安
徳
天
皇
（
五
七
ペ
ー
ジ
注

7
参
照
）
の
乗
っ
て
い
る
船
。

「
今
は
か
う
」
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
か
。

4
艫
舳

　船
尾
と
船
首
。

5
あ
づ
ま
男

　東
国
の
男
。
源
氏
の
武
士
た
ち

の
こ
と
。

6
な
ん
で
う
の
た
だ
今
の

　こ
ん
な
と
き
に
な

ん
と
い
う
。

7
二
位
殿

　平
時と
き

子こ

。
一
一
二
六
年
～
一
一
八

五
年
。
清
盛
の
妻
で
、
安
徳
天
皇
の
祖
母
。

「
日
ご
ろ
お
ぼ
し
め
し
ま
う
け
た
る
こ
と
」と

は
、
ど
う
い
う
こ
と
か
。

8
に
ぶ
色

　濃
い
ね
ず
み
色
。
鈍に

び

色い
ろ

。
尼
の
着

る
色
で
喪
服
に
も
用
い
る
。

9
二
つ
衣

　袿う
ち
きを

二
枚
重
ね
た
も
の
。

10
練
り
袴

　柔
ら
か
な
練
り
絹
で
作
っ
た
袴は

か
ま。

11
そ
ば

　袴
の
脇
の
部
分
。

12
神
璽
…
宝
剣

　「神
璽
」
は
八や

坂さ
か

瓊に
の

曲ま
が

玉た
ま

、

「
宝
剣
」
は
草く

さ

薙な
ぎ
の

剣つ
る
ぎ。「

八や

咫た
の

鏡か
が
み」

を
合
わ
せ

問問

51015

60

建け
ん

礼れ
い

門も
ん

院ゐ
ん
の

右う

京
き
や
う
の

大だ
い

夫ぶ

集し
ふ

こ
の
世
の
外ほ

か

に

　ま
た
の
年
の
春
ぞ
、
ま
こ
と
に
こ
の
世
の
外
に
聞
き
果
て
に
し
。
そ
の
ほ
ど
の
こ
と
は
、

ま
し
て
何
と
か
は
言
は
ん
。
み
な
か
ね
て
思
ひ
し
こ
と
な
れ
ど
、
た
だ
ほ
れ
ぼ
れ
と
の
み
お

ぼ
ゆ
。
あ
ま
り
に
せ
き
や
ら
ぬ
涙
も
、
か
つ
は
見
る
人
も
つ
つ
ま
し
け
れ
ば
、
何
と
か
人
も

思
ふ
ら
め
ど
、「
心
地
の
わ
び
し
き
。」
と
て
、
ひ
き
か
づ
き
寝
暮
ら
し
て
の
み
ぞ
、
心
の
ま

ま
に
泣
き
過
ぐ
す
。
い
か
で
物
を
も
忘
れ
ん
と
思
へ
ど
、
あ
や
に
く
に
面
影
は
身
に
添
ひ
、

言
の
葉
ご
と
に
聞
く
心
地
し
て
、
身
を
せ
め
て
、
悲
し
き
こ
と
言
ひ
尽
く
す
べ
き
方
な
し
。

た
だ
「
限
り
あ
る
命
に
て
、
は
か
な
く
。」
な
ど
聞
き
し
こ
と
を
だ
に
こ
そ
、
悲
し
き
こ
と

に
言
ひ
思
へ
、
こ
れ
は
、
何
を
か
た
め
し
に
せ
ん
と
、
返
す
返
す
お
ぼ
え
て
、

　
　な
べ
て
世
の
は
か
な
き
こ
と
を
悲
し
と
は
か
か
る
夢
見
ぬ
人
や
言
ひ
け
ん

　ほ
ど
経
て
、
人
の
も
と
よ
り
「
さ
て
も
、
こ
の
あ
は
れ
、
い
か
ば
か
り
か
。」
と
言
ひ
た

れ
ば
、
な
べ
て
の
こ
と
の
や
う
に
お
ぼ
え
て
、

建
礼
門
院
右
京
大
夫

1

2●

3

4

＊

5

6

7

＊

●

8

＊

1
ま
た
の
年

　そ
の
翌
年
。
元げ
ん

暦り
ゃ
く

二（
一
一
八

五
）
年
。
こ
の
年
の
三
月
に
、
平
氏
は
壇
の

浦
の
戦
い
で
敗
れ
、
作
者
の
恋
人
平

た
い
ら
の

資す
け

盛も
り

も
入じ

ゅ

水す
い

し
て
果
て
た
。

2
こ
の
世
の
外
に

　あ
の
世
の
者
に
な
っ
た
と
。

「
か
ね
て
思
ひ
し
こ
と
」と
は
、
何
を
指
す
か
。

3
ほ
れ
ぼ
れ
と

　呆ぼ
う

然ぜ
ん

と
。

4
見
る
人
も
つ
つ
ま
し
け
れ
ば

　そ
ば
で
見
て

い
る
人
に
も
は
ば
か
ら
れ
る
の
で
。

5
ひ
き
か
づ
き

　夜
具
を
頭
か
ら
か
ぶ
っ
て
。

6
言
の
葉
ご
と
に
聞
く
心
地

　（か
つ
て
耳
に

し
た
資
盛
の
）
一
言
一
言
を
聞
く
よ
う
な
気

持
ち
。

7
限
り
あ
る
命

　定
め
ら
れ
た
寿
命
。

「
だ
に
」と
あ
る
が
、
程
度
の
軽
い
も
の
、
重

い
も
の
は
そ
れ
ぞ
れ
何
か
。

8
か
か
る
夢

　こ
の
よ
う
な
夢
と
し
か
思
え
な

い
つ
ら
い
目
。

問問

510

64

「
壇
の
浦
」を
朗
読
す
る  

　『平
家
物
語
』
は
、
文
字
で
表
記
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
と
し
て
読
ま
れ

る
だ
け
で
は
な
く
、
琵び

琶わ

法
師
の
奏
で
る
平
曲
の
調
べ
に
合
わ
せ
、「
声
」

で
語
ら
れ
る
こ
と
で
、
多
様
な
形
で
人
々
に
享
受
さ
れ
て
き
た
。「
忠た
だ

度の
り

の
都
落
ち
」（
五
六
～
五
九
ペ
ー
ジ
）
や
「
壇
の
浦
」（
六
〇
～
六
二
ペ
ー
ジ
）

も
、
語
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
場
面
で
あ
る
。
地
の
文
や
会
話
文
を
、
役

割
を
決
め
て
朗
読
し
て
み
よ
う
。

 
 

「
壇
の
浦
」を
、
地
の
文
と
会
話
文
に
分
け
て
朗
読
し
て
み
よ
う
。

①�

三
人
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
担
当
を
決
め
る
。
い
ろ
い
ろ
な
役

割
が
で
き
る
よ
う
に
分
担
す
る
。

②�

担
当
に
従
っ
て
本
文
を
朗
読
す
る
。

③�

表
現
や
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
、
気
づ
い
た
こ
と
を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に

記
入
し
て
、
話
し
合
う
。

 
 

「
壇
の
浦
」
を
、
役
割
を
決
め
て
朗
読
し
、
文
体
や
リ
ズ

ム
を
味
わ
お
う
。

課
題

１

 
 

琵
琶
法
師
に
な
っ
た
つ
も
り
で
、
全
体
を
通
し
て
朗
読
し
て
み
よ

う
。

①�

琵
琶
法
師
が
一
人
で
語
り
聞
か
せ
て
い
た
こ
と
を
意
識
し
、
地
の

文
と
会
話
文
を
通
し
て
読
ん
で
み
る
。

②�

全
文
を
分
担
し
て
一
人
一
段
落
ず
つ
朗
読
す
る
。

③�

地
の
文
と
会
話
文
の
違
い
に
つ
い
て
、
気
づ
い
た
こ
と
を
ワ
ー
ク

シ
ー
ト
に
記
入
し
て
、
話
し
合
う
。

 
 

『
平
家
物
語
』の
表
現
の
特
徴
を
発
表
し
て
み
よ
う
。

①�

活
動
を
通
し
て
気
づ
い
た
こ
と
を
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
、
文
体

や
表
現
、
リ
ズ
ム
な
ど
の
特
徴
を
一
つ
選
び
、
ま
と
め
る
。

②�

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
ク
ラ
ス
で
発
表
す
る
。

２３

単
元
の
言
語
活
動
4

段
落

分
担

三人グループの分担例

１

Ａ
地
の
文

Ｂ
知と
も

盛も
り

Ｃ
女
房
た
ち

２

Ａ
安
徳
天
皇

Ｂ
地
の
文

Ｃ
二
位
殿

３

Ａ
知
盛

Ｂ
家
長

Ｃ
地
の
文

68
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教
材
の
つ
な
が
り
を
意
識
し
た
単
元
構
成

「
壇
の
浦
」（
平
家
物
語
）で
入
水
し
た
平
資
盛
へ
の
悲
嘆
を
つ
づ
っ
た

「
こ
の
世
の
外
に
」（
建
礼
門
院
右
京
大
夫
集
）を
併
せ
読
み
、心
情
を
読
み
取
る

単元の言語活動4  「『壇の浦』を朗読する」

役割を決めて朗読することで
『平家物語』のリズムを味わう

「壇の浦」（平家物語）
「この世の外に」（建礼門院右京大夫集）



枕
ま
く
ら
の

草さ
う

子し

清せ
い

少せ
う

納な

言ご
ん

う
つ
く
し
き
も
の

　
う
つ
く
し
き
も
の
、
瓜う

り

に
か
き
た
る
児ち

ご

の
顔
。
雀す

ず
めの

子
の
、
ね
ず
鳴
き
す
る
に
を
ど
り
来

る
。
二
つ
三
つ
ば
か
り
な
る
児
の
、
急
ぎ
て
は
ひ
来
る
道
に
、
い
と
小
さ
き
塵ち

り

の
あ
り
け
る

を
、
目
ざ
と
に
見
つ
け
て
、
い
と
を
か
し
げ
な
る
指お

よ
びに

と
ら
へ
て
、
大
人
ご
と
に
見
せ
た
る
、

い
と
う
つ
く
し
。
頭か

し
らは
尼
そ
ぎ
な
る
児
の
、
目
に
髪
の
お
ほ
へ
る
を
、
か
き
は
や
ら
で
、
う

ち
か
た
ぶ
き
て
も
の
な
ど
見
た
る
も
う
つ
く
し
。

　
大
き
に
は
あ
ら
ぬ
殿て

ん

上じ
や
う

童わ
ら
はの

、
装さ

う

束ぞ

き
立
て
ら
れ
て
あ
り
く
も
う
つ
く
し
。
を
か
し
げ

な
る
児
の
、
あ
か
ら
さ
ま
に
抱い

だ

き
て
遊
ば
し
う
つ
く
し
む
ほ
ど
に
、
か
い
つ
き
て
寝
た
る
、

い
と
ら
う
た
し
。

　
雛ひ

ひ
なの
調
度
。
蓮は

ち
すの
浮
き
葉
の
い
と
小
さ
き
を
、
池
よ
り
取
り
上
げ
た
る
。
葵あ

ふ
ひの
い
と
小
さ

き
。
何
も
何
も
、
小
さ
き
も
の
は
、
み
な
う
つ
く
し
。

　
い
み
じ
う
白
く
肥
え
た
る
児
の
、
二
つ
ば
か
り
な
る
が
、
二ふ

た

藍あ
ゐ

の
薄
物
な
ど
、
衣き

ぬ

長な
が

に
て

1

2

●

3

4

＊

＊

5

6

7

1
ね
ず
鳴
き
　
チ
ュ
ッ
チ
ュ
ッ
と
、
ね
ず
み
の

鳴
き
ま
ね
を
す
る
こ
と
。
呼
び
声
と
し
て
使

う
。

2
尼
そ
ぎ
　
髪
を
肩
の
辺
り
で
切
り
そ
ろ
え
た

女
児
の
髪
型
。

7
薄
物
　
羅
な
ど
の
薄
い
織
物
を
仕
立
て
た
衣

服
。

「
う
ち
か
た
ぶ
き
て
」
と
あ
る
が
、
な
ぜ
か
。

3
殿
上
童
　
清
涼
殿
の
殿
上
の
間
に
出
仕
す
る

こ
と
を
許
さ
れ
た
、
元
服
前
の
公く

卿ぎ
ょ
うの
子
弟
。

4
装
束
き
立
て
ら
れ
て
　「
装そ
う

束ぞ
く

」を
立
派
に
着

せ
ら
れ
て
。「
装
束
」は
、
こ
こ
で
は
立
派
な

衣
装
の
こ
と
。

5
雛
の
調
度
　
人
形
遊
び
の
道
具
。

6
二
藍
　
山
藍
（
青
色
）
と
呉く
れ
の藍

（
紅
色
）
と

の
二
つ
の
藍
で
染
め
た
色
。
赤
み
が
か
っ
た

青
色
。

問

510

70

す
さ
ま
じ
き
も
の

　
す
さ
ま
じ
き
も
の
。
昼
ほ
ゆ
る
犬
。
春
の
網あ

代じ
ろ

。

三
、
四
月
の
紅
梅
の
衣き

ぬ

。
牛
死
に
た
る
牛う

し

飼か
ひ

。
児ち

ご

亡
く
な
り
た
る
産
屋
。
火
お
こ
さ
ぬ
炭す

櫃び
つ

・
地
火

炉
。
博
士
の
う
ち
続
き
女を

ん
な児ご

生
ま
せ
た
る
。
方か

た

違た
が

へ
に
行
き
た
る
に
、
あ
る
じ
せ
ぬ
所
。
ま
い
て
、

節せ
ち

分ぶ
ん

な
ど
は
、
い
と
す
さ
ま
じ
。

　
人
の
国
よ
り
お
こ
せ
た
る
文ふ

み

の
物
な
き
。
京
の

を
も
さ
こ
そ
思
ふ
ら
め
、
さ
れ
ど
、
そ
れ
は
ゆ
か

し
き
こ
と
ど
も
を
も
書
き
集
め
、
世
に
あ
る
こ
と

な
ど
を
も
聞
け
ば
い
と
よ
し
。

　
人
の
も
と
に
わ
ざ
と
清
げ
に
書
き
て
や
り
つ
る

文
の
返

か
へ
り

事ご
と

、
今
は
も
て
来
ぬ
ら
む
か
し
、
あ
や
し

う
遅
き
と
、
待
つ
ほ
ど
に
、
あ
り
つ
る
文
、
立
て

文
を
も
結
び
た
る
を
も
、
い
と
き
た
な
げ
に
取
り

＊

●

●

●

1

2

3

4

5

6

7

＊

＊

8

「
昼
ほ
ゆ
る
犬
。」「
春
の
綱
代
。」「
三
、
四
月

の
紅
梅
の
衣
。」
が
、「
す
さ
ま
じ
」
で
あ
る

共
通
し
た
理
由
は
何
か
。

1
紅
梅
の
衣
　
紅
梅
襲が
さ
ね

の
下
着
。
陰
暦
十
一

月
頃
か
ら
二
月
頃
ま
で
用
い
る
。「
紅
梅
」は
、

襲
の
色
目
（
こ
こ
は
着
物
の
表
と
裏
の
色
の

配
合
）
の
一
つ
で
、
表
が
紅
、
裏
が
紫
。

2
炭
櫃
　
暖
房
用
の
い
ろ
り
。
一
説
に
、
部
屋

に
据
え
ら
れ
る
角
火
鉢
。

3
地
火
炉
　
粘
土
で
塗
り
固
め
た
料
理
用
の
い

ろ
り
。

4
博
士
　
こ
こ
で
は
大
学
寮
に
所
属
す
る
官
名
。

当
時
は
多
く
特
定
の
家
系
に
属
す
る
男
子
が

任
命
さ
れ
た
。

5
方
違
へ
　
陰お
ん

陽み
ょ
う道
の
用
語
で
、
外
出
の
と
き
、

天て
ん

一い
ち

神じ
ん

（
吉
凶
禍
福
を
支
配
す
る
神
）
の
い

る
方
角
を
避
け
、
い
っ
た
ん
他
の
方
角
へ

行
っ
て
か
ら
、
さ
ら
に
目
的
地
に
行
く
こ
と
。

6
節
分
　
立
春
・
立
夏
・
立
秋
・
立
冬
の
前
日
。

7
人
の
国
　
他
の
国
。
地
方
。

8
あ
り
つ
る
　
さ
っ
き
の
。
先
刻
の
。

9
ふ
く
だ
め
て
　
け
ば
だ
た
せ
て
。

問

51015

網代（『石
いし

山
やま

寺
でら

縁
えん

起
ぎ

絵巻』模本）結び文（上）と立て文（下）

72

「
美
」の
表
現
の
移
り
変
わ
り
を
調
べ
る  

　「う
つ
く
し
き
も
の
」（
七
〇
～
七
一
ペ
ー
ジ
）
を
読
む
と
、
古
文
の
「
う

つ
く
し
」
が
ど
の
よ
う
な
語
義
を
持
っ
て
い
る
か
、
よ
く
分
か
る
。

『
枕
ま
く
ら
の

草そ
う

子し

』
が
書
か
れ
た
平
安
時
代
は
「
美
」
の
表
現
が
多
様
化
し
た

時
代
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。「
美
」
が
ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
た

の
か
、
調
べ
て
み
よ
う
。
さ
ら
に
、
そ
れ
が
現
代
語
と
ど
の
よ
う
に
関

連
し
て
い
る
か
、
考
え
て
み
よ
う
。

 
 

四
人
で
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、「
美
」を
表
現
す
る
次
の
古
語
を
ワ
ー

ク
シ
ー
ト
に
位
置
づ
け
て
み
よ
う
。

　あ
て
な
り

　優
な
り

　い
と
ほ
し

　い
は
け
な
し

　う
つ
く
し

　う
る
は
し

　艶
な
り

　か
な
し

　清
ら
な
り

　清
げ
な
り

　し
ど
け
な
し

　な
ま
め
か
し

　や
さ
し

　ら
う
た
し

①�

各
語
を「
連
体
修
飾
語
＋
美
し
さ
」の
形
の
現
代
語
に
直
し
て
み
る
。

　（例
）「
う
つ
く
し
」
→
「
か
わ
い
ら
し
い
美
し
さ
」

 
 

古
語
と
現
代
語
の
「
美
」
に
関
す
る
語
を
集
め
、
そ
の
多

様
性
や
意
味
の
違
い
を
調
べ
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
違
い
が
生
じ

た
の
か
、
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
て
み
よ
う
。

課
題

１

②�

①
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
集
め
た
古
語
を
付
箋
に
書
き
出
し
、
各

自
意
見
を
出
し
合
っ
て
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
位
置
づ
け
る
。

③�

完
成
し
た
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
黒
板
な
ど
に
貼
り
出
し
、
グ
ル
ー
プ

間
で
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
比
較
し
、
意
見
を
交
換
す
る
。

 
 

「
美
」を
表
現
す
る
現
代
語
を
集
め
て
、
古
語
と
比
較
し
て
み
よ
う
。

①�

語
を
集
め
た
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
を
考
え
、 

の
ワ
ー
ク

シ
ー
ト
に
、
付
箋
の
色
を
変
え
る
な
ど
し
て
位
置
づ
け
る
。

②�

現
代
語
だ
け
の
場
合
に
は
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
軸
を
ど
の
よ
う
に

設
定
す
れ
ば
よ
い
か
、
話
し
合
う
。

③�

な
ぜ
違
い
が
生
じ
る
の
か
、
平
安
時
代
の
社
会
と
現
代
社
会
の
異

な
る
点
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
各
自
の
考
え
を
述
べ
合
う
。

 
 

各
自
で
調
査
結
果
を
六
〇
〇
字
程
度
の
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
て
み

よ
う
。

①�

古
語
と
現
代
語
と
で「
美
」を
表
現
す
る
語
の
多
様
性
に
違
い
が
あ

る
こ
と
を
踏
ま
え
、さ
ら
に
、社
会
の
違
い
を
意
識
し
て
ま
と
め
る
。

②�

書
き
上
が
っ
た
ら
、
ペ
ア
に
な
り
、
読
み
合
っ
て
、
相
手
の
レ

ポ
ー
ト
の
分
か
り
に
く
い
点
を
指
摘
し
合
う
。

③�

②
の
活
動
を
元
に
最
終
稿
を
書
き
上
げ
る
。

２

１

３

単
元
の
言
語
活
動
5

80
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前編 単元5  随筆②「うつくしきもの」（枕草子）／「すさまじきもの」（枕草子）
単元の言語活動5  「『美』の表現の移り変わりを調べる」

古
語
と
現
代
語
で
意
味
の
異
な
る
語
を
学
び
、

「
美
」の
表
現
の
移
り
変
わ
り
を
調
べ
、レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
る



1
か
く
の
み
思
ひ
く
ん
じ
た
る
を

　こ
の
よ
う

に
ふ
さ
ぎ
込
ん
で
ば
か
り
い
る
の
を
。
こ
の

文
章
の
前
に
は
、
疫
病
で
作
者
の
親
し
い
人

な
ど
が
相
次
い
で
亡
く
な
っ
た
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
る
。

2
紫
の
ゆ
か
り

　紫
の
上
の
こ
と
を
書
い
た
、

『
源
氏
物
語
』
若
紫
巻
な
ど
を
指
す
。「
ゆ
か

り
」
は
縁
の
あ
る
も
の
。

3
太
秦

　現
在
の
京
都
市
右
京
区
太
秦
に
あ

る
広
隆
寺
。

「
こ
の
こ
と
」
と
は
、
何
の
こ
と
か
。

問4
渡
い
た
れ
ば

　（親
が
私
を
）行
か
せ
た
と
こ

ろ
。

5
在
中
将

　在
あ
り
わ

原ら
の

業な
り

平ひ
ら（

四
八
ペ
ー
ジ
注
3
）を

主
人
公
と
想
起
さ
せ
、『
在
五
中
将
日
記
』
の

別
称
が
あ
る
『
伊い

勢せ

物
語
』
の
こ
と
と
言
わ

れ
る
。

6
と
ほ
ぎ
み
…

　以
下
は
当
時
の
物
語
の
書
名

と
思
わ
れ
る
が
、
今
は
散
逸
し
て
伝
わ
ら
な

い
。

源げ
ん

氏じ

物
語
を
読
む

　か
く
の
み
思
ひ
く
ん
じ
た
る
を
、
心
も
慰
め
む
と
、
心
苦
し
が
り
て
、
母
、
物
語
な
ど
求

め
て
見
せ
給た

ま

ふ
に
、
げ
に
お
の
づ
か
ら
慰
み
ゆ
く
。
紫
の
ゆ
か
り
を
見
て
、
続
き
の
見
ま
ほ

し
く
お
ぼ
ゆ
れ
ど
、
人
語
ら
ひ
な
ど
も
え
せ
ず
。
誰た

れ

も
い
ま
だ
都
慣
れ
ぬ
ほ
ど
に
て
、
え
見

つ
け
ず
。
い
み
じ
く
心
も
と
な
く
、
ゆ
か
し
く
お
ぼ
ゆ
る
ま
ま
に
、「
こ
の
源
氏
の
物
語
、

一
の
巻
よ
り
し
て
、
み
な
見
せ
給
へ
。」
と
、
心
の
内
に
祈
る
。
親
の
、
太う

づ

秦ま
さ

に
籠
も
り
給

へ
る
に
も
、
異こ

と

事ご
と

な
く
、
こ
の
こ
と
を
申
し
て
、
出い

で
む
ま
ま
に
こ
の
物
語
見
果
て
む
と
思

1

＊

2

3

●

へ
ど
、
見
え
ず
。
い
と
口
惜
し
く
、
思
ひ
嘆
か
る
る
に
、

を
ば
な
る
人
の
田
舎
よ
り
上
り
た
る
所
に
渡
い
た
れ
ば
、

「
い
と
う
つ
く
し
う
生
ひ
な
り
に
け
り
。」
な
ど
、
あ
は

れ
が
り
、
珍
し
が
り
て
、
帰
る
に
、「
何
を
か
奉
ら
む
。

ま
め
ま
め
し
き
も
の
は
、
ま
さ
な
か
り
な
む
。
ゆ
か
し

く
し
給
ふ
な
る
も
の
を
奉
ら
む
。」
と
て
、
源
氏
の
五

十
余
巻
、
櫃ひ

つ

に
入
り
な
が
ら
、
在
中
将
・
と
ほ
ぎ
み
・

せ
り
河
・
し
ら
ら
・
あ
さ
う
づ
な
ど
い
ふ
物
語
ど
も
、

4

＊

＊

5

6

鳳
ほう

凰
おう

円
まる

文
もん

螺
ら

鈿
でん

の唐
から

櫃
びつ

5

1015

92

浮う
き

舟ふ
ね　紫

の
上
の
死
後
、
ほ
ど
な
く
し
て
光
ひ
か
る

源げ
ん

氏じ

も
世
を
去
る
。
物
語
は
舞
台
を
京
の
都
か
ら

宇
治
（
現
在
の
京
都
府
宇
治
市
）
へ
と
移
し
、
宇う

治じ
の

八は
ち
の

宮み
や

の
忘
れ
形
見
、
大
君
と
中
な
か
の

君き
み

の

姉
妹
を
め
ぐ
る
物
語
が
始
ま
る
。
光
源
氏
の
子
と
し
て
成
長
し
た
薫か
お
る（
実
は
女
三
の
宮
と

柏か
し
わ

木ぎ

と
の
子
）
は
大
君
に
恋
心
を
抱
く
が
、
拒
ま
れ
た
ま
ま
大
君
は
亡
く
な
る
。
傷
心
の

薫
は
大
君
に
瓜
二
つ
の
異
母
妹
浮う
き

舟ふ
ね

が
い
る
と
聞
き
恋
仲
と
な
る
が
、
そ
の
こ
と
を
色
好

み
の
匂
に
お
う
の

宮み
や

（
今
上
帝
と
明あ
か
し
の石
中
宮
の
子
）
に
感
づ
か
れ
、
匂
宮
は
薫
の
声
色
を
装
い
浮
舟

の
寝
所
に
忍
び
入
っ
て
契
る
。
二
人
の
男
に
愛
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
浮
舟
は
罪
の
意
識

に
苦
し
み
つ
つ
も
、
次
第
に
匂
宮
の
情
熱
に
ひ
か
れ
る
。
薫
が
浮
舟
を
京
の
都
に
迎
え
る

つ
も
り
で
あ
る
こ
と
を
察
知
し
た
匂
宮
は
、
そ
の
前
に
自
分
が
連
れ
出
そ
う
と
画
策
す
る
。

　か
の
人
の
御み

気け

色し
き

に
も
、
い
と
ど
お
ど
ろ
か
れ
給た

ま

ひ
け
れ
ば
、
あ
さ
ま
し
う
た
ば
か
り
て

お
は
し
ま
し
た
り
。
京
に
は
、
友
待
つ
ば
か
り
消
え
残
り
た
る
雪
、
山
深
く
入
る
ま
ま
に
や

や
降
り
埋う

づ

み
た
り
。
常
よ
り
も
わ
り
な
き
ま
れ
の
細
道
を
分
け
給
ふ
ほ
ど
、
御

お
ほ
ん

供と
も

の
人
も
、

泣
き
ぬ
ば
か
り
恐
ろ
し
う
、
わ
づ
ら
は
し
き
こ
と
を
さ
へ
思
ふ
。
し
る
べ
の
内
記
は
、
式し

き

部ぶ
の

少せ

輔ふ

な
む
か
け
た
り
け
る
、
い
づ
方
も
い
づ
方
も
、
こ
と
ご
と
し
か
る
べ
き
官つ

か
さな

が
ら
、
い

と
つ
き
づ
き
し
く
、
引
き
上
げ
な
ど
し
た
る
姿
も
を
か
し
か
り
け
り
。

1

2

3

4

5

6

1
か
の
人
の
御
気
色

　薫
が
浮
舟
を
思
っ
て
い

る
様
子
。

2
友
待
つ
ば
か
り
消
え
残
り
た
る
雪

　『家や
か

持も
ち

集
』
に
「
白
雪
の
色
分
き
が
た
き
梅
が
枝え

に

友
待
つ
雪
ぞ
消
え
残
り
た
る
」
と
あ
る
。

3
ま
れ
の
細
道

　め
っ
た
に
人
の
通
ら
な
い
山

の
細
道
。

4
し
る
べ
の
内
記

　案
内
役
の
内
記
。「
内
記
」

は
、
宮
中
の
記
録
や
詔
し
ょ
う

勅ち
ょ
くの

起
草
な
ど
に
当

た
る
職
。
匂
宮
の
従
者
で
、
名
は
道
定
。

5
式
部
少
輔

　式
部
省
の
次
官
。

6
引
き
上
げ
な
ど
し
た
る

　（指さ
し

貫ぬ
き

の
裾
の
括く

く

り
を
）
引
き
上
げ
な
ど
し
て
い
る
。

51015

中
将
君

ち
ゅ
う
じ
ょ
う
の
き
み

明
石
君

あ
か
し
の
き
み

今
上
帝

女
三
の
宮

中
君

な
か
の
き
み

「浮舟」人物関係図
うきふね

＊は故人

光
源
氏

ひ
か
る
げ
ん
じ

＊

＊大
君

＊北
の
方

宇
治
八
宮

う
じ
の
は
ち
の
み
や

＊

明
石
中
宮

柏
木

か
し
わ
　ぎ

＊

薫か
お
る

匂
宮

に
お
う
の
み
や

浮
舟
う
き
ふ
ね

209

物
語
3

　

  

源
氏
物
語

源げ
ん

氏じ

物
語
玉
の
小を

櫛ぐ
し

も
の
の
あ
は
れ
の
論

　さ
て
物
語
は
、
も
の
の
あ
は
れ
を
知
る
を
む
ね
と
は
し
た
る
に
、
そ
の
筋
に
至
り
て
は
、

儒
仏
の
教
へ
に
は
背
け
る
こ
と
も
多
き
ぞ
か
し
。
そ
は
ま
づ
、
人
の
情こ

こ
ろの

も
の
に
感
ず
る
こ

と
に
は
、
善
悪
邪
正
さ
ま
ざ
ま
あ
る
中
に
、
理

こ
と
わ
りに

た
が
へ
る
こ
と
に
は
感
ず
ま
じ
き
わ
ざ
な

れ
ど
も
、
情
は
、
我
な
が
ら
我
が
心
に
も
ま
か
せ
ぬ
こ
と
あ
り
て
、
お
の
づ
か
ら
忍
び
が
た

き
ふ
し
あ
り
て
、
感
ず
る
こ
と
あ
る
も
の
な
り
。

　源
氏
の
君
の
上
に
て
言
は
ば
、
空う

つ

蟬せ
み

の
君
、
朧お

ぼ

月ろ
づ

夜き
よ

の
君
、
藤ふ

ぢ

壺つ
ぼ

の
中
宮
な
ど
に
心
を
か

け
て
、
あ
ひ
給た

ま

へ
る
は
、
儒
仏
な
ど
の
道
に
て
言
は
ん
に
は
、
よ
に
上
も
な
き
、
い
み
じ
き

不
義
悪
行
な
れ
ば
、
ほ
か
に
い
か
ば
か
り
の
よ
き
こ
と
あ
ら
ん
に
て
も
、
よ
き
人
と
は
言
ひ

が
た
か
る
べ
き
に
、
そ
の
不
義
悪
行
な
る
よ
し
を
ば
、
さ
し
も
立
て
て
は
言
は
ず
し
て
、
た

だ
そ
の
あ
ひ
だ
の
、
も
の
の
あ
は
れ
の
深
き
方
を
返
す
返
す
書
き
述
べ
て
、
源
氏
の
君
を
ば
、

む
ね
と
よ
き
人
の
本ほ

ん

と
し
て
、
よ
き
こ
と
の
限
り
を
こ
の
君
の
上
に
取
り
集
め
た
る
、
こ
れ

本も
と

居を
り

宣の
り

長な
が

1

●

●
2

3

4

5

1
む
ね
と

　第
一
に
。

作
者
は
「
情
」
と
「
心
」
を
ど
の
よ
う
に
使

い
分
け
て
い
る
か
。

2
空
蟬
の
君

　伊い

予よ
の

介す
け

の
妻
。

3
朧
月
夜
の
君

　光
源
氏
の
異
母
兄
、
朱す

雀ざ
く

帝

の
尚

な
い
し

侍の
か
み。

二
〇
〇
ペ
ー
ジ
参
照
。

4
藤
壺
の
中
宮

　光
源
氏
の
父
、
桐き
り

壺つ
ぼ

帝
の

中
宮
。
光
源
氏
は
彼
女
が
亡
き
実
母
に
似
て

い
る
と
聞
き
、
思
慕
を
募
ら
せ
て
密
通
し
、

そ
の
結
果
、
不
義
の
子
、
冷れ

い

泉ぜ
い

帝
が
生
ま
れ

る
。

5
儒
仏
な
ど
の
道

　儒
教
と
仏
教
な
ど
の
道

理
。
儒
教
で
は
仁
・
義
・
礼
・
智ち

・
信
の

五
常
が
、
仏
教
で
は
不
殺
生
・
不ふ

偸ち
ゅ
う

盗と
う

・

不
邪
淫
・
不
妄
語
・
不ふ

飲お
ん

酒じ
ゅ

の
五
戒
が
説

か
れ
る
。

問
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「源氏物語を読む」（更級日記）／「浮舟」（源氏物語）／
「源氏物語玉の小櫛」（本居宣長）

『
源
氏
物
語
』の
受
容
と
継
承
を
学
び
、探
究
す
る

前編 単元4  物語と日記②（更級日記）
後編 単元10  評論②

後編 単元5  物語③

上京前から読みたいと切望してい
た『源氏物語』を手にして、思うまま
に読むふける菅原孝標女。『源氏物
語』がどのように流布し、享受されて
いたかを学習する。

菅原孝標女が憧れた『源氏物語』最
後のヒロイン「浮舟」。光源氏の死
後、世代が移り、文体や人物造形の
違いも味わう。

近世の国学者本居宣長の注釈書を
読み、古人がいかに文学、芸術に取
り組み、育ててきたかを知り、『源氏
物語』の理解を深める。



窯よ
う

変へ
ん

　源
氏
物
語�

橋は
し

本も
と

　治
お
さ
む

　「非ひ

道ど

い
こ
と
を
。
本
当
に
非
道
い
。
あ
な
た
は
い
つ
も
私
に
つ
ら
い

思
い
ば
か
り
を
味
わ
わ
せ
て
く
れ
る
。」

　白
い
妻
の
手
を
取
っ
て
、
私
は
そ
っ
と
語
り
か
け
た
。
元
服
の
夜
こ
の

邸や
し
きに
連
れ
て
来
ら
れ
、
男
と
女
と
し
て
一
つ
に
さ
れ
て
か
ら
十
年
、
私
は

そ
の
時
、
初
め
て
妻
に
対
し
て
真
実
の
口
を
き
く
夫
に
な
っ
た
と
思
っ
た
。

　こ
の
十
年
、
何
を
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
互
い
に
取
り
繕
っ
て
、
妻
と

夫
と
い
う
境
界
を
譲
る
ま
い
と
し
て
争
っ
て
ば
か
り
い
た
。
支
え
る
も
の

も
な
く
、
装
う
べ
き
彩い

色ろ

も
な
く
、
た
だ
す
べ
て
を
あ
る
が
ま
ま
に
見
せ

て
横
た
わ
っ
て
い
る
妻
の
姿
が
、
私
に
は
そ
の
時
、
初
め
て
愛い
と

お
し
い
も

の
と
思
わ
れ
た
。

源
氏
物
語�

角か
く

田た

光み
つ

代よ

　光
君
は
葵あ
お
いの

上
の
手
を
取
り
、

「
あ
な
た
は
ひ
ど
い
よ
。
私
を
つ
ら
い
目
に
遭
わ
せ
る
ん
だ
ね
。」
と
言
い
、

後
は
も
う
何
も
言
え
な
く
な
っ
て
泣
き
出
し
て
し
ま
う
。
今
ま
で
ず
っ
と

気
詰
ま
り
で
近
寄
り
が
た
い
ま
な
ざ
し
だ
っ
た
葵
の
上
は
、
気
だ
る
く
光
ひ
か
る

君き
み

を
見
上
げ
る
。
じ
っ
と
見
つ
め
て
い
る
そ
の
目
か
ら
涙
が
こ
ぼ
れ
る
。

そ
れ
を
見
て
、
ど
う
し
て
光
君
が
深
い
愛
情
を
感
じ
な
い
こ
と
が
で
き
よ

う
か
。

　
　角
田
光
代

　昭
和
四
十
二
（
一
九
六
七
）
年
～
。
小
説
家
。

平
成
二
十
九
（
二
〇
一
七
）
年
～
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
に
刊

行
し
た
。
本
文
は
『
源
氏
物
語
』
上
〔
平
成
二
十
九
（
二
〇
一
七
）

年
刊
〕
に
よ
っ
た
。

　
　橋
本
治

　昭
和
二
十
三
（
一
九
四
八
）
年
～
平
成
三
十
一
（
二

〇
一
九
）年
。
小
説
家
・
評
論
家
・
随
筆
家
。
平
成
三（
一
九
九
一
）

年
～
五
（
一
九
九
三
）
年
に
刊
行
し
た
。
本
文
は
『
窯
変
　源
氏
物

語
』
第
三
巻
〔
平
成
三
（
一
九
九
一
）
年
刊
〕
に
よ
っ
た
。
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物
語
3

　

��

参
考
さ
ま
ざ
ま
な
『
源
氏
物
語
』
の
現
代
語
訳

　
　さ
ま
ざ
ま
な『
源げ

ん

氏じ

物
語
』の
現
代
語
訳

─「
物も

の

の
怪け

の
出
現
」よ
り

─

新
新
訳
源
氏
物
語�

与よ

謝さ

野の

晶あ
き

子こ

　源
氏
は
妻
の
手
を
取
つ
て
、

『
悲
し
い
ぢ
や
あ
り
ま
せ
ん
か
。
私
に
こ
ん
な
苦
し
い
思
ひ
を
お
さ
せ
に

な
る
。』

　多
く
物
が
云い

は
れ
な
か
つ
た
。
唯た

だ
泣
く
ば
か
り
で
あ
る
。
平へ
い

生ぜ
い

は
源

氏
に
真
正
面
か
ら
見
ら
れ
る
と
と
て
も
き
ま
り
わ
る
さ
う
に
し
て
、
横
へ

外そ

ら
す
そ
の
目
で
じ
つ
と
良を
つ
と人
を
見
上
げ
て
居
る
う
ち
に
涙
が
其そ

処こ

か
ら

流
れ
て
出
る
の
で
あ
つ
た
。
其そ

れ
を
見
て
源
氏
が
深
い
憐あ
は
れみ
を
覚
え
た
こ

と
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
。
余
り
に
泣
く
の
を
見
て
、
残
し
て
行
く
親
達
の

こ
と
を
考
へ
た
り
、
ま
た
自
分
を
見
て
、
別
れ
の
堪
へ
難
い
悲か
な
しみ
を
覚
え

る
の
で
あ
ら
う
と
源
氏
は
思
つ
た
。

参
考

潤じ
ゅ
ん

一い
ち

郎ろ
う

訳
源
氏
物
語�

谷た
に

崎ざ
き

潤
一
郎

　お
ん
手
を
お
取
り
遊
ば
し
て
、「
ま
あ
、
ど
う
な
さ
つ
た
と
云い

ふ
の
で
す
。

悲
し
い
目
を
お
見
せ
に
な
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。」
と
、
ろ
く
ろ
く
物

も
仰お

つ
し
や
れ
な
い
で
お
泣
き
に
な
る
と
、
い
つ
も
は
ひ
ど
く
お
気
む
づ

か
し
う
、
恥は
づ

か
し
さ
う
に
し
て
い
ら
つ
し
や
る
お
ん
眼ま
な

差ざ
し

を
、
さ
も
だ
る

さ
う
に
お
上
げ
な
さ
れ
て
、
じ
つ
と
見
守
り
給た
ま

ふ
う
ち
に
、
お
ん
涙
の
ほ

ろ
ほ
ろ
と
こ
ぼ
れ
落
ち
る
お
ん
あ
り
さ
ま
な
ど
、
ど
ん
な
に
哀
れ
が
深
い

こ
と
か
。

　
　与
謝
野
晶
子

　明
治
十
一
（
一
八
七
八
）
年
～
昭
和
十
七
（
一

九
四
二
）年
。
歌
人
。
生
涯
に
二
度
現
代
語
訳
を
行
っ
た
。
本
文
は
、

昭
和
十
三
（
一
九
三
八
）
年
～
十
四
（
一
九
三
九
）
年
に
刊
行
し

た
二
度
目
の
現
代
語
訳
。
本
文
は
『
鉄て

っ

幹か
ん

晶
子
全
集
』
第
二
十
八

巻
〔
平
成
二
十
一
（
二
〇
〇
九
）
年
刊
〕
に
よ
っ
た
。

　
　谷
崎
潤
一
郎

　明
治
十
九
（
一
八
八
六
）
年
～
昭
和
四
十
（
一

九
六
五
）
年
。
小
説
家
。
生
涯
に
三
度
現
代
語
訳
を
行
っ
た
。
本

文
は
、
昭
和
十
四
（
一
九
三
九
）
年
～
十
六
（
一
九
四
一
）
年
に

刊
行
し
た
最
初
の
現
代
語
訳
。
本
文
は
『
潤
一
郎
訳
源
氏
物
語
』

巻
四
〔
昭
和
十
四
（
一
九
三
九
）
年
刊
〕
に
よ
っ
た
。
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『
源げ
ん

氏じ

物
語
』の
現
代
語
訳
を
比
較
す
る  

　『源
氏
物
語
』
は
現
代
に
至
る
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
読
み
継
が

れ
て
き
た
。
明
治
時
代
以
後
、
著
名
な
作
家
た
ち
が
現
代
語
訳
を
試
み

て
い
る
。
ど
の
よ
う
に
訳
し
て
い
る
か
、
い
く
つ
か
の
現
代
語
訳
を
比

較
し
て
み
よ
う
。

 
 

「
物
の
怪
の
出
現
」の「
御
手
を
と
ら
へ
て
…
い
か
が
あ
は
れ
の
浅

か
ら
む
。」の
本
文
を
自
分
で
現
代
語
訳
し
て
み
よ
う
。

・�

現
代
語
訳
を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
記
入
す
る
。

 
 

二
一
六
～
二
一
七
ペ
ー
ジ
に
掲
げ
た
四
種
の
現
代
語
訳
を
比
較
し
、

ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
か
を
列
挙
し
て
み
よ
う
。

 
 

二
一
六
～
二
一
七
ペ
ー
ジ
に
掲
げ
た
文
章
は
、
そ
れ
ぞ
れ

「
物も
の

の
怪け

の
出
現
」
の
「
御

お
ほ
ん

手て

を
と
ら
へ
て
…
い
か
が
あ
は
れ

の
浅
か
ら
む
。」（
一
九
七
・
8
～
11
）
の
箇
所
を
現
代
語
訳
し
た

も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
を
比
較
し
、
そ
の
表
現
の
違
い
や
特

徴
に
つ
い
て
、
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

課
題

１２

 
 

三
～
四
人
の
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、 

と  

の
結
果
を
持
ち
寄
っ

て
そ
れ
ぞ
れ
の
現
代
語
訳
の
特
徴
を
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

・�

そ
れ
ぞ
れ
の
現
代
語
訳
の
特
徴
を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
記
入
す
る
。

 
  

の
話
し
合
い
を
踏
ま
え
て
、
同
じ
箇
所
を
各
自
で
再
度
現
代
語

訳
し
て
み
よ
う
。
言
葉
の
選
び
方
な
ど
に
つ
い
て
、
工
夫
し
た
点
を

短
い
文
章
に
ま
と
め
て
み
よ
う
。

３

１

２

４
３

単
元
の
言
語
活
動
5

自
分
の

現
代
語
訳

１２

与
謝
野
晶
子
の

訳
の
特
徴

谷
崎
潤
一
郎
の

訳
の
特
徴

橋
本
治
の
訳
の

特
徴

角
田
光
代
の
訳

の
特
徴
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与
謝
野
晶
子
、谷
崎
潤
一
郎
、橋
本
治
、角
田
光
代
に
よ
る

「
物
の
怪
の
出
現
」の
現
代
語
訳
を
比
較

生
徒
自
身
も
現
代
語
訳
に
挑
戦
す
る



俊し
ゆ
ん

寛く
わ
ん

　

　鹿し
し

ケが

谷た
に

の
謀
議
が
発
覚
し
た
俊
し
ゅ
ん

寛か
ん

・
平へ
い

判は
ん

官が
ん

康や
す

頼よ
り

・
丹た
ん

波ば
の

少し
ょ
う

将し
ょ
う

成な
り

経つ
ね

は
、
鬼き

界か
い

が
島

（
現
在
の
鹿
児
島
県
鹿
児
島
郡
三
島
村
の
硫
黄
島
か
）
に
流
さ
れ
た
。
三
人
が
都
で
の
栄
華

を
し
の
び
、
今
の
身
の
上
を
嘆
い
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
平
た
い
ら
の

清き
よ

盛も
り

か
ら
派
遣
さ
れ
た
赦
免

使
を
乗
せ
た
船
が
到
着
す
る
。

ワ
キ
「
い
か
に
こ
の
島
に
流
さ
れ
人
の
御ご

座ざ

候さ
う
らふ
か
、
都
よ
り
赦
免
状
を
持
ち
て
参
り
て
候

ふ
。
急
い
で
御
拝
見
候
へ
。

シ
テ
「
あ
ら
あ
り
が
た
や
候ざ

う
らふ
。
や
が
て
康
頼
御
覧
候さ

う
らヘ
。

ツ
レ
1
「
何
々
中
宮
御ご

産さ
ん

の
御お
ん

祈に
の

り
の
た
め
に
、
非
常
の
大だ
い

赦し
や

行
は
る
る
に
よ
り
、
国
々
の

1

2

3

1
康
頼

　平
康
頼
。
生
没
年
未
詳
。

2
中
宮

　こ
こ
で
は
、
高
倉
天
皇
の
中
宮
徳
子
。

平
清
盛
の
娘
。
こ
の
と
き
の
御
産
は
安
徳
天

皇
（
五
六
ペ
ー
ジ
系
図
参
照
）。

3
大
赦

　国
家
に
吉
事
や
凶
事
が
あ
っ
た
と
き

に
、天
皇
が
罪
人
の
釈
放
や
減
刑
を
す
る
こ
と
。

4
丹
波
の
少
将
成
経

　藤
ふ
じ
わ

原ら
の

成
経
。
一
一
五

六
年
～
一
二
〇
二
年
。

5
俊
寛

　生
没
年
未
詳
。
平
安
末
期
の
僧
。

「
御
名
は
候
は
ば
こ
そ
。」
の
下
に
は
、
ど
の

よ
う
な
言
葉
が
省
略
さ
れ
て
い
る
か
。

問

流
人
赦
免
あ
る
、
中
に
も
鬼
界
が
島
の
流
人
の
う
ち
、
丹
波
の
少
将
成
経
、
平
判
官
入
道

康
頼
二に

人に
ん

赦
免
あ
る
と
こ
ろ
な
り
。

シ
テ
「
何
と
て
俊
寛
を
ば
読
み
落
と
し
給た
ま

ふ
ぞ
。

ツ
レ
1
「
御お

ん

名な

は
候
は
ば
こ
そ
。
赦
免
状
の
面お

も
てを
御
覧
候
へ
。

4

5

●

役
名

じ
う
た
い

シ
テ
（
主
役
）

　
俊
寛

ワ
キ
（
シ
テ
の
相
手
役
）

　
赦
免
使

ツ
レ
1
（
シ
テ
の
助
演
役
）

　
平
判
官
康
頼

ツ
レ
2

　
丹
波
少
将
成
経

地
謡

　
（
舞
台
右
奥
に
座
し
て
地
の
文
な
ど

の
謡
い
手
）

符
号　

　
節
を
つ
け
て
謡
う
符
号
。

「

　
節
の
な
い
言
葉
の
符
号
。

〽

510

254

◆

読
み
比
べ◆鬼き

界か
い

が
島
の
場
（『
平へ

い

家け

女に
よ

護ご
の

島し
ま

』）�

近ち
か

松ま
つ

門も
ん

左ざ

衛ゑ

門も
ん

　俊
し
ゅ
ん

寛か
ん

・
平へ
い

判は
ん

官が
ん

康や
す

頼よ
り

・
丹た
ん

波ば
の

少し
ょ
う

将し
ょ
う

成な
り

経つ
ね

は
鹿し
し

ケが

谷た
に

の
謀
議
が
発
覚
し
て
鬼
界
が
島
（
二
五
四
ペ
ー
ジ

参
照
）
に
流
さ
れ
た
。
成
経
は
海
女
の
千ち

鳥ど
り

と
恋
仲
に
な
る
。
赦
免
状
を
携
え
た
瀬せ
の

尾お

太た

郎ろ
う

と
丹た
ん

左ざ

衛え

門も
ん

の
乗
っ
た
船
が
到
着
し
、
康
頼
と
成
経
は
帰き

洛ら
く

を
、
俊
寛
も
備
前
（
現
在
の
岡
山
県
）
ま
で
の
帰
参
を
許

さ
れ
る
。
三
人
は
喜
び
、
千
鳥
を
伴
っ
て
船
に
乗
ろ
う
と
す
る
。

　「な
に
三
人
と
も
の
御お

赦ゆ
る

し
か
。」「
な
か
な
か
。」「
ハ
ア
、
ハ
ア
、
ハ
ア
。」
と
俊
寛
は
、
真ま

砂さ
ご

に
額
を
す
り
入
れ
す
り
入
れ
、
三
拝
な
し
て
う
れ
し
泣
き
。
少
将
夫
婦
、
平
判
官
、「
夢
で
は
な

い
か
、
誠
か
。」
と
、
踊を
ど

つ
舞
う
つ
悦よ
ろ
こ

び
は
、
猛
火
に
焦
げ
し
餓
鬼
道
の
、
仏
の
甘
露
に
潤
ひ
て
、

如に
よ

清し
や
う

涼り
や
う

池ち

と
歌
ひ
し
も
、
か
く
や
と
思
ひ
や
ら
れ
た
る
。
両
使
言
葉
を
そ
ろ
へ
、「
も
は
や
島

に
用
も
な
し
。
仕し

合あ
は

せ
と
風
も
よ
し
、
い
ざ
御
乗
船
。」「
も
つ
と
も
。」
と
、
四
人
船
に
乗
ら
ん

と
す
。
瀬
尾
、
千
鳥
を
取
つ
て
引
き
退
け
、「
見
苦
し
い
女
め
。
見
送
り
の
や
つ
な
ら
ば
、
そ
こ

立
ち
去
れ
。」
と
睨ね

め
つ
く
る
。「
イ
ヤ
苦
し
か
ら
ず
。
こ
の
少
将
が
配
所
の
中
、
厚
恩
の
情
け
を

請
け
夫
婦
と
な
り
、
帰
洛
せ
ば
同
道
と
固
く
申
し
交
は
せ
し
女
、
御
両
人
の
了れ
う

簡け
ん

を
も
つ
て
着
船

の
津
ま
で
乗
せ
て
た
べ
。
子
々
孫
々
ま
で
こ
の
恩
は
忘
れ
じ
。」と
手
を
す
つ
て
詫わ

び
給た
ま

へ
ば
、「
思

ひ
も
よ
ら
ず
や
か
ま
し
い
女
め
。
誰た
れ

か
あ
る
、
引
き
ず
り
退
け
よ
。」
と
ひ
し
め
い
た
る
。「
ハ
テ

了
簡
な
け
れ
ば
力
な
し
。
こ
の
上
は
少
将
も
こ
の
島
に
と
ど
ま
つ
て
都
へ
は
帰
る
ま
じ
。
サ
ア
俊

1

2

3

4

5

6

7

1
な
か
な
か

　い
か
に
も
。
そ
の
通
り
。

2
餓
鬼
道

　仏
教
語
。
六
道
の
一
つ
。

3
甘
露

　天
か
ら
与
え
ら
れ
る
甘
い
霊
薬
。
仏

教
で
は
仏
の
教
え
に
例
え
る
。

4
如
清
涼
池

　『法
華
経
』
の
一
節
で
、「
清
涼

池
の
よ
う
に
」
の
意
。「
清
涼
池
」
は
一
切
の

渇
き
を
癒
す
と
い
う
池
。

5
了
簡

　許
し
。

6
着
船
の
津

　船
が
着
く
港
。

7
ひ
し
め
い
た
る

　騒
ぎ
立
て
る
。

千鳥と俊寛（人形浄瑠璃『平家女護島』）

51015
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芸
能

　

��

読
み
比
べ

『
俊
寛
』と『
平へ
い

家け

女に
ょ

護ご
の

島し
ま

』を
読
み
比
べ
る  

　『平
家
物
語
』
は
中
世
・
近
世
を
通
じ
て
流
布
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
芸

能
の
取
材
源
と
な
っ
た
。
能
『
俊
寛
』（
二
五
四
～
二
五
六
ペ
ー
ジ
）
と
浄

瑠
璃
『
平
家
女
護
島
』（
二
五
七
～
二
五
九
ペ
ー
ジ
）
は
、『
平
家
物
語
』

に
見
ら
れ
る
俊
寛
を
め
ぐ
る
物
語
を
も
と
に
作
ら
れ
た
作
品
で
あ
る
。

　俊
寛
た
ち
は
陰
謀
を
企
て
た
罪
で
、
鬼き

界か
い

が
島
に
流
罪
と
な
っ
て
い

る
。
そ
こ
に
赦
免
状
を
携
え
た
使
い
が
来
る
。
そ
こ
ま
で
の
状
況
は

『
俊
寛
』
と
『
平
家
女
護
島
』
に
共
通
し
て
い
る
が
、
登
場
人
物
や
、

使
い
が
来
た
後
の
物
語
の
展
開
に
は
違
い
が
見
ら
れ
る
。

　二
つ
の
作
品
を
読
み
比
べ
、
俊
寛
の
人
物
像
の
違
い
に
つ
い
て
考
え

て
み
よ
う
。

 
 

『
俊
寛
』を
読
ん
で
、
次
の
点
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み
よ
う
。

 
 

『
俊
寛
』
と
『
平
家
女
護
島
』
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
登

場
人
物
と
人
間
関
係
、
俊
寛
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
、
俊
寛
が

求
め
て
い
る
こ
と
を
整
理
し
て
み
よ
う
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、

俊
寛
の
人
物
像
の
違
い
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

課
題

１

・�

登
場
人
物
と
人
間
関
係
。

・�

俊
寛
は
ど
の
よ
う
な
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
か
（
赦
免
状
に
は
ど

の
よ
う
な
こ
と
が
書
か
れ
て
い
た
か
）。

・�

俊
寛
は
何
を
求
め
て
い
る
か
。

 
 

『
平
家
女
護
島
』を
読
ん
で
、
次
の
点
に
つ
い
て
ま
と
め
よ
う
。

・�

登
場
人
物
と
人
間
関
係
。

・�

俊
寛
は
ど
の
よ
う
な
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
か
。

・�

俊
寛
は
何
を
求
め
て
い
る
か
。

 
  

と  

で
ま
と
め
た
こ
と
を
も
と
に
、『
俊
寛
』と『
平
家
女
護
島
』

の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
俊
寛
の
心
情
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

・�

本
文
の
ど
の
箇
所
か
ら
ど
の
よ
う
な
心
情
が
読
み
取
れ
る
か
、
確

認
す
る
。

 
  

で
考
え
た
こ
と
を
も
と
に
、『
俊
寛
』と『
平
家
女
護
島
』の
そ

れ
ぞ
れ
に
お
い
て
俊
寛
は
ど
の
よ
う
な
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る

か
、
考
え
て
み
よ
う
。
ペ
ア
を
作
っ
て
意
見
を
交
換
し
、
各
自
で
、

人
物
像
の
違
い
に
つ
い
て
文
章
に
ま
と
め
て
み
よ
う
。

２３
１

２

４
３

単
元
の
言
語
活
動
9
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『
平
家
物
語
』を
題
材
に
し
た
能『
俊
寛
』と
人
形
浄
瑠
璃『
平
家
女
護
島
』を

読
み
比
べ
て
人
物
像
の
違
い
を
考
え
る



『
徒つ

れ

然づ
れ

草ぐ
さ

』
を
よ
み
な
お
す

　こ
れ
か
ら
『
徒
然
草
』
を
読
も
う
と
す
る
人
、
あ
る
い
は
も
う
読
ん
だ
こ
と
の
あ
る
人
も
、
文
学
史
の

教
科
書
な
ど
で
、
こ
の
よ
う
な
解
説
を
目
に
し
た
記
憶
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　「『
徒
然
草
』
は
随
筆
で
あ
り
、
序
と
短
い
二
四
三
の
章
段
か
ら
な
る
。
内
容
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
無

常
観
を
主
題
と
す
る
。
無
常
観
の
支
配
し
た
中
世
は
、
文
学
も
そ
の
よ
う
な
思
潮
に
色
濃
く
染
ま
っ
た
。

心
あ
る
知
識
人
は
、
い
ち
は
や
く
無
常
を
察
知
し
て
出
家
を
遂
げ
、
い
わ
ゆ
る
遁と

ん

世せ
い

者し
ゃ

と
し
て
過
ご
し
た
。

『
徒
然
草
』
は
そ
の
よ
う
な
遁
世
者
の
手
に
な
り
、
無
常
観
を
美
学
に
ま
で
高
め
た
、
中
世
文
学
を
代
表

す
る
傑
作
で
あ
る
。」

　作
者
兼
好
法
師
は
遁
世
者
で
あ
り
、『
徒
然
草
』
は
そ
の
生
活
美
か
ら
生
ま
れ
出
た
文
学
作
品
で
あ
る

と
い
う
わ
け
で
す
。

　こ
の
作
品
こ
そ
、
中
世
の
遁
世
者
の
像
を
形
作
っ
た
と
も
言
え
そ
う
で
す
。
た
と
え
ば
、
官
職
や
栄
典

そ
の
ほ
か
、
社
会
的
地
位
を
辞
退
す
る
。
主
人
や
家
族
を
は
じ
め
係
累
と
は
縁
を
切
る
。
財
産
を
持
た
ず
、

山
林
に
入
り
、
粗
末
な
草そ

う

庵あ
ん

を
結
ん
で
暮
ら
す
。
こ
う
い
っ
た
生
活
を
『
徒
然
草
』
は
こ
と
あ
る
ご
と
に

小お

川が
わ

剛た
け

生お

1

1
兼
好
法
師

　二
七
ペ
ー
ジ
参

照
。

　古
典
に
つ
い
て
の
評
論
文

　
　
　
1

510

36

言
葉
か
、
心
か

　私
が
、
大
学
生
の
と
き
初
め
て
　『
歌
よ
み
に
与
ふ
る
書
』
を
読
ん
で
、
一
番
び
っ
く
り
し
た
の
は
第
五

回
の
次
の
く
だ
り
で
あ
る
。

　心
あ
て
に
折
ら
ば
や
折
ら
む
初
霜
の
置
き
ま
ど
は
せ
る
白
菊
の
花

こ
の
躬み

恒つ
ね

の
歌
、
百
人
一
首
に
あ
れ
ば
誰
も
口
ず
さ
み
候さ

う
らへ

ど
も
、
一
文
半
文
の
ね
う
ち
も
無こ

れ

之な
き

駄

歌
に
御
座
候さ

う
ら
ふ。
こ
の
歌
は
噓う

そ

の
趣
向
な
り
、
初
霜
が
置
い
た
位
で
白
菊
が
見
え
な
く
な
る
気き

づ

遣か
ひ

無

之
候
。

　確
か
に
、
白
い
霜
が
降
り
た
か
ら
と
い
っ
て
、
白
菊
の
見
分
け
が
つ
か
な
く
な
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と

は
、
あ
り
そ
う
に
な
い
。
そ
れ
を
わ
ざ
わ
ざ
「
あ
て
ず
っ
ぽ
う
で
折
ろ
う
」
な
ど
と
い
う
の
は
、
言
わ
れ

て
み
る
と
、
な
る
ほ
ど
キ
ザ
だ
な
、
と
思
う
。
ま
さ
に
上
べ
だ
け
の
言
葉
に
よ
る
世
界
、
と
子
規
の
目
に

は
映
っ
た
の
だ
ろ
う
。
た
だ
し
彼
は
、
文
学
に
お
け
る
噓
を
、
全
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ど
う

せ
つ
く
な
ら
、
こ
ん
な
口
先
だ
け
の
セ
コ
い
噓
で
は
な
く
、
も
っ
と
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
噓
を
つ
け
、
と

言
う
。

俵た
わ
ら

　万ま

智ち

1

2

3

4

1
『
歌
よ
み
に
与
ふ
る
書
』
　

正
岡
子
規
（
一
八
六
七
年
～

一
九
〇
二
年
）
著
。
明
治
三

十
一
（
一
八
九
八
）
年
発
表
。

全
十
回
に
わ
た
っ
て
書
か
れ

た
。

2
躬
恒

　凡
お
お
し

河こ
う

内ち
の

躬
恒
。
生
没

年
未
詳
。
平
安
前
期
の
歌
人
。

3
百
人
一
首

　『小
倉
百
人
一

首
』。
藤
ふ
じ
わ

原ら
の

定さ
だ

家い
え

（
一
一
七

ペ
ー
ジ
参
照
）
撰せ

ん

。
嘉か

禎て
い

元

（
一
二
三
五
）
年
成
立
か
。

4
一
文

　「文
」
は
銭
貨
の
単

位
。

　古
典
に
つ
い
て
の
評
論
文

　
　
　
2

510

190

1
西
行
、
長
明
に
つ
い
て
、
経
歴
や
思
想
、
作
品
な
ど
を
調
べ
て
み
よ
う
。

2「
遁
世
者
は
、
そ
れ
ま
で
と
は
違
う
形
で
世
の
中
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
、
時
代
も
そ
う
い
う
人
た
ち
を
必
要
と
し
た
」（
三
八
・

4
～
5
）
と
あ
る
が
、「
そ
れ
ま
で
と
は
違
う
形
」
と
は
ど
の
よ
う
な
形
か
、
ま
た
「
そ
う
い
う
人
た
ち
」
と
は
ど
の
よ
う
な
人
た
ち
か
、
そ
れ
ぞ

れ
考
え
て
み
よ
う
。

深
い
学
び
の
た
め
に

小
川

　剛
生
（
お
が
わ
　た
け
お
）

　昭
和
四
十
六
（
一
九
七
一
）
年
～
。
国
文
学
者
。
東
京
都
の
生
ま
れ
。
和
歌
を
中
心
に
中
世
文
学
を
研
究
。
主

な
著
書
に
『
武
士
は
な
ぜ
歌
を
詠
む
か
』『
中
世
の
書
物
と
学
問
』『
兼
好
法
師
』
な
ど
が
あ
る
。
本
文
は
、『
徒
然
草
を
よ
み
な
お
す
』〔
令
和

二
（
二
〇
二
〇
）
年
刊
〕
に
よ
っ
た
。

40

1「
心
あ
て
に
」
の
歌
を
解
釈
し
、
そ
の
内
容
を
ま
と
め
て
み
よ
う
。
ま
た
、
こ
の
歌
の
「
噓
」
に
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
の
か
、
本
文
の
内
容

だ
け
に
限
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

2
正
岡
子
規
は
、「
心
を
不
自
由
に
さ
せ
る
言
葉
」（
一
九
一
・
6
）
と
し
て
ど
の
よ
う
な
言
葉
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
克
服
す
る
た
め
に
具
体
的
に
ど

う
す
る
の
が
よ
い
と
考
え
て
い
る
か
、『
歌
よ
み
に
与
ふ
る
書
』
の
引
用
部
分
を
読
ん
で
、
ま
と
め
て
み
よ
う
。

3「
子
規
が
切
り
捨
て
た
『
言
葉
』
の
部
分
と
い
う
も
の
を
、
も
う
一
度
見
直
す
こ
と
も
必
要
な
の
で
は
な
い
か
」（
一
九
二
・
10
～
11
）
と
あ
る
が
、

な
ぜ
筆
者
は
こ
の
よ
う
に
考
え
た
の
か
、
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

深
い
学
び
の
た
め
に

俵
万
智
（
た
わ
ら

　ま
ち
）

　昭
和
三
十
七
（
一
九
六
二
）
年
～
。
歌
人
。
大
阪
府
の
生
ま
れ
。
歌
集
に
『
サ
ラ
ダ
記
念
日
』『
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
革
命
』

な
ど
。
本
文
は
『
短
歌
を
よ
む
』〔
平
成
五
（
一
九
九
三
）
年
刊
〕
に
よ
っ
た
。
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れる研究者による最新の評
論（令和2年刊行）。

正岡子規「歌よみに与ふる書」
（近代以降の文語文）を題材
に歌の表現における「言葉」と

「心」について考える。

古典についての評論文古典についての評論文①  「徒然草をよみなおす」
古典についての評論文②  「言葉か、心か」



7

古
文
の

窓

往
来
物
と
は
何
か

　「往
来
」
と
い
う
言
葉
か
ら
何
を
連
想
す
る
だ
ろ
う
か
。「
往
」
は

行
く
こ
と
、「
来
」
は
来
る
こ
と
で
あ
る
。
現
代
で
は
、「
往
来
」
は

「
行
っ
た
り
来
た
り
す
る
こ
と
」
や
「
道
路
」
と
い
う
意
味
で
使
わ

れ
る
こ
と
が
多
い
。

　と
こ
ろ
で
、
か
つ
て
は
手
紙
の
こ
と
も
「
往
来
」
と
言
っ
た
。
確

か
に
、
手
紙
も
人
と
人
と
の
間
を
行
き
来
す
る
。
そ
し
て
、
手
紙
の

形
式
で
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
を
伝
え
、
書
道
の
手
本
と
し
て
も
使
え
る

本
の
こ
と
を
「
往
来
物
」
と
呼
ん
だ
。
い
わ
ば
、
現
代
の
教
科
書
の

原
型
で
あ
る
。

　代
表
的
な
往
来
物
の
一
つ
に
、
往
復
書
簡
の
形
を
取
る
『
庭て

い

訓き
ん

往

来
』
が
あ
る
。
こ
の
本
で
学
べ
る
こ
と
は
大
き
く
三
つ
あ
っ
た
。
一

つ
は
手
紙
の
書
き
方
で
あ
る
。
時
候
の
挨
拶
か
ら
始
め
、
要
件
を
書

き
、「
恐
々
謹
言
」（
恐
れ
謹
ん
で
申
し
上
げ
ま
す
）
と
結
び
、
日
付

と
自
分
の
名
前
を
書
く
と
い
う
手
紙
の
形
式
や
用
語
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
た
。
二
つ
目
は
字
の
書
き
方
で
あ
る
。『
庭
訓
往
来
』
は
堂
々

と
し
た
書
体
で
書
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
書
の
手
本
と
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
三
つ
目
は
語
彙
で
あ
る
。
文
中
に
は
多
様
な
語
彙
が
盛
り

込
ま
れ
、
書
き
写
し
な
が
ら
語
彙
と
漢
字
を
覚
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

　近
世
に
は
、
実
用
の
役
に
立
つ
多
様
な
往
来
物
が
出
版
さ
れ
た
。

中
に
は
手
紙
の
形
式
を
取
っ
て
い
な
い
も
の
も
あ
る
が
、
書
の
手
本
、

語
彙
の
教
科
書
と
し
て
の
性
格
は
失
わ
れ
て
い
な
い
。

　例
え
ば
『
東
海
道
往
来
』（
二
二
七
ペ
ー
ジ
）
と
い
う
往
来
物
に
は
、

江
戸
か
ら
京
都
ま
で
の
東
海
道
の
宿
駅
の
地
名
が
順
番
に
記
さ
れ
て

い
る
。
ど
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
か
、
本
文
を
読
ん
で
み
よ
う
。

で
き
れ
ば
、
声
に
出
し
て
朗
読
し
て
み
て
ほ
し
い
。

庭訓往来絵詳解

226
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古
文
の

窓

無
常
観
と『
徒つ

れ

然づ
れ

草ぐ
さ

』

　「無
常
観
」
と
は
、
全
て
を
無
常
と
見
な
す
、
仏
教
の
根
本
に
あ

る
考
え
方
で
あ
る
。
無
常
は
「
常つ

ね

無な

し
」、
つ
ま
り
、
永
久
に
存
在

す
る
も
の
は
な
く
、
全
て
が
変
化
し
続
け
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　仏
教
の
開
祖
・
釈し

ゃ

迦か

は
、
二
千
五
百
年
ほ
ど
前
に
イ
ン
ド
小
国
の

王
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。
何
不
自
由
の
な
い
生
活
を
し
て
い
た
が
、

人
間
の
一
生
は
、
生
老
病
死
、
生
ま
れ
て
老
い
て
病
ん
で
死
ぬ
だ
け

だ
と
気
づ
い
て
深
く
悩
み
始
め
た
。

　ど
う
す
れ
ば
人
生
の
苦
し
み
か
ら
逃
れ
ら
れ
る
の
か
。

　釈
迦
は
厳
し
い
修
行
を
続
け
、
世
の
中
の
本
質
は
「
無
常
」
で
あ

り
、
移
り
ゆ
く
も
の
に
執
着
す
る
の
が
苦
し
み
の
根
本
的
な
原
因
だ

と
気
が
つ
い
た
。
だ
か
ら
、
そ
の
執
着
心
を
滅
却
で
き
れ
ば
、
苦
悩

に
満
ち
た
世
界
を
脱
出
し
、
安
ら
か
で
静
か
な
心
の
状
態
、
涅ね

槃は
ん

の

境
地
に
至
る
こ
と
が
で
き
る
、
そ
う
悟
っ
た
の
だ
っ
た
。

　仏
教
は
六
世
紀
前
半
ま
で
に
日
本
に
伝
わ
っ
た
。
日
本
で
は
、
十

二
世
紀
以
降
、
源
平
の
争
乱
や
養
和
の
大
飢き

饉き
ん

な
ど
、
戦
乱
や
天
災

が
相
次
い
だ
。
激
動
の
時
代
を
背
景
に
、
命
の
は
か
な
さ
が
強
く
意

識
さ
れ
、
無
常
観
も
人
々
に
浸
透
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
を
端
的
に
示

す
の
が
、『
方
丈
記
』
や
『
平
家
物
語
』
の
冒
頭
で
あ
る
。

　『徒
然
草
』
百
五
十
五
段
（
二
一
～
二
二
ペ
ー
ジ
）
に
も
、
万
物
が
変

化
す
る
「
ま
こ
と
の
大
事
は
、
た
け
き
河
の
み
な
ぎ
り
流
る
る
」
よ

う
な
も
の
で
、「
生
・
老
・
病
・
死
の
移
り
来
る
こ
と
」
は
四
季
の

推
移
よ
り
切
迫
し
て
い
る
と
あ
る
。
さ
ら
に
十
九
段
に
は
「
折
節
の

移
り
変
は
る
こ
そ
、
も
の
ご
と
に
あ
は
れ
な
れ
」
の
よ
う
に
、
四
季

の
移
り
変
わ
り
そ
の
も
の
に
情
趣
を
見
い
だ
す
章
段
も
あ
る
。
散
っ

た
後
の
桜
や
雲
に
隠
れ
る
月
な
ど
、
移
り
ゆ
く
も
の
に
価
値
を
見
い

だ
す
視
点
は
、
日
本
的
な
美
意
識
と
し
て
後
に
定
着
し
て
い
っ
た
。

　こ
う
し
た
こ
と
か
ら
『
徒
然
草
』
は
「
無
常
観
の
文
学
」
と
も
言

わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
実
際
は
無
常
観
で
一
く
く
り
に
で
き
る
作
品

で
は
な
い
。
内
容
は
随
想
、
説
話
、
日
記
、
各
種
の
知
識
な
ど
多
岐

に
わ
た
る
。
書
か
れ
て
い
る
内
容
も
矛
盾
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
統

一
的
に
理
解
す
る
の
が
難
し
い
。

　近
年
の
研
究
で
は
、
兼
好
が
鎌
倉
幕
府
の
執
権
を
務
め
た
金
沢
北ほ

う

条じ
ょ
う

氏
に
仕
え
、
貴
族
・
武
士
・
僧
侶
の
社
会
に
出
入
り
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
身
分
の
人
と
活
発
に
交
流
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、『
徒
然
草
』
に
は
雑
多
な
内
容
が
含
ま
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
教
科
書
に
は
一
部
の
章
段
し
か
掲
載
さ
れ
て
い
な

い
が
、
ぜ
ひ
全
体
を
読
ん
で
、
そ
の
多
様
性
を
感
じ
て
も
ら
い
た
い
。
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　東
海
道
往
来

　都み
や
こ路ぢ

は
五い

十そ

次じ

余
り
に
三
ツ
の
宿
、
時
え
て
咲
く
や
江
戸
の
花
、
波
し
づ
か

な
る
品
川
や
、
頓や

が

て
越
え
来
る
川
崎
の
、
軒
端
な
ら
ぶ
る
神
奈
川
は
、
は
や
程ほ

ど

谷が
や

の
ほ
ど
も
な
く
、
昏く

れ

て
戸
塚
に
宿
る
ら
ん
、
紫
匂
ふ
藤
沢
の
、
野
も
せ
に
続

く
平
塚
も
、
元
の
哀
れ
は
大お

ほ

磯い
そ

歟か

、
蛙

か
は
づ

鳴
く
な
る
小
田
原
は
、
箱
根
を
越こ

え
て

伊い

豆づ

の
海
、
三み

島し
ま

の
里
の
神
垣
や
、
宿
は
沼
津
の
菰

ま
こ
も

草ぐ
さ

、
さ
ら
で
も
原
の
露
払は

ら

ふ
、
冨ふ

士じ

の
根
ち
か
き
吉
原
と
、
と
も
に
語
ら
ん
蒲か

ん

原ば
ら

や
、
休
ら
ふ
由ゆ

井ゐ

の
宿

な
る
を
、
お
も
ひ
奥を

き

津つ

に
焼
く
し
ほ
の
、
後
は
江
尻
の
朝
ぼ
ら
け
、
今
日
は
駿す

る

河が

の
国こ

く

府ぶ

を
ゆ
き
、
暮く

れ

に
数
あ
る
鞠ま

り

子こ

と
は
、
わ
た
る
岡お

か

部べ

の
蔦つ

た

の
み
ち
、
千

と
せ
の
松
の
藤
枝
と
、
よ
し
や
島
田
の
大
井
川
、
渡
る
お
も
ひ
は
金か

な

谷や

と
て
、

照
ら
す
ひ
か
り
は
日
坂
に
、
賑に

ぎ

は
ふ
里
の
掛か

け

川が
は

と
、
か
け
て
袋
井
ふ
く
風
の
、

の
ぼ
る
見み

付つ
け

の
八や

幡は
た

と
は
、
浜
松
が
へ
の
年
久
し
。

参
考

　
　東
海
道
往
来

　往
来
物
。
作
者
不
明
。
江
戸
時
代
刊
。
一
冊
。
江
戸
か
ら

京
都
ま
で
の
東
海
道
の
宿
駅
の
名
称
を
記
す
。
別
名
「
都
路
往
来
」。

10 5

甲斐
か　い

伊豆
い　ず

相模
さ が み

武蔵
む さ し

駿河
す る が

遠江
とおとうみ

富士山
ふ　じ さん

▲

浜
松
見
付

み
つ
け

袋
井

掛
川
か
け
が
わ

日
坂

金
谷
島
田

藤
枝

岡
部
鞠
子
ま
り
こ

府
中
江
尻

奥
津（
興
津
）

お
き
つ

お
き
つ

由
井

か
ん
ば
ら

蒲
原
吉
原

原

沼
津
三
島

箱
根 小
田
原

大
磯

お
お
い
そ

平
塚
藤
沢

程
谷（
程
ヶ
谷
）

ほ
ど
が
や
ほ
ど
が

　や

神奈川
川崎

品川

戸塚

江戸

東海道の宿駅
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『
源げ

ん

氏じ

物
語
』の
伝
来

　『源
氏
物
語
』
が
書
か
れ
た
の
は
千
年
以
上
も
前
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
物
語
は
ど
の
よ
う
に
し
て
今
日
ま
で
伝
わ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

皆
さ
ん
の
中
に
は
、
作
者
紫
式
部
の
自
筆
原
稿
が
残
っ
て
い
る
と
考

え
る
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
残
念
な
が
ら
現
存
し
な
い
。

『
更さ

ら

級し
な

日
記
』
の
作
者
菅す

が

原わ
ら
の

孝た
か

標す
え
の

女む
す
めが
読
ん
だ
『
源
氏
物
語
』
が

ど
の
よ
う
な
本
で
あ
っ
た
か
も
分
か
ら
な
い
。

　『源
氏
物
語
』
に
限
ら
ず
、
平
安
時
代
に
書
か
れ
た
り
写
さ
れ
た

り
し
た
本
が
そ
の
ま
ま
残
る
こ
と
は
め
っ
た
に
な
く
、
千
年
に
わ

た
っ
て
写
し
継
が
れ
、
江
戸
時
代
以
降
は
印
刷
も
さ
れ
て
伝
え
ら
れ

た
。
皆
さ
ん
が
今
手
に
取
っ
て
い
る
教
科
書
に
載
る
『
源
氏
物
語
』

は
、「
大
島
本
」
と
呼
ば
れ
る
室
町
時
代
の
写
本
な
ど
を
も
と
に
活

字
化
さ
れ
た
本
文
で
あ
る
。

　令
和
元
（
二
〇
一
九
）
年
の
秋
、
藤ふ

じ

原わ
ら
の

定さ
だ

家い
え

が
校
訂
し
た
と
見
ら

れ
る
鎌
倉
時
代
書
写
の
『
源
氏
物
語
』
の
「
若
紫
」（
一
帖じ

ょ
う）

が
発

見
さ
れ
て
話
題
と
な
っ
た
。「
定て

い

家か

本
」
と
呼
ば
れ
る
写
本
の
五
帖

目
が
見
つ
か
っ
た
の
で
あ
る
。
本
文
は
「
大
島
本
」
と
ほ
ぼ
同
じ
だ

が
、
書
写
年
代
が
「
大
島
本
」
よ
り
三
百
年
近
く
も
遡
る
写
本
が
出

現
し
た
意
義
は
大
き
い
。

　一
方
で
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
鎌
倉
時
代
の
「
定
家
ま
で
」
遡
れ

た
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
中
継
地
点
か
ら
作
者
紫
式
部
ま
で
の
隔
た
り
は

依
然
残
る
。「
定
家
本
」
と
は
性
格
の
異
な
る
写
本
と
突
き
合
わ
せ

る
と
、
本
文
に
細
か
な
違
い
も
見
受
け
ら
れ
、
誤
写
や
校
訂
の
可
能

性
も
個
々
に
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
紫
式
部
自
身
も
物
語
の

草
稿
本
を
書
き
換
え
た
り
し
て
い
た
こ
と
が
『
紫
式
部
日
記
』
の
記

事
か
ら
う
か
が
え
る
。
平
安
時
代
の
『
源
氏
物
語
』
の
姿
は
今
も
謎

に
包
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

定家本「若紫」
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重
要
古
語
の
解
説
お
よ
び
索
引

①
〈
古
文
編
〉
の
本
文
で
、
＊
印
を
付
し
た
「
重
要
古
語
」
の
解
説
お
よ
び
索
引
で
あ
る
。

②
配
列
は
表
記
の
五
十
音
順
に
よ
っ
た
。

③
数
字
は
本
文
の
ペ
ー
ジ
を
示
す
。
出
現
数
の
多
い
語
は
単
元
ご
と
、
少
な
い
語
は
教
材
ご
と
の
初
出
を
示
し
た
。

あ
行

あ
い
な
し〔
形
・
ク
〕①
関
係
が
な
い
。
不
本

意
だ
。
②
感
心
し
な
い
。
興
ざ
め
だ
。
③

わ
け
も
な
く
。
む
や
み
に
。〈
連
用
形
の
副

詞
的
用
法
〉�

18
・
82
・
200

暁
あ
か
つ
き〔
名
〕夜
明
け
前
。〈「
あ
け
ぼ
の
」よ
り

前
の
時
間
帯
〉�

73
・
123
・
169

あ
か
ら
さ
ま
な
り〔
形
動
〕①
急
に
…
だ
。
た

ち
ま
ち
…
だ
。
②
つ
い
ち
ょ
っ
と
…
だ
。

仮
に
…
だ
。
③
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
あ

り
の
ま
ま
だ
。�
70

飽あ

く〔
動
・
四
〕①
十
分
に
満
足
す
る
。
②
飽

き
て
、
そ
の
結
果
嫌
に
な
る
。

�

26
・
82
・
115
・
123

あ
く
が
る〔
動
・
下
二
〕①（
ふ
ら
ふ
ら
と
）さ

ま
よ
い
歩
く
。
②（
魂
が
）体
か
ら
抜
け
出

す
。
③（
心
を
）奪
わ
れ
る
。�

198

あ
け
ぼ
の〔
名
〕夜
が
明
け
よ
う
と
す
る
頃
。

夜
明
け
方
。�

78

あ
さ
ま
し〔
形
・
シ
ク
〕①
驚
く
ば
か
り
だ
。

意
外
だ
。
②
興
ざ
め
だ
。
あ
き
れ
た
感
じ

だ
。
情
け
な
い
。

�

13
・
27
・
93
・
99
・
168
・
198
・
209
・
239
・
255

悪あ

し〔
形
・
シ
ク
〕①
悪
い
。
②
不
快
だ
。「
悪

し
」は
客
観
的
基
準
に
照
ら
し
て
よ
く
な

い
さ
ま
、「
わ
ろ
し
」は
物
事
の
外
面
に
対

す
る
相
対
的
な
よ
く
な
い
と
い
う
評
価
だ

と
い
う
。

�

11
・
21
・
51
・
82
・
163
・
171
・
267

朝あ
し
た〔
名
〕①
あ
さ
。
②
翌
朝
。�

29
・
45
・
214

あ
そ
ば
す
・
遊あ
そ

ば
す〔
動
・
四
〕①（
狩
猟
・

管
弦
・
詩
歌
な
ど
を
）な
さ
る
。
お
弾
き

に
な
る
。
お
詠
み
に
な
る
。〈「
す
」の
尊

敬
語
〉②〈
補
助
動
詞
〉…
に
な
る
。
…
な

さ
る
。�

71
・
101
・
234

遊あ
そ

ぶ〔
動
・
四
〕①
楽
し
ん
で
心
を
慰
め
る
。

②
山
野
で
狩
り
な
ど
を
楽
し
む
。
③
音

楽
・
詩
歌
・
舞
な
ど
を
楽
し
む
。
④
気
楽

に
動
き
回
る
。

�

23
・
70
・
86
・
91
・
101
・
119
・
123
・
236

あ
だ
あ
だ
し〔
形
・
シ
ク
〕不
誠
実
だ
。
浮

気
っ
ぽ
い
。�

174
・
204

あ
だ
な
り〔
形
動
〕①
実
を
結
ば
な
い
。
無
駄

だ
。
②
誠
意
が
な
い
。
③
頼
り
に
な
ら
な

い
。�

178
・
214

あ
て
な
り〔
形
動
〕①
身
分
が
高
い
。
高
貴
だ
。

②
上
品
だ
。�

85
・
174

あ
は
れ〔
感
〕あ
あ
。
な
ん
と
ま
あ
。〈
喜
び
・

悲
し
み
な
ど
に
よ
っ
て
起
こ
る
し
み
じ
み

と
し
た
感
動
を
表
す
〉〔
名
〕し
み
じ
み
と

し
た
情
趣
。
情
愛
。
悲
哀
。
同
情
。

�

27
・
58
・
122
・
173
・
186
・
197
・
255
・
266

あ
は
れ
な
り〔
形
動
〕し
み
じ
み
と
し
て
い

る
。〈
対
象
に
応
じ
て
、「
趣
深
い
」「
感
慨

深
い
」「
い
と
し
い
」「
気
の
毒
だ
」「
悲
し

い
」「
寂
し
い
」「
は
か
な
い
」な
ど
の
気
持

ち
を
含
む
〉�

13
・
25
・
57
・
75
・
82
・�

98
・
123
・
143
・
156
・
178
・
188
・
200
・
231
・
255

あ
ふ
・
逢あ

ふ
・
合あ

ふ
・
会あ

ふ〔
動
・
四
〕①
一

つ
に
な
る
。
②
似
合
う
。
③
出
会
う
。
④

面
会
す
る
。
⑤
結
婚
す
る
。
⑥〈
補
助
動

詞
〉互
い
に
…
す
る
。
い
っ
し
ょ
に
…
す

る
。

　46・56・
98
・
116
・
152
・
161
・
169
・
197
・
220
・
237
・
266

あ
ま
た〔
副
〕①
た
く
さ
ん
。
②
ひ
ど
く
。
非

常
に
。�

82
・
86
・
115
・
141
・
230

あ
や
し〔
形
・
シ
ク
〕①
異
常
だ
。
珍
し
い
。

②
不
思
議
だ
。
③
疑
わ
し
い
。
④
見
苦
し

い
。
⑤
み
す
ぼ
ら
し
い
。
粗
末
だ
。
⑥
身

分
が
低
い
。

�

19
・
72
・
88
・
101
・
143
・
156
・
169
・
198
・
241

あ
ら
は
な
り〔
形
動
〕①
丸
見
え
だ
。
②
明
白

だ
。
確
か
だ
。
③
表
立
っ
て
い
る
。
④
ぶ

し
つ
け
だ
。�

88
・
91

有あ
り

明あ
け〔
名
〕①
陰
暦
で
十
六
日
以
後
の
、
月
が

空
に
あ
る
ま
ま
で
夜
が
明
け
よ
う
と
す
る

頃
。
②
夜
が
明
け
て
も
ま
だ
空
に
残
っ
て

い
る
月
。〈「
有
明
の
月
」の
略
〉

�

103
・
142
・
211

あ
り
く〔
動
・
四
〕①
あ
ち
こ
ち
動
き
回
る
。

移
動
す
る
。
出
掛
け
る
。
②〈
補
助
動
詞
〉

…
し
て
回
る
。〈
足
を
一
歩
一
歩
運
ぶ
の
意

の「
あ
ゆ
む
」と
異
な
り
、
動
き
回
る
と
い

う
気
持
ち
が
強
い
〉

�

25
・
30
・
46
・
70
・
74
・
151
・
156
・
158
・
240

優い
う

な
り〔
形
動
〕①
優
雅
だ
。
上
品
だ
。
②
優

れ
て
い
る
。
③
風
流
だ
。
風
情
が
あ
る
。

�

25
・
185

い
か
が〔
副
〕①
ど
う
。
ど
の
よ
う
に
。
ど
ん

な
に
。
②〈
反
語
〉ど
う
し
て
…
か
。
③
ど
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読大
津
透と

お
る

『
道み

ち

長な
が

と
宮
廷
社
会
』（
日
本
の
歴
史

　）

藤ふ
じ

原わ
ら
の道

長
が
活
躍
し
た
平
安
時
代
中
期
の
社
会
に
つ
い
て
、
歴

史
資
料
や
文
学
作
品
を
基
に
丁
寧
に
読
み
解
い
た
一
冊
。

6

伊い

藤と
う

比ひ

呂ろ

美み

他
訳『
日
本
霊
異
記 

今
昔
物
語 

宇
治
拾
遺
物
語 

発
心
集
』

現
代
の
小
説
家
に
よ
る
説
話
集
の
現
代
語
訳
。
各
作
家
の
個
性
豊

か
な
文
体
に
よ
っ
て
説
話
の
多
彩
な
魅
力
を
存
分
に
味
わ
え
る
。

佐さ

伯え
き

真
一
『
平
家
物
語
』（
物
語
の
舞
台
を
歩
く
）

『
平
家
物
語
』の
舞
台
と
な
っ
た
各
地
を
紹
介
し
な
が
ら
、
作
品
の

名
場
面
や
登
場
人
物
に
関
す
る
逸
話
を
楽
し
く
解
説
し
て
い
る
。

『
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス

　日
本
の
古
典

　古
事
記
』

『
古
事
記
』を
原
文
で
読
む
の
は
難
し
い
が
、
原
文
の
抜
粋
と
現
代

語
訳
、
懇
切
な
解
説
か
ら
な
る
本
書
は
比
較
的
親
し
み
や
す
い
。

島
田
雅ま

さ

彦ひ
こ

他
訳『
好
色
一
代
男 

雨
月
物
語 

通
言
総
籬ま

が
き 

春
色
梅
児ご

誉よ

美み

』

近
世
文
学
の
代
表
作
『
好
色
一
代
男
』『
雨
月
物
語
』『
通
言
総
籬
』

『
春
色
梅
児
誉
美
』が
気
鋭
の
作
家
た
ち
の
個
性
的
な
訳
文
で
現
代

に
甦

よ
み
が
える
。

大
野
晋す

す
む

　丸ま
る

谷や

才
一
『
光
る
源げ

ん

氏じ

の
物
語
』

『
源
氏
物
語
』を
め
ぐ
る
日
本
語
学
者
と
小
説
家
の
対
談
。
作
品
世

界
や
各
巻
の
成
立
順
序
な
ど
、
話
題
は
多
岐
に
及
ぶ
。

近
藤
み
ゆ
き
訳
注
『
和い

ず
み泉
式し

き

部ぶ

日
記
』
現
代
語
訳
付
き

原
文
に
忠
実
で
あ
り
な
が
ら
、
現
代
文
と
し
て
も
味
わ
え
る
現
代

語
訳
。
解
説
に
和
泉
式
部
に
関
係
す
る
系
図
と
略
年
表
を
付
す
。

こ
の
教
科
書
掲
載
の
古
典
作
品
に
関
連
す
る
書
籍
を
紹
介
し
ま
す
。

こ
れ
ら
を
読
む
こ
と
で
、
教
材
へ
の
理
解
を
さ
ら
に
深
め
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
読
書
を
通
し
て
、
先
人
の
知
恵
に
触
れ
、
自
分
の
考
え

を
広
げ
た
り
深
め
た
り
し
ま
し
ょ
う
。

293

付
録

　

  

読
書
の
す
す
め

2829 明治書院ホームページ　http://www.meijishoin.co.jp

精選 古典探究 古文編『 古探714
精選 古典探究 漢文編』

加藤 一「無題」
（Sans titre）1968年

哲学者、聖人の石「サファイア」を
イメージしました。

この教科書は環境に配慮した紙及びインキを使用しています。

束＝ 10mm

古
典
探
究

明
治
書
院

精
選古

典
探
究

漢
文
編

精
選

明
治
書
院

漢
文
編

文部科学省検定済教科書
高等学校国語科用
117明治 古探 714 ISBN978-4-625-00429-2

C4381   ¥00000E

9784625004292

1924381000000

2022.3.9 \\ws-svr02\Macshar\ したく \ 明治書院 \ 検定教科書 _ 精選古典探究 漢文編 \ 表紙 \ 検定教科書 _ 精選古典探究 漢文編（文字あり）_hyoshi_ レベル 1.indd

検定教科書_精選古典探究 漢文編（文字あり）_hyoshi_レベル1.indd   すべてのページ 2022/03/09   15:39:06

特長3
古典の変遷がわかる

コラムや関連教材（参考・
古典についての評論文）で

深い学びに導きます

●付録一覧
◇文法要覧
◇日本古典文学史年表
◇重要古語の解説および索引
◇読書のすすめ
◇参考図録

重要古語の解説および索引／読書のすすめ 付録

●重要古語の 
解説および索引
採録単語192語の教材ご
との初出ページをすべて示
し、索引として使えます。

●読書のすすめ
採録教材に関連する書籍
を紹介。探究的な学習の
参考になります。

漢
文
の
中
に
は
、美
し
い
も
の
に
感
動
し

道
理
を
究
明
し
て
き
た
中
国
や
日
本
の
人
々
の
姿
が

生
き
て
い
ま
す
。そ
の
姿
に
触
れ
、

私
た
ち
の
言
葉
の
世
界
を
豊
か
に
し
ま
し
ょ
う

（「
漢
文
の
豊
か
さ
に
触
れ
る
」よ
り
）

特長1
学習の流れに適した

教材配列

特長2
探究的な視点を取り入れた

言語活動



易
の
詩
に
も
、
人
と
人
と
の
間
に
生
ま
れ
る
深
い
感
情
と
、
相
手
へ
の
配
慮
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
状
況

の
変
化
に
つ
れ
て
揺
れ
動
く
人
間
の
感
情
、
そ
の
中
で
貫
か
れ
て
ゆ
く
愛
情
の
姿
、
そ
れ
ら
が
読
む
者
の

心
に
響
き
、
愛
読
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
漢
詩
・
漢
文
の
影
響
は
早
く
か
ら
日
本
に
も
及
び
、
奈

良
時
代
の
『
万
葉
集
』
に
は
す
で
に
漢
文
の
高
い
教
養
が
現
れ
て
い
ま
す
。
平
安
時
代
の
紫
式
部
が
白
居

易
の
詩
を
我
が
物
に
し
て
『
源げ
ん

氏じ

物
語
』
を
生
み
出
し
た
こ
と
も
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　『万
葉
集
』
や
『
源
氏
物
語
』
を
見
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
、
日
本
の
古
典
は
確
か
に
漢
文
の
影
響
を
受

け
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
自
ら
捉
え
直
し
、
全
く
独
自
の
世
界
を
作
り
出
し
て
い
ま
す
。
影
響
を
受
け
る

と
い
う
の
は
、
単
に
模
倣
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
外
か
ら
の
刺
激
を
も
と
に
、
自
ら
の
文
化
の
中

に
秘
め
ら
れ
て
い
た
可
能
性
を
開
花
さ
せ
、
独
自
の
世
界
を
生
み
出
す
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
日
本
の

文
学
や
思
想
が
花
開
い
た
と
き
、
中
国
の
古
典
と
し
て
の
漢
文
は
、
日
本
の
古
典
と
も
な
っ
た
の
で
す
。

も
ち
ろ
ん
日
本
人
自
身
が
漢
文
を
記
し
、
そ
の
中
身
を
日
本
独
自
の
も
の
に
す
る
場
合
も
あ
り
ま
し
た
。

近
世
の
日
本
で
は
、
論
理
的
な
漢
文
を
用
い
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
献
を
翻
訳
す
る
試
み
も
あ
り
ま
し
た
。

近
代
の
日
本
の
作
家
た
ち
も
漢
詩
を
作
り
、
新
し
い
問
題
に
悩
む
自
己
の
心
中
を
描
き
、
逆
に
そ
の
こ
と

に
よ
っ
て
漢
詩
を
近
代
的
な
文
学
に
し
て
き
ま
し
た
。

　漢
文
を
読
む
こ
と
は
、
こ
う
し
た
豊
か
な
古
典
の
世
界
を
捉
え
直
し
、
新
し
い
発
見
を
す
る
力
を
育
て

る
こ
と
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
漢
文
の
中
に
は
、
美
し
い
も
の
に
感
動
し
道
理
を
究
明
し
て
き
た
中
国
や

日
本
の
人
々
の
姿
が
生
き
て
い
ま
す
。
そ
の
姿
に
触
れ
、
私
た
ち
の
言
葉
の
世
界
を
豊
か
に
し
ま
し
ょ
う
。

51015

3

　古
典
は
時
代
と
と
も
に
読
み
継
が
れ
、
多
く
の
人
々
が
そ
の
中
に
新
し
い
価
値
や
生
き
る
糧
を
見
い
だ

し
、
文
化
を
創
造
す
る
力
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　私
た
ち
の
読
む
漢
文
は
中
国
の
長
い
歴
史
の
中
で
生
ま
れ
伝
え
ら
れ
て
き
た
中
国
の
古
典
で
す
。
そ
し

て
朝
鮮
半
島
や
日
本
な
ど
で
読
み
継
が
れ
て
き
た
東
ア
ジ
ア
の
古
典
で
す
。
そ
こ
に
は
三
千
年
に
及
ぶ
中

国
の
知
恵
が
含
ま
れ
て
い
て
、
そ
の
知
恵
は
今
の
私
た
ち
に
と
っ
て
も
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。

孔
子
や
老
子
を
は
じ
め
と
す
る
思
想
家
の
言
葉
は
、
理
想
を
持
ち
つ
つ
他
者
と
語
り
合
う
こ
と
の
大
切
さ

や
、
人
々
が
尊
重
し
合
い
な
が
ら
自
然
な
姿
で
生
き
て
ゆ
け
る
国
家
の
大
切
さ
な
ど
を
示
し
て
い
ま
す
。

現
代
の
世
界
を
見
つ
め
る
と
き
、
孔
子
や
老
子
の
言
葉
は
、
社
会
へ
の
批
判
的
な
視
点
と
新
し
い
発
想
を

生
む
き
っ
か
け
と
な
る
で
し
ょ
う
。
漢
文
は
単
に
古
い
文
献
な
の
で
は
な
く
、
現
代
に
新
し
い
認
識
を
も

た
ら
す
古
典
な
の
で
す
。

　人
間
の
心
は
、
自
然
や
人
々
と
の
触
れ
合
い
の
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
に
揺
れ
動
き
ま
す
。
漢
文
は
そ
う
し

た
心
の
動
き
に
お
い
て
も
優
れ
た
表
現
を
育
て
て
き
ま
し
た
。
李り

白は
く

や
杜と

甫ほ

な
ど
の
詩
は
、
描
か
れ
た
自

然
の
雄
大
さ
や
美
し
さ
を
伝
え
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
感
じ
取
る
人
間
の
心
の
動
き
を
も
見
事
に
伝
え

て
い
ま
す
。
人
間
の
豊
か
な
感
性
と
表
現
力
を
、
漢
文
は
長
い
時
間
の
中
で
育
ん
で
き
た
の
で
す
。
白
居

漢
文
の
豊
か
さ
に
触
れ
る

は
じ
め
に

510

2
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はじめに

新
た
な
発
見
の
旅
へ
誘
う
、漢
文
の
世
界
漢
文
を
学
ぶ
意
義
を
確
認
で
き
る
。
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文
漁
父
辞（
屈
原
）   

 

54

桃
花
源
記（
陶
潜
）   

 

57

愛
蓮
説（
周
敦
頤
）   

 

61

　
　

 

中
国
の
散
文   

 

63

   
 

　

 

自
己
の
生
き
方
に
つ
い
て
考
え
る 
 

64
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史
話
・
史
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司
馬
遷
）

鴻
門
之
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四
面
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史
記
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笑
い（
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中
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二
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79

　
　

 

『
史
記
』   

 

83

   
 

　『史
記
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物
の
心
情
と
場
面
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像
し
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る   
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思
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と
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語
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86

　
　長
沮
・
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溺   
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漢
文
の

窓
単
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の
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動
4

2

4

漢
文
の
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の
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活
動
5

1

老
子

　大
道
廃
、
有
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小
国
寡
民   

 

90

荘
子

　曳
　尾
於
塗
中
　

   
 

92

参
考 

弟
子（
中
島
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）   

 

94

   
 

　「長
沮
・
桀
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読
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を
創
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し
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る   
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史
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史
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史
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　鳴   
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史
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37
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だ
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え
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、
発
表
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38
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文
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編
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故
事
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寓
話

漱
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説
新
語
』）   
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推
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唐
詩
紀
事
』）   
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不
死
之
薬（『
韓
非
子
』）   
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淮
南
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王
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遊
原
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李
商
隠
）   

 

40

望
　廬
山
瀑
布
　（
李
白
）／
磧
中
作（
岑
参
）   

 

41

黄
鶴
楼（
崔
顥
）／
旅
夜
書

　懐（
杜
甫
）   
 

42

香
炉
峰
下
、新
卜
　山
居
、草
堂
初
成
、偶
題
　東
壁
　（
白
居
易
）   
 

43

春
夜（
蘇
軾
）／
凍
蠅（
楊
万
里
）   

 

44

遊
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西
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游
）   

 

45
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体
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の
形
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48
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50

　
　

 

漢
詩
の
流
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52
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精選 古典探究 漢文編

漢

文

編

定 ＝定番教材

目次（前編）

前
編
は
、「
言
語
文
化
」か
ら
の
流
れ
を

意
識
し
な
が
ら
、定
番
で
読
み
や
す
く
、

短
め
の
教
材
を
配
置
し
た

三年飛ばず鳴かず 
（十八史略）

隠された真実を暴く、謎解きのよ
うな快楽。放蕩の限りを尽くす王
と、それを諌める部下。王の真意
を暴け。（宮利政／開成中学校・
高等学校教諭）

●ジャンル別単元構成
単元「詩」「思想」はサブタイトルを
つけ、内容をわかりやすくしました。

●漢文の窓
古典の変遷がわかりやすくまと
めてあるので授業の導入にお
すすめです。

●漢文の 
名句・名言
名句名言には普遍的価値が
ある。高校生がどの言葉を選
び、そこにどのような価値を
見付け出すか。楽しみだ。（前
田康晴／城西国際大学講師）

●古典についての 
評論文
古典を題材にした近代以降の
文章で、新たな視点を獲得で
きます。

定 定

編集委員の
おすすめ

編集委員の
おすすめ

定 定
定

定

定

定

定
定

定

定

定 定

定

定

定

定

定

定

定

定

定

定

定

定
定 定

●
目
次



4 

文
・
随
筆

師
説（
韓
愈
）   

 

164

捕
　蛇
者
説（
柳
宗
元
）   

 

168

正
午
牡
丹（
沈
括
）   

 

172

西
湖（
袁
宏
道
）   

 

174

   
 

　中
国
の
名
文
に
文
章
の
書
き
方
を
学
ぶ   

 

176

5 

日
本
人
と
漢
詩
文

日
本
の
漢
詩
文   

 

178

読
　家
書
　（
菅
原
道
真
）／
九
月
十
三
夜（
上
杉
謙
信
）   

 

179

夜
下

　墨
水
　（
服
部
南
郭
）／
送

　夏
目
漱
石
之

　伊
予
　（
正
岡
子
規
）    

180

題
　自
画
　（
夏
目
漱
石
）   

 

181

無
題（
夏
目
漱
石
）   

 

182

壇
ノ
浦（『
日
本
外
史
』）   

 

183

筋
篇（『
解
体
新
書
』）   

 

186

   
 

　な
ぜ
漢
詩
文
で
表
現
し
た
の
か   

 

188

レ単
元
の
言
語
活
動
4

二

一

二

一

三

二

一

二

一

単
元
の
言
語
活
動
5

6 

「
長
恨
歌
」と
日
本
文
学

「
長
恨
歌
」と
日
本
文
学   

 

190

長
恨
歌（
白
居
易
）   

 

191

源
氏
物
語─

桐
壺（
紫
式
部
）   

 

199

枕
草
子─

木
の
花
は（
清
少
納
言
）   

 

200

謡
曲
楊
貴
妃（
金
春
禅
竹
）   

 
202

　
　

 

『
白
氏
文
集
』と
日
本
文
学   

 
204

   
 

　

 

日
本
文
学
に
お
け
る「
長
恨
歌
」受
容
の 

諸
相
を
探
る   

 

206

8

漢
文
の

窓
単
元
の
言
語
活
動
6

　古
典
に
つ
い
て
の
評
論
文

　
　
　
2

 

本
の
中
の
世
界 

　『
荘
子
』（
湯
川
秀
樹
）   

 

207

付
録

漢
文
の
基
本
句
形   

 

212

漢
文
の
重
要
単
語   

 

218

読
書
の
す
す
め   

 

222

7

墨
子

　兼
愛   

 

137

韓
非
子

　侵
　官
之
害   

 

139

孫
子

　百
戦
不
　殆   

 

141

　
　

 

諸
子
百
家   

 

143

   
 

　

 

思
想
家
の「
立
場
」に
立
っ
て
、
批
評
に 

反
論
す
る   

 

144

3 

史
話
・
史
伝 

　

史
記（
司
馬
遷
）

廉
頗
・
藺
相
如

　
池
之
会   

 

146

　
　
　
　
　
　
　刎
頸
之
交   

 

149

荆
軻

　風
蕭
蕭
兮
易
水
寒   

 

152

　
　
　図
窮
而
匕
首
見   
 

155

参
考 

天
道
是
邪
非
邪   
 

158

　
　

 
司
馬
遷   

 

161

   
 

　

 「
記
録
」す
る
と
い
う
行
為
の
持
つ
意
味
を 

考
察
す
る   

 

162

レ
レ

6

漢
文
の

窓
単
元
の
言
語
活
動
2

3

7

漢
文
の

窓
単
元
の
言
語
活
動
3

後
編

1 

詩 
　

 
─
古
体
詩

桃
夭（『
詩
経
』）   

 

116

秋
風
辞（
漢
武
帝
）   

 

117

行
行
重
行
行（『
文
選
』）   

 

118

飲
酒（
陶
潜
）   

 

119

代
　悲
　白
頭

　翁
　（
劉
希
夷
）   

 

120

月
下
独
酌（
李
白
）   

 

122

兵
車
行（
杜
甫
）   

 

123

   
 

　詩
の
背
景
に
あ
る
物
語
を
想
像
す
る  

 

126

2 

思
想 

　

 

─
諸
子
百
家

孟
子

　性
善   

 

128

荀
子

　性
悪   

 

130

老
子

　上
善
若
　水
／
無
用
之
用   

 

132

荘
子

　夢
為
　蝴
蝶

　

   
 

134

　
　
　桓
公
読
　書
於
堂
上

　

   
 

135

2

下

二

一

上

単
元
の
言
語
活
動
1

2レ
二

一

二

一

6
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精選 古典探究 漢文編

漢

文

編

定 ＝定番教材

目次（後編）

後
編
は
、読
み
ご
た
え
の
あ
る
長
め
の
教
材
、

入
試
を
意
識
し
た
教
材
、日
本
文
学
と
漢
文
の
関
係
を

概
観
で
き
る
教
材
を
配
置

「長恨歌」と 
日本文学
玄宗と楊貴妃の悲恋を描く

「長恨歌」を味読のうえ、日
本の古典作品との読み比べ
からその受容の諸相を探る。

（坂口三樹／文教大学教授）

筋篇 
（解体新書）

オランダ語の『解体新書』は
なぜ漢文で訳されたのか。ど
んな漢文なのか。科学を伝え
た漢文の役割を考えてみよう。

（齋藤希史／東京大学教授）

編集委員の
おすすめ

編集委員の
おすすめ

定

定

定

定

定 定

定
定

定

定

定定 定

定

定

定

定

定

●
目
次



�

漢
文
を
読
む
た
め
に
必
要
な
訓
読
の
き
ま
り
に
つ
い
て
、
理
解
す
る
。

�

文
章
の
構
成
や
展
開
の
し
か
た
を
的
確
に
捉
え
、
内
容
へ
の
理
解
を
深
め
る
。

�

故
事
・
寓
話
の
お
も
し
ろ
さ
や
魅
力
を
伝
え
る
ス
ピ
ー
チ
を
し
、
漢
文
の
お
も

し
ろ
さ
を
体
感
す
る
。

漱
石
枕
流（『
世
説
新
語
』）

推
敲（『
唐
詩
紀
事
』）

不
死
之
薬（『
韓
非
子
』）

塞
翁
馬（『
淮
南
子
』）

画
竜
点
睛（『
歴
代
名
画
記
』）

杞
憂（『
列
子
』）

五
十
歩
百
歩（『
孟
子
』）

三
人
成

　虎（『
戦
国
策
』）

　故
事
・
寓
話
の
お
も
し
ろ
さ
や
魅
力
を
伝
え
る
ス
ピ
ー
チ
を
す
る

レ

単
元
の
言
語
活
動
1

故
事
・
寓
話

1

唐代の科挙の風景　官吏登用試験である科挙は、隋
ずい

から清
しん

の時代まで、約 1300 年間
にわたって行われた。

9

孫そ
ん

　

子し

　

荆け
い

、
年
　

少わ
か
キ

　

時
、
欲ス
　

隠レ
ン
ト。
語リ

テ　

王わ
う

　

武ぶ

　

子し

　ニ

、
当ま

さ
ニ

　

枕シ
　

石ニ
　

漱
　

流レ
ニ、

誤リ
テ　

曰い

　ハ
ク　

漱ギ
　

石ニ
　

枕セ
ン
ト　

流レ
ニ　

王
　

曰ハ
ク　

流レ
ハ　

可べ

　ク
　

枕ス

、
石ハ
　

可ケ
ン　

漱グ
　

乎や

　ト
　

孫
　

曰ハ
ク　

所
　

以ハ
　

枕ス
ル　

流レ
ニ、

欲
　

洗ハ
ン
ト　

其そ

　ノ
　

耳ヲ

。
所
　

以ハ
　

漱グ
　

石ニ

、
欲
　

礪
　

其ノ
　

歯ヲ

。

�

（『
世
説
新
語
』）

1

＊

レ
2

二

3

一

べ
　
キ
ニ

＊

二

レ

く
ち
す
す

ガ
ン
ト
ス一レ

、「

レ

レ

。」

、「

＊

レ

レ

。」

、「＊ ゆ

ゑ

ん

─二

一レ

　
ス
レ
バ

　
　
ナ
リレ

4

二

一

─二

一レ

　
ス
レ
バ

　
ナ
リ
トレ

5　
み
が

　
カ
ン
ト二

一

」

　
　
世
説
新
語
　
三
巻
。
劉

り
ゅ
う

義ぎ

慶け
い

の
著
。

後
漢
末
か
ら
東
晋
末
ま
で
の
名
士
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
集
め
た
も
の
。

　
　
劉
義
慶
　
四
〇
三
年
～
四
四
四
年
。

六り
く

朝ち
ょ
う

時
代
の
宋そ

う

の
人
。

1
孫
子
荆
　
二
一
八
年
頃
～
二
九
三
年
。
西せ
い

晋し
ん

の
人
。
名
は
楚そ

、「
子
荆
」
は
字あ
ざ
な。

2
隠
　
俗
世
間
か
ら
離
れ
る
。

3
王
武
子
　
生
没
年
未
詳
。
孫
子
荆
の
友
人
。

名
は
済
、「
武
子
」
は
字
。

4
洗
其
耳
　
伝
説
の
隠
者
許
由
が
尭ぎ
ょ
うか
ら
天
下

を
譲
る
と
言
わ
れ
、
汚
ら
わ
し
い
こ
と
を
聞

い
た
と
言
っ
て
耳
を
洗
っ
た
故
事
に
よ
る
。

5
礪
　
磨
く
。

＊
欲
　
当
　
可
　
所
以

～ン
　

乎
（
反
語
）

漱そ
う

石せ
き

枕ち
ん

流り
う�

1
孫
子
荆
は
ど
の
よ
う
な
言
い
間
違
い
を
し
た
か
、
説
明
し
て
み
よ
う
。

1「
枕
石
漱
流
」・「
漱
石
枕
流
」
と
い
う
言
葉
は
、
そ
れ
ぞ
れ
現
在
ど
の
よ
う

な
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
か
、
辞
書
な
ど
で
調
べ
て
み
よ
う
。

1
孫
子
荆
の
発
言
（
一
〇
・
3
）
の
お
も
し
ろ
さ
は
ど
の
よ
う
な
点
に
あ
る
か
、

話
し
合
っ
て
ま
と
め
、
発
表
し
て
み
よ
う
。

学
習
の
ポ
イ
ン
ト

言
葉
と
表
現

言
語
活
動

深
い
学
び
の
た
め
に

10

故
事
・
寓ぐ

う
話わ

の
お
も
し
ろ
さ
や
魅
力
を
伝
え
る
ス
ピ
ー
チ
を
す
る  

　故
事
・
寓
話
で
は
、
人
間
の
強
さ
や
弱
さ
、
人
情
の
機
微
や
処
世
訓

な
ど
、
人
生
に
お
け
る
先
人
た
ち
の
優
れ
た
知
恵
が
、
分
か
り
や
す
く

語
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
長
い
年
月
を
経
た
今
も
な
お
、
多
く
の

人
た
ち
に
語
り
継
が
れ
、
納
得
や
共
感
を
得
て
い
る
。
ま
さ
に
故
事
・

寓
話
は
現
代
も
生
き
て
い
る
言
葉
な
の
だ
。

 
 

各
自
が「
故
事
・
寓
話
」の
中
か
ら
興
味
を
持
っ
た
も
の
を
一
つ
選
び
、

そ
の
話
の
お
も
し
ろ
さ
や
魅
力
を
読
み
解
い
て
み
よ
う
。

①�

興
味
を
持
っ
た
話
を
一
つ
選
ぶ
。

②�

な
ぜ
そ
の
話
に
興
味
を
持
っ
た
の
か
、
ど
こ
に
お
も
し
ろ
さ
や
魅

力
を
感
じ
た
の
か
を
ま
と
め
る
。

・�

選
ん
だ
話
の
内
容
や
寓
意
、
登
場
人
物
の
考
え
方
・
生
き
方
、
表

 
 

こ
の
単
元
の
「
故
事
・
寓
話
」
の
中
か
ら
、
各
自
が
興
味

を
持
っ
た
も
の
を
一
つ
選
び
、
グ
ル
ー
プ
内
で
そ
の
話
の
お
も

し
ろ
さ
や
魅
力
を
伝
え
る
ス
ピ
ー
チ
を
し
て
み
よ
う
。

課
題

１

現
の
技
法
や
論
の
展
開
の
工
夫
、
例
え
話
の
巧
み
さ
な
ど
に
注
目

す
る
。

 
 

各
自
が
ス
ピ
ー
チ
原
稿
を
作
り
、
発
表
の
練
習
を
し
て
み
よ
う
。

①� 

を
も
と
に
、
自
分
が
伝
え
た
い
テ
ー
マ
を
決
め
る
。

②�

聞
き
手
の
印
象
に
残
る
よ
う
な
ス
ピ
ー
チ
の
構
成
を
工
夫
し
、
原

稿
を
作
る
。

・�

最
も
伝
え
た
い
こ
と
や
、
聞
き
手
が
興
味
を
示
す
具
体
的
な
エ
ピ

ソ
ー
ド
な
ど
を
、
ど
こ
に
配
置
す
る
の
が
よ
い
か
を
考
え
る
。

③�

①
②
を
踏
ま
え
て
ス
ピ
ー
チ
原
稿
を
完
成
さ
せ
る
。

④�

出
来
上
が
っ
た
ス
ピ
ー
チ
原
稿
を
用
い
、
発
表
の
練
習
を
す
る
。

・�

声
の
出
し
方
や
適
切
な
間
の
取
り
方
、
言
葉
遣
い
、
繰
り
返
し
な

ど
が
効
果
的
に
使
わ
れ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
。

⑤�

練
習
の
後
、
自
己
評
価
を
も
と
に
ス
ピ
ー
チ
原
稿
を
推す
い

敲こ
う

す
る
。

 
 

グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
ス
ピ
ー
チ
を
し
て
み
よ
う
。

①�

グ
ル
ー
プ
内
で
ス
ピ
ー
チ
を
す
る
。

②�

ス
ピ
ー
チ
を
し
た
後
の
相
互
評
価
を
も
と
に
、
原
稿
を
加
筆
訂
正

す
る
。

２

１

３

単
元
の
言
語
活
動
1

22
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精選 古典探究 漢文編

漢

文

編

単元ごとに扉を設け
単元で学ぶ内容をわかりやすく

●重要単語
本文中の重要単語に＊印を付し
て示し、巻末付録「漢文の重要単
語」にまとめた。

●深い学びのために
学習のポイント

「読むこと」の学習領域に関する問い（〔思考力・判断力・表現力等〕に対応）
言葉と表現
言葉の特徴や使い方に関する問題と、語句や句形の知識の整理を中心と
する問い（〔知識及び技能〕に対応）
言語活動
各教材に関する実践的な活動

●単元目標
「単元テーマ」、「知識及び技
能」「思考力・判断力・表現力
等」の目標を明示。

●単元で扱う教材
単元内には、教材の他、適宜、
参考・漢文の窓・古典について
の評論文を収録。

●注
固有名詞、地名、難
語句に本文中に番
号をつけて解説。

●重要句形
各教材の脚注欄、見開きの
左ページに重要句形を掲載。
巻末付録の「漢文の基本句
形」にまとめた。

前１単元扉／「漱石枕流」
単元の言語活動1  「故事・寓話のおもしろさや魅力を伝えるスピーチをする」

●単元の言語活動
各教材の「言語活動」と有機
的なつながりをもたせた、単
元のまとめとなる言語活動。

●課題
取り組みやすい具体的な課題
を設定した。

単元扉
前編 単元1  故事・寓話



春
　宵
　一
　刻
　直あ

た
ひ

　千
　金

花ニ

　有リ

　清
　香
　月ニ

　有リ

　陰か
げ

歌
　管
　楼
　台
　声
　細
　細

鞦し
う

　韆せ
ん

　院
　落
　夜
　沈
　沈�

（『
蘇
軾
詩
集
』）

1

2

二

一

3

レ

4

5

6

7

8

隔テ
テ

　窓ヲ

　偶た
ま
た
ま

　見ル

　負フ

　暄け
ん
ヲ

　蠅は
へ

双
　脚
　 だ

　 さ
シ
テ

　弄ろ
う
ス

　暁げ
う

　晴せ
い
ヲ

日
　影
　欲シ

テ

　移ラ
ン
ト

　先ま

　
ヅ

　会さ
と
リ

　得テ

忽こ
つ

　然ぜ
ん

　飛
　落シ

テ

　別
　窓ニ

　声ア
リ

�
（『
誠
斎
集
』）

レ

1

レ

2

3

二

一

レ

●

4

春
　夜�

蘇そ

　
　
　
　軾し

よ
く

凍と
う

　蠅よ
う�

楊や
う

　
　万ば

ん

　里り

�

蘇
軾

　一
〇
三
六
年
～
一
一
〇
一
年
。
字
は
子し

瞻せ
ん

、
号
は
東と
う

坡ば

。
北
宋そ
う

の
詩
人
・
文
人
。

唐
宋
八
大
家
の
一
人
。

1
一
刻

　約
十
五
分
ほ
ど
の
ひ
と
と
き
。

2
直
千
金

　値
打
ち
が
非
常
に
高
い
こ
と
。

3
有
陰

　お
ぼ
ろ
に
か
す
ん
で
い
る
。

4
歌
管

　歌
や
音
曲
。「
管
」
は
竹
の
笛
。

5
細
細

　か
す
か
な
様
子
。

6
鞦
韆

　ぶ
ら
ん
こ
。

�

楊
万
里

　一
一
二
七
年
～
一
二
〇
六
年
。
字
は

廷
秀
、
号
は
誠
斎
。
南
宋
の
詩
人
。

1
負
暄

　日
な
た
ぼ
っ
こ
を
す
る
。

2　

　手
を
す
り
あ
わ
せ
る
。

3
弄
暁
晴

　晴
れ
た
朝
を
楽
し
む
。

「
先
会
得
」
と
は
、
何
を
さ
と
っ
た
の
か
。

問 7
院
落

　屋
敷
の
中
庭
。

8
沈
沈

　夜
が
静
か
に
更
け
て
い
く
様
子
。

4
声

　音
が
す
る
。

510

鞦韆で遊ぶ女性
（『月

げつ

曼
まん

清
せい

遊
ゆう

図
ず

冊
さつ

』〔清
しん

代〕）
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創
作
し
た
漢
詩
を
発
表
し
、
互
い
に
感
想
を
述
べ
合
お
う
。

①�

グ
ル
ー
プ
も
し
く
は
各
自
で
創
作
し
た
漢
詩
を
発
表
し
、
解
説
を

行
う
。

４

②�

発
表
さ
れ
た
漢
詩
に
つ
い
て
、
ど
れ
か
一
つ
を
選
ん
で
感
想
を
述

べ
、
詩
題
を
提
案
す
る
。

❷�

次
に
、
詩
の
印
象
を
強
め
る
た
め
に「
銀
河
」に
着
目
し
、
そ
の
イ
メ
ー

ジ
に
結
び
つ
き
そ
う
な
も
の
を
選
び
出
し
た
。「
落
九
天
」「
生
紫
煙
」「
歴

歴
」「
挂
長
川
」「
飛
流
」
な
ど
。

❸�

さ
ら
に
、
主
人
公
の
視
点
や
動
作
を
描
く
た
め
に
、
未
知
の
場
所
へ
行

く
と
い
う
動
作
に
か
か
わ
り
そ
う
な
句
を
選
び
出
し
た
。「
駆
車
」「
忽

然
」「
疑
無
路
」「
是
帰
処
」
な
ど
。

 
 

二
字
句
と
三
字
句
を
組
み
合
わ
せ
て
詩
句
を
作
る
際
は
、
ど
の
よ
う
な
心

情
や
情
景
を
描
写
し
た
い
か
を
意
識
す
る
と
よ
い
。こ
の
例
で
あ
れ
ば
、夜
の

情
景
を
描
写
す
る
句
、「
銀
河
」を
描
写
す
る
句
、行
動
を
描
写
す
る
句
な
ど
。

 
 

カ
ー
ド
か
ら
一
覧
表
に
ま
と
め
ら
れ
た
句
を
参
考
に
し
て
、
上
の
七
言

絶
句
を
構
成
し
た
。「
生
紫
煙
」や「
乗
月
」な
ど
、
原
詩
と
は
異
な
る
イ

メ
ー
ジ
で
使
っ
た
も
の
も
あ
る
。
ま
た
、「
飛
川
」は
、「
煙
」「
天
」と
韻

を
そ
ろ
え
る
た
め
に「
飛
流
」と「
長
川
」を
組
み
合
わ
せ
た
。

 
 

こ
の
詩
か
ら
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が
浮
か
ぶ
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
ど

の
よ
う
な
詩
題
が
ふ
さ
わ
し
い
だ
ろ
う
か
。

２３４

　こ
の
活
動
の
目
的
は
、
こ
れ
ま
で
学
習
し
た
漢
詩
の
表
現
へ
の
理
解
を
深

め
、
さ
ら
に
自
由
な
発
想
で
そ
れ
を
活
用
す
る
こ
と
で
あ
る
。
作
例
と
実
践

の
ポ
イ
ン
ト
を
あ
げ
よ
う
。

 
 

二
字
句
と
三
字
句
の
収
集
に
あ
た
っ
て
は
、
類
似
す
る
イ
メ
ー
ジ
の
も

の
を
意
識
し
な
が
ら
集
め
る
と
よ
い
。

❶�

こ
の
例
で
は
、
詩
の
舞
台
を
設
定
す
る
た
め
に
、
ま
ず
夜
に
か
か
わ
る

も
の
を
集
め
た
。「
銀
河
」「
独
夜
舟
」「
乗
月
」
な
ど
。

１ 実
践
の
ポ
イ
ン
ト

独
夜
駆
車
生
紫
煙

銀
河
歴
歴
如
飛
川

忽
然
乗
月
疑
無
路

帰
処
飄
飄
在
九
天

ひ
と
り
の
夜

　車
を
走
ら
せ
れ
ば

　紫
の
煙
が
上
る

銀
河
が
く
っ
き
り
と
浮
か
び

　ま
る
で
飛
び
ゆ
く
川
の
よ
う

は
っ
と
気
づ
い
た
ら
月
に
乗
っ
て
い
た

　ど
う
も
道
は
な
さ
そ
う
だ

行
く
先
は

　風
に
吹
か
れ
る
ま
ま

　天
の
い
ち
ば
ん
高
い
と
こ
ろ

51

詩
1

　

��

単
元
の
言
語
活
動
3

漢
詩
を
創
作
す
る  

　漢
詩
の
表
現
に
習
熟
す
る
に
は
、
実
際
に
漢
詩
を
作
っ
て
み
る
の
が

よ
い
。
一
見
難
し
く
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
ま
で
学
習
し
た
漢
詩
の
表
現

を
借
り
る
な
ど
の
工
夫
を
す
れ
ば
、
楽
し
み
な
が
ら
活
動
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
創
作
さ
れ
た
漢
詩
を
読
み
合
う
こ
と
で
、
漢
詩
独
自
の
表
現

に
対
す
る
理
解
も
進
み
、
新
た
な
日
本
語
表
現
の
ヒ
ン
ト
も
得
ら
れ
る
。

 
 

五
言
詩
が
二
字
＋
三
字
、
七
言
詩
が
二
字
＋
二
字
＋
三
字
を
基
本

構
成
と
す
る
こ
と
に
留
意
し
、
漢
詩
の
構
成
要
素
と
な
る
二
字
句
と

三
字
句
を
収
集
し
よ
う
。

①�

こ
の
単
元
の
漢
詩
か
ら
、
意
味
の
ま
と
ま
り
を
な
し
て
い
る
二
字

を
十
個
以
上
抜
き
出
す
。
三
字
句
か
ら
二
字
を
抜
き
出
し
て
も
よ

い
。

②�

こ
の
単
元
の
漢
詩
か
ら
、
意
味
の
ま
と
ま
り
を
な
し
て
い
る
三
字

を
十
個
以
上
抜
き
出
す
。
韻
を
踏
ん
で
い
た
句
か
ら
抜
き
出
し
た

 
 

こ
の
単
元
で
学
習
し
た
漢
詩
を
主
な
素
材
と
し
て
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
絶
句
（
五
言
も
し
く
は
七
言
）
を
作
っ
て
み
よ
う
。

課
題

１

も
の
に
つ
い
て
は
、
韻
字
の
音
を
カ
タ
カ
ナ
で
付
記
し
て
お
く
。

③�

二
字
句
と
三
字
句
の
収
集
に
あ
た
っ
て
は
、
類
似
す
る
イ
メ
ー
ジ

ご
と
に
集
め
る
と
よ
い
。

 
 

詩
句（
五
言
も
し
く
は
七
言
）を
組
み
立
て
て
み
よ
う
。

①� 
で
抜
き
出
し
た
二
字
句
と
三
字
句
を
組
み
合
わ
せ
て
、
詩
句

（
五
言
も
し
く
は
七
言
）
を
三
個
以
上
作
る
。
意
味
を
整
え
る
た

め
に
、
こ
の
単
元
以
外
の
漢
詩
を
利
用
し
た
り
、
字
を
替
え
て
も

よ
い
。
ま
た
、
同
じ
字
句
を
繰
り
返
し
用
い
て
も
よ
い
。

②�

①
で
作
っ
た
詩
句
を
一
句
ご
と
に
提
出
用
の
カ
ー
ド
に
写
す
。

 
 

絶
句（
五
言
も
し
く
は
七
言
）を
作
っ
て
み
よ
う
。

①�

グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に� 

の
カ
ー
ド
を
集
め
て

一
覧
表
に
す
る
。
共
通
の
韻
を
踏
む
も
の
が
あ
れ
ば
韻
ご
と
に
分

類
す
る
。

②�

一
覧
表
の
句
を
利
用
し
て
、
起
承
転
結
を
考
え
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

絶
句
を
グ
ル
ー
プ
も
し
く
は
各
自
が
一
首
ず
つ
作
る
。
転
句
以
外

は
、
音
読
み
で
同
じ
韻
を
踏
む
よ
う
に
し
て
も
よ
い
。
意
味
を
整

え
る
た
め
に
字
を
替
え
た
り
、
一
覧
表
を
参
考
に
新
た
な
詩
句
を

作
っ
て
も
よ
い
。
詩
題
は
つ
け
な
い
。

２

１

３

２

単
元
の
言
語
活
動
3

50

3839 明治書院ホームページ　http://www.meijishoin.co.jp明治書院　先生専用フリーダイヤル　0120-595-170

精選 古典探究 漢文編

漢

文

編

「春夜」「凍蠅」
単元の言語活動3  「漢詩を創作する」

前編 単元3  詩③ ― 近体詩

●読解上の注意点
本文中に●印で示し、脚注欄
に問 の形で掲げた。

学習した漢詩の表現を使って漢詩を創作することで、
漢詩へより親しみ、漢詩への理解をより深める
さらに、新たな日本語表現のヒントを得る

漢
詩（
近
体
詩
）
唐
代
の
詩
７
首
と
、宋
代
の
詩
３
首
を
取
り
上
げ
た
。教
科
書
に
は
あ
ま
り
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
な
い

楊
万
里
の
詩
も
採
録
。「
凍
え
る
蠅
」と
い
う
大
変
珍
し
い
テ
ー
マ
は
、

生
徒
さ
ん
に
と
っ
て
驚
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。漢
詩
創
作
の
言
語
活
動
に
も
活
か
し
て
ほ
し
い
。



長ち
や
う

　沮そ

・
桀け

つ

　溺で
き

1
長
沮
・
桀
溺

　共
に
、
隠
者
の
名
。

2　

　二
人
が
並
ぶ
。

3
子
路

　八
六
ペ
ー
ジ
注
1
参
照
。

4
津

　川
の
渡
し
場
。

5
執
輿

　馬
車
の
手
綱
を
取
る
。
「
輿
」
は
、

こ
こ
で
は
、
馬
車
。

8
滔
滔

　水
が
盛
ん
に
流
れ
て
去
っ
て
い
く
さ

ま
。
世
の
中
が
あ
る
方
向
に
ど
ん
ど
ん
進
ん

で
い
く
こ
と
の
例
え
。

「
辟
レ
人
之
士
」「
辟
レ
世
之
士
」
と
は
、
そ
れ

ぞ
れ
誰
を
指
し
て
い
る
か
。

問
「
是
知
レ
津
矣
。」に
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
が

込
め
ら
れ
て
い
る
か
。

問 7
魯

　春
秋
時
代
の
国
。
現
在
の
山
東
省
曲
阜

市
一
帯
に
あ
っ
た
。

長
　沮
・
桀
　溺
、ぐ

う
シ
テ

　而
　耕ス

。

孔
　子
　過す

　
ギ

　之こ
れ
ヲ

、
使し

　
ム

　子し

　路ろ
ヲ
シ
テ

　問ハ

　

津し
ん
ヲ

　焉
。
長
　沮
　曰い

　
ハ
ク

　夫か

　
ノ

　執ル

　輿よ

　
ヲ

　

者ハ

　為な

　
ス
ト

　誰た
れ
ト

　子
　路
　曰ハ

ク

　為ス
ト

　孔
　

丘ト

。
曰ハ

ク

　是こ

　
レ

　魯ろ

　
ノ

　孔
　丘
　与か

　
ト

　曰ハ
ク

　

是こ

　
レ

　也な
り
ト

　曰ハ
ク

　是レ

　知ラ
ン
ト

　津ヲ

　矣
　問フ

　

於
　桀
　溺ニ

。
桀

　溺
　曰ハ

ク

　子ハ

　為ス
ト

　

誰ト

　曰ハ
ク

　為ス
ト

　仲ち
ゆ
う

　由い
う
ト

。
曰ハ

ク

　是レ

　魯ノ

　

孔
　丘
　之
　徒
　与ト

　対こ
た
ヘ
テ

　曰ハ
ク

　然し
か
リ
ト

　

1

2

レ

二

3

一レ

4

、「

5

レ

レ

。」

、「
二

6

一

」
、「

7

。」

、

「

。」

、「●

レ

。」
二

一

、「

レ

。」

、「
二

一

」
、「

。」

、「

。」

6
孔
丘

　八
六
ペ
ー
ジ
注
4
参
照
。

510

『論語』

88

51015

弟
子�

中な
か

島じ
ま

　敦
あ
つ
し�

　『弟
子
』
は
、
中
島
敦
の
短
編
小
説
。
主
人
公
・
子
路
が
孔
子
の
弟
子

に
な
っ
て
か
ら
、
衛
国
の
政
変
で
死
ぬ
ま
で
の
物
語
。
直
情
径
行
な
性
格

の
子
路
が
儒
学
を
学
び
成
長
す
る
姿
や
、
子
路
を
叱
り
つ
つ
も
彼
を
導
く

孔
子
の
姿
が
情
感
豊
か
に
描
か
れ
、
読
者
の
心
を
打
つ
。

　
　
　十
一

　許き
ょ

か
ら
葉し

ょ
うへ

と
出
る
途み

ち

す
が
ら
、
子
路
が
ひ
と
り
孔
子
の
一
行
に
遅
れ

て
畑
中
の
路
を
歩
い
て
行
く
と
、

あ
じ
か

を
荷に

の

う
た
一
人
の
老
人
に
会
っ
た
。

子
路
が
気
軽
に
会
釈
し
て
、
夫ふ

う

子し

を
見
ざ
り
し
や
、
と
問
う
。
老
人
は
立

ち
止
ま
っ
て
、「
夫
子
夫
子
と
言
っ
た
と
て
、
ど
れ
が
い
っ
た
い
汝な

ん
じ

の
い

う
夫
子
や
ら
俺
に
分
か
る
わ
け
が
な
い
で
は
な
い
か
。」と
突つ

っ

堅け
ん

貪ど
ん

に
答
え
、

子
路
の
人に

ん

態て
い

を
じ
ろ
り
と
眺
め
て
か
ら
、「
見
受
け
た
と
こ
ろ
、
四
体
を

労
せ
ず
実
事
に
従
わ
ず
空
理
空
論
に
日
を
暮
ら
し
て
い
る
人
ら
し
い
な
。」

と
蔑
む
よ
う
に
笑
う
。
そ
れ
か
ら
傍
ら
の
畑
に
入
り
こ
ち
ら
を
見
返
り
も

せ
ず
に
せ
っ
せ
と

0

0

0

0

草
を
取
り
始
め
た
。
隠
者
の
一
人
に
違
い
な
い
と
子
路

は
思
っ
て
一い

ち

揖ゆ
う

し
、
道
に
立
っ
て
次
の
言
葉
を
待
っ
た
。
老
人
は
黙
っ
て

一
仕
事
し
て
か
ら
道
に
出
て
き
、
子
路
を
伴
っ
て
己お

の

が
家
に
導
い
た
。
す

1

2

3

で
に
日
が
暮
れ
か
か
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
老
人
は
鶏
を
つ
ぶ
し
黍き

び

を
炊か

し

い
で
、
も
て
な
し
、
二
人
の
子
に
も
子
路
を
引
き
合
わ
せ
た
。
食
後
、
い

さ
さ
か
の
濁
り
酒
に
酔
い
の
ま
わ
っ
た
老
人
は
傍
ら
な
る
琴き

ん

を
執
っ
て
弾

じ
た
。
二
人
の
子
が
そ
れ
に
和
し
て
唱う

た

う
。

　
　湛た

ん

々た
ん

タ
ル
露
ア
リ

　
　陽
ニ
非あ

ら

ザ
レ
バ
晞ひ

ズ

　
　厭え

ん

々え
ん

ト
シ
テ
夜
飲
ス

　
　酔
ハ
ズ
ン
バ
帰
ル
コ
ト
ナ
シ

　明
ら
か
に
貧
し
い
生く
ら
し活
な
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
こ
と
に
融ゆ

う

々ゆ
う

た
る

裕ゆ
た

か
さ
が
家
中
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。
和
や
か
に
充み

ち
足
り
た
親
子
三
人
の

顔
つ
き
の
中
に
、
時
と
し
て
ど
こ
か
知
的
な
も
の
が
閃ひ

ら
めく

の
も
、
見
逃
し

が
た
い
。

　弾
じ
終
わ
っ
て
か
ら
老
人
が
子
路
に
向
か
っ
て
語
る
。
陸
を
行
く
に
は

車
、
水
を
行
く
に
は
舟
と
昔
か
ら
決
ま
っ
た
も
の
。
今
陸
を
行
く
に
舟
を

以も
っ

て
す
れ
ば
、
如い

か
ん何
？

　今
の
世
に
周
の
古
法
を
施
そ
う
と
す
る
の
は
、

ち
ょ
う
ど
陸
に
舟
を
行や

る
が
如ご

と

き
も
の
と
い
う
べ
し
。

さ

狙る

に
周
公
の
服

を
着
せ
れ
ば
、
驚
い
て
引
き
裂
き
棄す

て
る
に
決
ま
っ
て
い
る
。
云う

ん

々ぬ
ん

…
…
…
…
子
路
を
孔
門
の
徒
と
知
っ
て
の
言
葉
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。

老
人
は
ま
た
言
う
。「
楽
し
み
全
く
し
て
は
じ
め
て
志
を
得
た
と
い
え
る
。

4

5

6

7

8

参
考

94

「
長
ち
ょ
う

沮そ

・
桀け
つ

溺で
き

」の
朗
読
劇
を
創
作
し
、
演
じ
る  

　春
秋
戦
国
時
代
に
は
、
思
想
家
集
団
が
数
多
く
あ
り
、
そ
れ
ら
は
価

値
観
の
違
い
か
ら
対
立
し
、
論
争
を
繰
り
返
し
た
。
そ
れ
ら
の
中
心
に

い
て
活
躍
し
、
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
の
が
儒
家
で
あ
っ
た
。
そ
の
思

想
を
批
判
し
、
儒
家
と
並
ん
で
中
国
の
二
大
思
潮
と
な
っ
た
の
が
道
家

で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
価
値
観
な
ど
の
違
い
を
理
解
す

る
こ
と
が
、
大
切
な
学
び
と
な
る
。
そ
こ
で
、「
長
沮
・
桀
溺
」（
八
八
・

八
九
ペ
ー
ジ
）
を
も
と
に
朗
読
劇
を
創
作
し
、
そ
の
違
い
を
明
ら
か
に

し
て
み
よ
う
。

 
 

グ
ル
ー
プ
で「
長
沮
・
桀
溺
」の
内
容
を
整
理
し
、
儒
家
と
道
家
そ

れ
ぞ
れ
の
思
想
・
価
値
観
、
そ
の
生
き
方
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
の
違
い

を
、
教
材
に
即
し
て
読
み
解
い
て
み
よ
う
。

①�

グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
な
が
ら
、「
長
沮
・
桀
溺
」
を
読
み
解
き
、

 
 

「
長
沮
・
桀
溺
」
を
も
と
に
、
儒
家
と
道
家
そ
れ
ぞ
れ
の

思
想
・
価
値
観
、
そ
の
生
き
方
を
読
み
解
き
、
そ
の
価
値
観
の

違
い
が
分
か
る
よ
う
な
朗
読
劇
を
創
作
し
、
演
じ
て
み
よ
う
。

課
題

１

疑
問
に
思
っ
た
こ
と
を
資
料
集
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
図
書
館
な

ど
で
調
べ
る
。

 
 

グ
ル
ー
プ
で
朗
読
劇
を
創
作
し
、
練
習
し
よ
う
。

①�

グ
ル
ー
プ
で
朗
読
劇
の
台
本
を
作
成
す
る
。

・�

登
場
人
物
は
何
名
で
も
よ
い
が
、「
長
沮
」「
桀
溺
」、「
孔
子
」「
子

路
」
は
必
ず
登
場
さ
せ
る
。
ナ
レ
ー
タ
ー
を
登
場
さ
せ
て
も
よ
い
。

・�

登
場
人
物
に
は
、
儒
家
と
道
家
の
思
想
・
価
値
観
、
そ
の
生
き
方

が
出
て
い
る
言
葉
を
語
ら
せ
、
そ
の
違
い
を
朗
読
劇
に
す
る
。

②�

グ
ル
ー
プ
内
で
朗
読
劇
の
練
習
を
す
る
。

・�

登
場
人
物
の
配
役
を
決
め
る
。

・�

声
の
強
弱
・
緩
急
、
登
場
人
物
の
心
情
な
ど
を
グ
ル
ー
プ
で
考
え

朗
読
の
練
習
を
す
る
。
そ
の
上
で
、
ど
の
よ
う
に
朗
読
す
れ
ば
相

手
に
伝
わ
り
や
す
い
か
を
工
夫
す
る
。

③�

グ
ル
ー
プ
で
朗
読
劇
の
台
本
を
推す
い

敲こ
う

す
る
。

 
 

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
朗
読
劇
を
披
露
し
よ
う
。

①� 

で
の
練
習
を
踏
ま
え
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
朗
読
劇
を
披
露
す
る
。

・
台
本
を
持
っ
て
演
じ
て
よ
い
。

②�

他
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
評
価
を
も
と
に
、
グ
ル
ー
プ
内
で
自
己
評

価
を
す
る
。

２３

２

単
元
の
言
語
活
動
6

96

4041 明治書院ホームページ　http://www.meijishoin.co.jp明治書院　先生専用フリーダイヤル　0120-595-170

精選 古典探究 漢文編

漢

文

編

「長沮・桀溺」／（参考）弟子
単元の言語活動6  「『長沮・桀溺』の朗読劇を創作し、演じる」

前編 単元6  思想① ― 儒家と道家

「
弟
子
」は
中
島
敦
の
作
品
。孔
子
の
弟
子
で
あ
る
子
路
が
主
人
公
の
短
編
小
説

「
長
沮
・
桀
溺
」と
関
連
づ
け
て
学
べ
、さ
ら
に
、単
元
の
言
語
活
動
の
参
考
と
も
な
る「長沮・桀溺」と（参考）「弟子」を参考に

朗読劇を行うことで儒家と道家の
考え方の違いを深く理解する



史
記�

司し

　馬ば

　
　遷せ

ん

　池
　之の

　会

廉
　頗
　者は

、
趙
　之
　良
　将
　也な

り

。
趙ノ

　恵
　文
　王ノ

　十
　六
　年
、
廉
　

1

2

3

廉れ
ん

頗ぱ･

藺り
ん

相し
や
う

如じ
よ

　戦
国
時
代
中
期
、
趙ち
ょ
う

は
強
国
秦し
ん

の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
。
折
し
も
、
秦
の
昭
し
ょ
う

襄じ
ょ
う

王お
う

か
ら
趙
の
恵け
い

文ぶ
ん

王お
う

に
、
趙
に
あ
る
天
下
の
名
宝
「
和か

氏し

の
璧た
ま

」
と
秦
の
十
五
城
を
交
換
し
た

い
と
い
う
申
し
入
れ
が
あ
っ
た
。
趙
は
、
熟
議
の
末
、
藺
相
如
を
使
者
と
し
て
、
そ
の「
璧
」

を
持
た
せ
て
秦
に
遣
わ
し
た
。
か
く
し
て
秦
王
と
面
会
し
た
藺
相
如
は
、
持
参
し
た
「
璧
」

を
手
渡
す
。
と
こ
ろ
が
、
秦
王
は
「
璧
」
の
み
を
詐
取
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
。
そ
の
意
思

を
見
て
取
っ
た
藺
相
如
は
、
見
事
な
策
略
と
巧
み
な
弁
舌
を
用
い
て
「
璧
」
を
奪
還
し
、
無

事
趙
王
の
も
と
に
持
ち
帰
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
そ
の
後
も
秦
の
圧
迫
は
続
き
、
趙
王
は

秦
王
と

め
ん

池ち

で
会
合
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

1
廉
頗

　生
没
年
未
詳
。

2
趙

　二
○
ペ
ー
ジ
注
3
参
照
。

3
恵
文
王
十
六
年

　前
二
八
三
年
。

4
陽
晋

　現
在
の
山
東
省

う
ん

城じ
ょ
う県

。

5
拝

　任
命
さ
れ
る
。

6
上
卿

　上
席
の
家
老
。

7
藺
相
如

　生
没
年
未
詳
。

8
宦
者
令
繆
賢

　「宦
者
令
」
は
宦か
ん

官が
ん

を
取
り

締
ま
る
長
官
。「
繆
賢
」
は
人
名
。
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義
　経
　知リ

　乗じ
よ
う

　輿よ

　
ノ

　所ヲ

　在ル

、
合ハ

セ
テ

　軍ヲ

　疾と

　
ク

　攻ム

。
知と

も

　盛も
り

　乃す
な
は
チ

　赴ク

　帝
　

船ニ

。
諸し

よ

　嬪ひ
ん

　迎ヘ
テ

　問フ

　状ヲ

。
知
　盛
　大イ

ニ

　笑ヒ

、
答ヘ

テ

　曰い

　
ハ
ク

　卿け
い

　等ら

　当ま
さ
ニ

　睹み

　
ル

　東
　

国
　男
　児ヲ

　耳の
み
ト

　一
　船
　皆
　哭こ

く
ス

。
知
　盛
　手ヅ

カ
ラ

　掃
　除シ

　船
　中ヲ

、
尽
　棄す

　
ツ

　

汚を

　穢あ
い
ノ

　物ヲ

。
時

　子
　乃チ

　抱キ

　帝ヲ

、
相

　約ス
ル
ニ

　以も
つ
テ
シ

　帯ヲ

、
挟

　剣
　璽ヲ

、
出い

　
デ
テ

　立ツ

　

船
　首ニ

。
帝

　時ニ

　八
　歳
。
問ヒ

テ

　時
　子ニ

　曰ハ
ク

　安い
づ
ク
ニ

　之ゆ

　
ク

　也や

　
ト

　時
　子
　曰ハ

ク

　虜
　

1

二

2

一レ

レ

3

二

一
4

レ

、「
5

べ

　キレ

二

6

一

。」

─二

一

こ
と　ご

と
ク

二

一

7

レ
8

9

レ

さ
し　は
さ
ミ二

10

一

二

一

二

一

、「

。」

、「
11

　源
平
の
争
い
の
末
期
、
壇
の
浦
（
現
在
の
山
口
県
下
し
も
の

関せ
き

市
）
に
逃
れ
た
平
家
は
、
最
後
の

戦
い
を
源げ
ん

氏じ

に
挑
ん
だ
。
し
か
し
、
劣
勢
を
挽ば
ん

回か
い

す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
安
徳
天
皇
も
二
位

の
尼
（
平
た
い
ら
の

　時と
き

子こ

。
注
7
参
照
。）
に
抱
か
れ
て
海
に
沈
ん
だ
。
能の

登と
の

守か
み

平
教の
り

経つ
ね

は
今
日
を
最

期
と
奮
戦
す
る
。
目
指
す
は
源
氏
の
総
大
将

　源
み
な
も
と
の

　義よ
し

経つ
ね

で
あ
る
。

1
義
経

　源
義
経
。
一
一
五
九
年
～
一
一
八
九

年
。
平
家
追
討
軍
の
総
大
将
。

2
乗
輿

　天
子
の
乗
り
物
。
天
子
の
敬
称
と
も

な
る
。

3
知
盛

　平
知
盛
。
一
一
五
二
年
～
一
一
八
五

年
。
清き
よ

盛も
り

の
子
。
平
家
の
事
実
上
の
総
大
将

で
あ
っ
た
。

4
諸
嬪

　女
官
た
ち
。

5
卿
等

　「卿
」
は
、
九
八
ペ
ー
ジ
注
10
参
照
。

6
東
国
男
児

　東
国
の
男
。
源
氏
の
武
士
た
ち

の
こ
と
。

7
時
子

　平
時
子
。
一
一
二
六
年
～
一
一
八
五

年
。
清
盛
の
妻
で
、
安
徳
天
皇
の
祖
母
。

8
帝

　安
徳
天
皇
。
一
一
七
八
年
～
一
一
八
五

年
。
高
倉
天
皇
の
皇
子
。
母
は
清
盛
の
娘
、

徳と
く

子こ

。

9
相
約

　互
い
に
し
ば
る
。

10
剣
璽

　三
種
の
神じ
ん

器ぎ

の
う
ち
、
剣
と
勾ま

が

玉た
ま

。

ま
た
、
三
種
の
神
器
の
総
称
。

11
虜

　源
氏
軍
。

～
　耳
（
限
定
）

　安ク
ニ

　～
　也
（
疑
問
）

壇だ
ん

ノの

浦う
ら�

頼ら
い

　山さ
ん

陽や
う

5

日
本
人
と
漢
詩
文

　

  

無
題
・
壇
ノ
浦

183

伯
　夷･
叔

　斉ハ

、
孤こ

　竹ち
く

　君く
ん

　之の

　二
　子
　也な

り

。
父

　欲ス

　立テ
ン
ト

　叔
　斉ヲ

。

及ビ

　父ノ

　卒
、
叔
　斉
　譲
　伯
　夷ニ

。
伯
　夷
　曰い

　
ハ
ク

　父ノ

　命
　也ト

　遂つ
ひ
ニ

　逃レ

　去ル

。

叔
　斉モ

　亦ま
た

　不ず

　
シ
テ

　肯が
へ
ン
ゼ

　立
　而
　逃ル

　之こ
れ
ヲ

。
国

　人
　立ツ

　其そ

　
ノ

　中
　子ヲ

。

於お

　
イ
テ

　是こ
こ
ニ

　伯
　夷･

叔
　斉
　聞キ

　西せ
い

　伯は
く

　昌し
や
う
ノ

　善ク

　養フ
ヲ

　老ヲ

、
盍な

ん
ゾ

　往ゆ

　
キ
テ

　帰セ

　

焉
。
及ビ

　至ル
ニ

　西
　伯
　卒ス

。
武
　王
　載セ

　木
　主ヲ

、
号シ

テ

　為な

　
シ

　文
　王ト

、
東シ

テ

　伐
　

紂ヲ

。
伯
　夷･

叔
　斉
、
叩ひ

か
へ
テ

　馬ヲ

　而
　諫い

さ
メ
テ

　曰ハ
ク

　父
　死シ

テ

　不
　葬ラ

、
爰こ

こ
ニ

　及ブ

　干か
ん

　

戈く
わ
ニ

、
可べ

　
ケ
ン

　謂い

　
フ

　孝ト

　乎や

。
以も

つ
テ

　臣ヲ

　弑し
い
ス

　君ヲ

、
可ケ

ン

　謂フ

　仁ト

　乎ト

　左
　右
　欲ス

　兵セ
ン
ト

　

1

2

レ

二

一

二

し
ゆ
つ

　ス
ル
ニ一

　ラ
ン

　
　ト
ス二

一

、「

。」

レ

レ

　ツ
コ

　
　ト
ヲ

レ

二

一

レ

二

3

一レ

ざ

　ル
ト二

一

レ

4

二

5

一

二

一

う
タ
ン

　
　ト
スレ

6

7

レ

、「

レ

二

8

一

レ

レ

レ

レ

レ

レ

。」

レ
9

レ

　暴
君
で
あ
る
殷い

ん

の
紂

ち
ゅ
う

王お
う

を
倒
し
た
周
の
武
王
の
「
革
命
」
を
、
天
下
は
こ
ぞ
っ
て
歓
迎
し
た
。
だ
が
伯は

く

夷い

と
叔

し
ゅ
く

斉せ
い

と
い
う
兄
弟
だ
け
は
厳
し
い
批
判
の
目
を
向
け
た
。
彼
ら
が
提
起
し
た
の
は
「
暴
君
を
倒
す
の

に
暴
力
を
用
い
る
こ
と
は
正
し
い
か
」
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
二
人
は
批
判
を
貫
き
通
し
て
、
つ
い
に
飢

死
し
て
し
ま
う
。
司
馬
遷
は
こ
の
二
人
の
運
命
か
ら
、
公
平
無
私
で
あ
る
は
ず
の
「
天
道
」
に
根
本
的
な

疑
問
を
投
げ
か
け
る
。

天
　道
　是ぜ

　邪か

　非ひ

　邪か

参
考

1
伯
夷
・
叔
斉

　と
も
に
伝
説
的
な
賢
人
。

「
伯
」
は
長
兄
、「
叔
」
は
三
番
目
の
男
子
の

意
。

2
孤
竹
君

　殷
代
の
孤
竹
国
（
現
在
の
河
北
省

盧ろ

竜り
ゅ
う県
）
の
君
主
。

3
西
伯
昌

　周
の
文
王
、
姫き

昌し
ょ
うの

こ
と
。「
西

伯
」
は
西
方
諸
侯
の
長
。

4
武
王

　文
王
の
子
。
紂
王
を
放
伐
し
て
周
王

朝
を
建
て
た
。

5
木
主

　位い

牌は
い

。

6
紂

　殷
王
朝
最
後
の
天
子
。
暴
君
と
し
て
有

名
。

7
叩
馬

　手
綱
を
引
い
て
馬
を
止
め
る
。

8
干
戈

　「干
」
は

、「
戈
」
は
矛
。
転
じ
て
、

戦
争
の
意
。

9
兵

　武
器
で
殺
す
。

510

158

筋き
ん

篇へ
ん�

　
　

其そ

　
ノ

　筋
　之の

　動ク

　也や

、
一

　筋
　 ひ

　
ケ
バ

　之こ
れ
ヲ

　則す
な
は
チ

　支
　別
　皆
　

ク

　焉
。
筋

　

縮シ
テ

　而
　短ケ

レ
バ

　則チ

　筋
　腹
　巨お

ほ
イ

　也な
り

。
筋
　彎わ

ん
シ
テ

　而
　長ケ

レ
バ

　則チ

　筋
　腹
　細キ

　也
。

蓋け
だ
シ

　支
　別
　者は

　受ケ
テ

　筋
　原
　之
　令ヲ

、
而

　能よ

　
ク

　長
　短ス

　焉
。
肢

　筋
　之
　

動
　揺ハ

　全ク

　資よ

　
ル

　焉こ
れ
ニ

。

諸
　筋
　者
、
互ヒ

ニ

　相
　佐
　使シ

テ

　而
　為な

　
ス

　其ノ

　動ヲ

　也
。
然
　若ご

と
キ
ハ

　其ノ

　強メ
テ

　

而
　屈ス

レ
バ

　肢
　節ヲ

　則チ

　屈シ
テ

　不ず

　伸ビ

、
強メ

テ

　而
　伸ブ

レ
バ

　肢
　節ヲ

　則チ

　伸ビ
テ

　不ざ

　
ル
ガ

　屈セ

、

其ノ

　所
　以ノ

　不ル

　動カ

　者モ

　亦ま
た

　筋
　之
　所
　為ス

　也
。
然レ

ド
モ

　亦
　細カ

ニ

　分カ
テ
バ

　之ヲ

則チ

　有リ

　随
　意ニ

　動ク

　者
、
有リ

　意
　欲シ

テ

　動
　而
　敢あ

　
ヘ
テ

　不ル

　動カ

　者
。
又
　有リ

　

レ

1

2

3

二

4

一

●

5

レ
＊

6

二

一

し
か　レ
ド
モ

下

二

一

レ

二

一

上レ

ゆ

ゑ

ん

─二

一レ

レ

レ

二

し
た
が

　
　ヒ
テレ

一

二

レ

　カ
サ

　
　ン
ト

7

レ

一

下

1
支
別

　分
岐
。
支
脈
。

2
筋
腹

　筋
肉
の
中
間
部
。

3
彎

　湾
曲
し
て
の
び
る
。

6
佐
使

　助
け
合
う
。

5
資

　た
よ
る
。
た
の
む
。

4
筋
原
之
令

　筋
肉
の
お
お
も
と
の
命
令
。

「
肢
筋
之
動
揺
」と
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。

問7
敢
不
動
者

　ど
う
し
て
も
動
か
な
い
。
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「廉頗・藺相如」／（参考）天道是邪非邪
「壇ノ浦」／「筋篇」

後編 単元3  史話・史伝③
後編 単元5  日本人と漢詩文

筋篇
『解体新書』から採録。ヨーロッ
パの学問が日本に伝わった際
に漢訳されて広まった。

『史記』列伝の定番教材の
参考として司馬遷の歴史観
が表れている「天道是邪非
邪」部分を掲載。

壇ノ浦
古文編の「壇の浦」に対応。古
文と読み比べることで漢文の
特徴が学べる。



長
　恨
　歌�

白は
く

　
　居き

よ

　易い

漢
　皇
　重ン

ジ
テ

　色ヲ

　思フ

　傾
　国ヲ

　
　
　
　御ぎ

よ

　宇う

　多
　年
　求
　不ず

　得

楊や
う

　家か

　
ニ

　有リ

　女む
す
め

　初メ
テ

　長
　成ス

　
　
　
　養ハ

レ
テ

　在リ

　深し
ん

　閨け
い
ニ

　人
　未い

ま
ダ

　識し

　
ラ

天
　生ノ

　麗
　質
　難ク

　自
　棄す

　
テ

　
　
　
　一
　朝
　選バ

レ
テ

　在リ

　君
　王ノ

　側

迴
　眸ひ

と
み
ヲ

　一
　笑ス

レ
バ

　百ひ
や
く

　媚び

　生ジ

　
　
　
　六り

く

　宮き
ゆ
う
ノ

　粉ふ
ん

　黛た
い

　無シ

　顔
　色

春
　寒ク

シ
テ

　賜た
ま
フ

　浴ヲ

　華
　清ノ

　池
　
　
　
　温
　泉
　水
　滑
　洗フ

　凝
　脂ヲ

侍
　児
　扶た

す
ケ

　起コ
ス
ニ

　嬌
　無シ

　力
　
　
　
　始メ

テ

　是こ

　
レ

　新タ
ニ

　承う
ク
ル

　恩
　沢ヲ

　時

雲う
ん

　鬢び
ん

　花
　顔
　金
　歩
　揺
　
　
　
　芙ふ

　蓉よ
う
ノ

　帳と
ば
り

　暖
　度わ

た
ル

　春
　宵ヲ

春
　宵
　苦は

な
は
ダ

　短ク

　日
　高ク

シ
テ

　起ク

　
　
　
　従よ

　
リ

　此こ

　
レ

　君
　王
　不
　早
　朝セ

承ケ

　歓ヲ

　侍シ
テ

　宴ニ

　無ク

　閑
　暇
　
　
　
　春ハ

　従ヒ

　春ノ

　遊ビ
ニ

　夜ハ

　専ラ
ニ
ス

　夜ヲ

後
　宮ノ

　佳
　麗
　三
　千
　人
　
　
　
　三
　千ノ

　寵ち
よ
う

　愛あ
い

　在リ

　一
　身ニ

1

レ

二

2

一

3

　ム
レ

　
　ド
モ

レ

レ

二
4

一

　ず

レ

5

二

お
の　づ

か
ラ

一

二

か
た　は

ら
ニ一

め
ぐ　ラ

シ
テレ

6

7

8

二

一

レ

9

　ラ
カ
ニ

　
　シ
テ

二

10

一

11
け
う　ト

シ
テ

レ

二

一

12

13

14

　カ
ニ

　
　シ
テ

15

二

一

レ

二

16

一

17

レ

レ

二

一

二

一

レ

二

一

1
漢
皇

　漢
の
武
帝
の
こ
と
。
暗
に
唐
の
玄
宗

（
六
八
五
年
～
七
六
二
年
）
を
指
す
。

2
傾
国

　絶
世
の
美
人
。

3
御
宇

　治
世
。
天
下
を
統
治
し
て
い
る
期
間
。

4
深
閨

　家
の
奥
深
く
に
あ
る
女
性
の
部
屋
。

5
難
自
棄

　そ
の
ま
ま
放
っ
て
は
お
か
れ
な
い
。

6
六
宮

　宮
女
た
ち
の
い
る
六
つ
の
奥
御
殿
。

7
粉
黛

　美
し
く
化
粧
し
た
宮
女
た
ち
。

8
無
顔
色

　色
あ
せ
て
見
え
る
。

9
華
清
池

　長
安
の
東
、
驪り

山ざ
ん

（
現
在
の
陝せ
ん

西せ
い

省
西
安
市
臨り

ん

潼ど
う

区
）
の
麓
に
あ
っ
た
華
清
宮

の
温
泉
。

10
凝
脂

　白
く
滑
ら
か
な
美
人
の
肌
。

11
嬌

　な
ま
め
か
し
い
。

12
雲
鬢

　豊
か
に
結
い
上
げ
た
黒
髪
。

13
金
歩
揺

　黄
金
作
り
の
か
ん
ざ
し
。

14
芙
蓉
帳

　は
す
の
花
の
刺し

繡し
ゅ
うを
し
た
寝
台
の

と
ば
り
。

15
度

　過
ご
す
。

16
早
朝

　朝
早
く
か
ら
政
務
を
執
る
。

17
承
歓

　天
子
の
心
に
か
な
う
言
動
を
す
る
。
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「
長
恨
歌
」
と
日
本
文
学

　

  

長
恨
歌

「
長
恨
歌
」
と
日
本
文
学

　白は
く

居き
ょ

易い

、
字あ

ざ
なは

楽ら
く

天て
ん

の
文
学
は
、
作
者
在
世
中
よ
り
す
で
に
人
々
の
好
ん
で
口
に
す

る
と
こ
ろ
と
な
り
、
そ
の
詩
文
集
で
あ
る
『
白
氏
文
集
』
は
日
本
に
も
い
ち
早
く
も
た

ら
さ
れ
て
、
平
安
朝
の
人
々
の
圧
倒
的
支
持
を
得
た
。
中
で
も
、
玄げ

ん

宗そ
う

皇
帝
と
楊よ

う

貴き

妃ひ

の
悲
劇
に
終
わ
っ
た
恋
愛
を
題
材
に
詠
じ
た
「
長
恨
歌
」
は
、
恋
愛
と
い
う
日
本
文
学

に
お
い
て
重
要
視
さ
れ
る
テ
ー
マ
と
、
そ
れ
を
平
易
流
麗
な
表
現
に
託
し
て
語
る
巧
み

な
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
と
に
よ
っ
て
、
我
が
国
の
人
々
に
も
広
く
愛
読
さ
れ
、『
源げ

ん

氏じ

物
語
』

を
は
じ
め
と
す
る
日
本
の
古
典
文
学
に
大
き
な
影
響
を
与
え
続
け
て
き
た
。

　こ
の
単
元
で
は
、「
長
恨
歌
」
と
『
源
氏
物
語
』、『
枕

ま
く
ら
の

草そ
う

子し

』、
謡
曲
「
楊
貴
妃
」

と
を
比
較
し
な
が
ら
読
む
こ
と
で
、「
長
恨
歌
」
の
文
学
性
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る

と
と
も
に
、
日
本
と
中
国
の
作
品
間
に
共
通
す
る
心
情
、
さ
ら
に
は
日
本
文
学
に
見
ら

れ
る
独
自
の
も
の
の
見
方
や
感
じ
方
に
つ
い
て
も
考
察
し
て
み
よ
う
。

『白氏文集』（金沢文庫本）

白楽天図
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源げ
ん

氏じ

物
語

─
桐き

り

壺つ
ぼ�

紫
む
ら
さ
き

　式し
き

部ぶ

　か
の
贈
り
物
御
覧
ぜ
さ
す
。
亡
き
人
の
住
み
か
尋

ね
出い

で
た
り
け
む
し
る
し
の
釵

か
ん
ざ
しな

ら
ま
し
か
ば
、
と

思
ほ
す
も
い
と
か
ひ
な
し
。

　帝��

尋
ね
ゆ
く
ま
ぼ
ろ
し
も
が
な
つ
て
に
て
も
魂た

ま

の

あ
り
か
を
そ
こ
と
知
る
べ
く

　絵
に
描か

け
る
楊や
う

貴き

妃ひ

の
か
た
ち
は
、
い
み
じ
き
絵

師
と
い
へ
ど
も
、
筆
限
り
あ
り
け
れ
ば
い
と
に
ほ
ひ

少
な
し
。
太た

い

液え
き

の
芙ふ

蓉よ
う

、
未び

央あ
う

の
柳
も
、
げ
に
か
よ

ひ
た
り
し
か
た
ち
を
、
唐か

ら

め
い
た
る
よ
そ
ひ
は
う
る

は
し
う
こ
そ
あ
り
け
め
、
な
つ
か
し
う
ら
う
た
げ
な

り
し
を
お
ぼ
し
出
づ
る
に
、
花は

な

鳥と
り

の
色
に
も
音ね

に
も

よ
そ
ふ
べ
き
方か

た

ぞ
な
き
。
朝
夕
の
言こ

と

ぐ
さ
に
、
翼は

ね

を

な
ら
べ
、
枝
を
か
は
さ
む
と
契ち

ぎ

ら
せ
給た

ま

ひ
し
に
、
か

な
は
ざ
り
け
る
命
の
ほ
ど
ぞ
尽
き
せ
ず
恨
め
し
き
。

1

2

3

〈
現
代
語
訳
〉

　（
命

み
ょ
う

婦ぶ

は
）
あ
の
（
母
君
か
ら
の
）
贈
り
物

を
（
帝

み
か
ど
に
）
お
目
に
か
け
る
。（
帝
は
、
こ
れ

が
「
長
恨
歌
」
に
い
う
）
亡
く
な
っ
た
人
の
居

場
所
を
探
し
当
て
た
と
い
う
証
拠
の
釵
で
あ
っ

た
な
ら
ば
、
と
お
思
い
に
な
る
に
つ
け
て
も
誠

に
か
い
の
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
　

�

更
衣
の
魂
を
探
し
に
行
く
幻
術
士
が
い
て

ほ
し
い
も
の
よ
。
人
づ
て
に
で
も
（
更
衣

の
）
魂
の
あ
り
か
を
ど
こ
そ
こ
と
知
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
。

　絵
に
描
い
た
楊
貴
妃
の
容
姿
は
、
ど
れ
ほ
ど

優
れ
た
絵
師
で
も
、
筆
力
に
限
界
が
あ
っ
た
の

で
匂
い
立
つ
美
し
さ
は
ひ
ど
く
乏
し
い
。
太
液

池
の
蓮は
す

の
花
、
未
央
宮
の
柳
に
も
、
な
る
ほ
ど

似
通
っ
て
い
た
（
楊
貴
妃
の
）
容
姿
で
あ
る
か

ら
、
そ
の
唐
風
の
装
い
は
さ
ぞ
端
麗
で
あ
っ
た

ろ
う
が
、（
一
方
更
衣
は
）
親
し
み
や
す
く
か

わ
い
ら
し
か
っ
た
こ
と
を
お
思
い
出
し
に
な
る

に
つ
け
、
ど
ん
な
花
の
色
や
鳥
の
声
に
も
例
え

る
こ
と
は
で
き
な
い
。（
帝
は
）朝
夕
の
お
話
に
、

比
翼
の
鳥
、
連
理
の
枝
の
よ
う
に
む
つ
ま
じ
く

い
よ
う
と
約
束
な
さ
っ
た
の
に
、（
そ
れ
が
）

か
な
わ
な
か
っ
た
（
更
衣
の
）
命
の
は
か
な
さ

が
こ
の
上
な
く
恨
め
し
い
。

51015

長恨歌絵巻（狩
かのう

野山
さん

雪
せつ

筆）
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「『長恨歌』と日本文学」／長恨歌／『源氏物語』「桐壺」 後編 単元6  「長恨歌」と日本文学

「
長
恨
歌
」が
日
本
文
学
に
与
え
た
影
響
を『
源
氏
物
語
』「
桐
壺
」、

『
枕
草
子
』「
木
の
花
は
」、謡
曲「
楊
貴
妃
」と
の
読
み
比
べ
を
通
じ
て
考
え
る

桐壺更衣亡き後、桐壺帝が更衣
のことを思い出し、悲しみにくれ
ている場面。「長恨歌」の詩句が
引用されている。



　『
史
記
』
に
登
場
す
る
人
物
た
ち
は
、
よ
く
怨う

ら

（
恨
）
み
、
怒
（
憤
）

り
、
泣
き
、
喜
（
歓
・
説
・
悦
）
び
、
か
つ
笑
う
。
司
馬
遷
は
さ
な
が

ら
、
人
間
は
理
知
よ
り
も
情
念
の
命
ず
る
ま
ま
に
う
ご
め
き
、
か
れ
ら

の
衝
動
的
言
動
が
し
ば
し
ば
歴
史
の
潮
流
を
お
し
な
が
す
、
と
主
張
す

る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
情
念
に
関
す
る
上
記
の
動
詞
の
う
ち
、〈
笑
〉
は
〈
泣
〉

と
と
も
に
、
た
だ
ち
に
顔
面
の
表
情
を
想
起
さ
せ
る
、
い
わ
ば
具
象
性

を
も
つ
点
で
、
ま
ず
他
と
区
別
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
同
じ
く
具
象
性
を

も
つ
動
詞
で
あ
り
な
が
ら
、
二
語
の
間
に
も
か
な
り
差
違
が
あ
る
ら
し

い
。
た
と
え
ば
、〈
笑
〉
は
単
に
、
嘲
侮
を
意
味
す
る
抽
象
動
詞
と
し

て
、
か
な
ら
ず
し
も
表
情
を
問
わ
ず
に
頻
用
さ
れ
る
が
、〈
泣
〉
は
抽

象
化
さ
れ
た
用
法
を
欠
く
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
と
関
係
す

る
か
も
し
れ
な
い
が
、〈
笑
い
〉
の
背
後
に
あ
る
感
情
は
、〈
泣
く
〉
場

合
に
比
し
て
は
る
か
に
多
様
複
雑
で
あ
り
、
そ
れ
に
応
じ
て
表
情
も
明

暗
の
間
を
去
来
す
る
。

　〈
笑
い
〉
は
ま
ず
歓
喜
の
表
徴
と
し
て
あ
る
。
う
れ
し
い
か
ら
笑
う
、

滑
稽
を
感
ず
る
か
ら
笑
う
、
明
朗
な
〈
笑
い
〉
が
そ
れ
の
基
本
的
な
あ

り
か
た
で
あ
る
こ
と
は
、
な
に
よ
り
も
こ
ど
も
の
そ
れ
で
理
解
さ
れ
よ

う
。
だ
が
、
滑
稽
感
は
と
か
く
嘲
侮
の
感
覚
を
誘
発
し
が
ち
で
あ
り
、

〈
笑
い
〉
の
明
る
さ
は
一
転
し
て
冷
暗
な
も
の
と
化
す
る
。
し
か
も
、

嘲
侮
は
か
な
ら
ず
し
も
他
人
に
の
み
向
け
ら
れ
る
の
で
な
く
、
み
ず
か

ら
を
も
そ
の
対
象
に
え
ら
ぶ
。
か
く
て
〈
笑
い
〉
に
は
哄こ
う

笑し
ょ
う・
爆
笑
か

ら
微
苦
笑
を
ふ
く
む
冷
笑
・
嘲
笑
あ
る
い
は
惨
笑
と
い
う
多
様
の
種
類

が
生
ま
れ
る
。
ほ
ん
ら
い
明
朗
で
あ
る
べ
き
も
の
が
冷
た
く
暗
い
も
の

と
化
す
る
こ
の
〈
笑
い
〉
に
、
司
馬
遷
は
特
別
の
関
心
を
寄
せ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
筆
者
が
こ
の
書
物
で
鮮
烈
な
〈
笑
い
〉
に
気
づ
い
た
最
初
の
例
は
、

巻
九
十
二
「
淮わ
い

陰い
ん

侯こ
う

列
伝
」
に
お
い
て
だ
っ
た
。
項
羽
打
倒
戦
の
功
績

に
よ
っ
て
斉
王
に
封
ぜ
ら
れ
た
韓
信
は
、
つ
づ
い
て
楚そ

王お
う

に
昇
進
す
る

が
、
や
が
て
か
れ
の
武
力
示
威
の
行
動
が
高
祖
の
疑
惑
を
ま
ね
き
、
陳

平
が
進
言
し
た
欺ぎ

瞞ま
ん

策
に
か
か
っ
て
逮
捕
さ
れ
る
。
さ
い
わ
い
、
身
に

覚
え
の
な
い
こ
と
が
い
ち
お
う
は
認
め
ら
れ
、
反
逆
罪
に
問
わ
れ
る
こ

と
は
免
れ
た
け
れ
ど
も
、
か
れ
は
た
ち
ま
ち
淮
陰
侯
に
降
格
さ
れ
て
、

1

2

『
史
記
』
の
笑
い

田た

中な
か

謙け
ん

二じ

　古
典
に
つ
い
て
の
評
論
文

　
　
　
1

5101579

史
話
・
史
伝
2
　  

古
典
に
つ
い
て
の
評
論
文
１

　小
学
校
へ
入
る
前
か
ら
、
漢
学
、
つ
ま
り
、
中
国
の
古
典
を
い
ろ
い

ろ
習
っ
た
。
と
い
っ
て
も
祖
父
に
つ
い
て
素そ

読ど
く

を
し
た
だ
け
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
は
じ
め
は
意
味
は
全
然
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
不
思

議
な
も
の
で
、
教
え
て
も
ら
わ
な
い
の
に
何
と
な
く
わ
か
る
よ
う
に

な
っ
て
い
っ
た
。
習
っ
た
の
は
儒
教
関
係
の
も
の
が
多
く
、『
大
学
』

か
ら
は
じ
ま
り
、『
論
語
』『
孟も
う

子し

』
そ
の
他
、『
史
記
』『
十
八
史
略
』

な
ど
も
教
わ
っ
た
。

　『史
記
』
な
ど
の
歴
史
書
は
別
と
し
て
、
儒
教
の
古
典
は
私
に
は
あ

ま
り
面
白
く
な
か
っ
た
。
道
徳
に
関
す
る
こ
と
ば
か
り
書
い
て
あ
っ
て
、

何
と
な
く
お
し
つ
け
が
ま
し
い
感
じ
が
し
た
。

　中
学
校
に
入
る
こ
ろ
に
は
中
国
の
古
典
で
も
、
も
っ
と
面
白
い
も
の
、

も
っ
と
違
っ
た
考
え
方
の
書
物
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
父
の

書
斎
を
あ
さ
っ
た
。『
老
子
』
や
『
荘
子
』
を
ひ
っ
ぱ
り
だ
し
て
読
ん

で
い
る
う
ち
に
、
荘
子
を
特
に
面
白
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
何
度

も
読
み
返
し
て
み
た
。
中
学
生
の
こ
と
で
は
あ
り
、
ど
こ
ま
で
わ
か
っ

た
の
か
、
ど
こ
が
面
白
か
っ
た
の
か
と
、
後
に
な
っ
て
か
ら
、
か
え
っ

て
不
思
議
に
思
う
こ
と
も
あ
っ
た
。

1

　そ
れ
か
ら
ず
い
ぶ
ん
長
い
間
、
私
は
老
荘
の
哲
学
を
忘
れ
て
い
た
。

四
、
五
年
前
、
素
粒
子
の
こ
と
を
考
え
て
い
る
際
中
に
、
ふ
と
荘
子
の

こ
と
を
思
い
出
し
た
。

　南な
ん

海か
い

の
帝て

い

をし
ゆ
くと
為な

し
、
北ほ

く

海か
い

の
帝
を
忽こ

つ

と
為
し
、
中

ち
ゆ
う

央あ
う

の
帝

を
渾こ
ん

沌と
ん

と
為
す
、

と
忽
と
、
時
に
相
与と

も

に
渾
沌
の
地
に
遇あ

へ
り
。

渾
沌
之こ
れ

を
待
つ
こ
と
甚
だ
善
し
。

と
忽
と
、
渾
沌
の
徳
に
報
い

ん
こ
と
を
計
る
。
曰い

は
く
、「
人
皆
七し

ち

竅け
う

有
り
、
以も

つ

て
視し

聴ち
や
う

食し
よ
く

息そ
く

す
、
此こ

れ
独
り
有
る
こ
と
無
し
。
嘗こ

こ
ろ試

み
に
之
を
鑿う

が

た
ん
。」と
。

日
に
一
竅
を
鑿
つ
。
七し
ち

日じ
つ

に
し
て
渾
沌
死
す
。

　こ
れ
は
『
荘
子
』
の
内
編
の
う
ち
、
応
帝
王
編
第
七
の
最
後
の
一
節

で
あ
る
。
こ
の
言
葉
を
私
流
に
解
釈
し
て
み
る
と
、

　南
方
の
海
の
帝
王
は

、
北
海
の
帝
王
は
忽
と
い
う
名
前
で
あ

る
。

、
忽
と
も
に
非
常
に
速
い
、
速
く
走
る
こ
と
を
意
味
し
て

い
る
よ
う
だ
。

忽
を
一
語
に
す
る
と
、
た
ち
ま
ち
と
か
束
の
間

2

3

本
の
中
の
世
界

　『荘
子
』

湯ゆ

川か
わ

秀ひ
で

樹き

　古
典
に
つ
い
て
の
評
論
文
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て
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評
論
文
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本
の
中
の
世
界

　『荘
子
』

日
本
文
学
に
お
け
る「
長
恨
歌
」受
容
の
諸
相
を
探
る  

　「
長
恨
歌
」（
一
九
一
～
一
九
八
ペ
ー
ジ
）
は
、
わ
が
国
の
人
々
に
も
愛

読
さ
れ
、
日
本
の
古
典
文
学
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
こ
こ
で
は
、

「
長
恨
歌
」
と
『
源げ
ん

氏じ

物
語
』
桐き
り

壺つ
ぼ

の
一
節
（
一
九
九
ペ
ー
ジ
）、『
枕
ま
く
ら
の

草そ
う

子し

』「
木
の
花
は
」
の
段
（
二
〇
〇
・
二
〇
一
ペ
ー
ジ
）、
謡
曲
「
楊よ
う

貴き

妃ひ

」

の
一
節（
二
〇
二
・
二
〇
三
ペ
ー
ジ
）と
の
読
み
比
べ
を
通
じ
て
、「
長
恨
歌
」

と
日
本
文
学
の
間
に
見
ら
れ
る
心
情
や
も
の
の
見
方
・
感
じ
方
等
の
共

通
点
と
相
違
点
を
探
っ
て
み
よ
う
。

 
 

各
自
で
、
Ａ「
桐
壺
」、
Ｂ「
木
の
花
は
」、
Ｃ「
楊
貴
妃
」の
中
の「
長

恨
歌
」に
基
づ
く
部
分
を
調
べ
、「
長
恨
歌
」の
も
と
の
部
分
と
の
対

照
表
を
作
成
し
よ
う
。

 
 

『
源
氏
物
語
』
桐
壺
、『
枕
草
子
』「
木
の
花
は
」、
謡
曲
「
楊

貴
妃
」
に
お
け
る
「
長
恨
歌
」
の
引
用
・
踏
ま
え
方
を
手
が
か

り
に
、
日
本
文
学
が
「
長
恨
歌
」
を
ど
の
よ
う
に
受
容
し
て
い

る
か
を
整
理
し
、
そ
こ
に
示
さ
れ
た
心
情
や
も
の
の
見
方
・
感

じ
方
等
の
共
通
点
と
相
違
点
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

課
題

１

①�

Ａ
～
Ｃ
に
つ
い
て
、「
長
恨
歌
」
に
基
づ
く
箇
所
を
対
照
表
の
上

段
に
書
き
出
し
、
そ
れ
と
関
係
す
る
「
長
恨
歌
」
の
句
を
対
照
表

の
下
段
に
書
き
出
す
。

 
 

「
長
恨
歌
」と
そ
れ
に
基
づ
く
箇
所
と
の
関
係
を
考
え
よ
う
。

①� 

で
作
成
し
た
対
照
表
の
中
で
、「
長
恨
歌
」
の
句
が
直
接
引
用

さ
れ
て
い
る
も
の
に
◎
を
付
け
る
。
同
様
に
、「
長
恨
歌
」
中
の

語
句
を
用
い
て
い
る
も
の
に
〇
を
、
直
接
に
は
句
や
語
句
の
使
用

は
認
め
ら
れ
な
い
が
「
長
恨
歌
」
の
内
容
を
踏
ま
え
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
も
の
に
●
を
付
け
る
。

②�

三
人
か
ら
五
人
程
度
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
各
自
が
作
成
し
た

対
照
表
を
も
と
に
、
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
意
見
を
ま
と
め
る
。

 
 

グ
ル
ー
プ
で
、「
長
恨
歌
」と
の
共
通
点
・
相
違
点
に
つ
い
て
話
し

合
お
う
。

①�

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
、
◎
〇
●
の
そ
れ
ぞ
れ
の
箇
所
に
お
い
て
「
長

恨
歌
」
に
う
た
わ
れ
て
い
る
事
柄
が
ど
の
よ
う
に
踏
襲
さ
れ
て
い

る
か
、
あ
る
い
は
ど
の
よ
う
に
改
変
さ
れ
て
い
る
か
考
え
る
。

②�
Ａ
～
Ｃ
の
中
に
、「
長
恨
歌
」
に
基
づ
か
な
い
発
想
や
設
定
が
見

ら
れ
な
い
か
点
検
し
、
あ
れ
ば
そ
う
し
た
相
違
を
生
ん
だ
背
景
に

つ
い
て
も
話
し
合
う
。

２

１

３

単
元
の
言
語
活
動
6
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精選 古典探究 漢文編
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文

編

古典についての評論文  
「『史記』の笑い」／「本の中の世界『荘子』」

単元の言語活動6
「日本文学における『長恨歌』受容の諸相を探る」

後編 単元6  「長恨歌」と日本文学

「
長
恨
歌
」と『
源
氏
物
語
』「
桐
壺
」・『
枕
草
子
』「
木
の
花
は
」・
謡
曲「
楊
貴
妃
」を

読
み
比
べ
た
結
果
を
グ
ル
ー
プ
学
習
で
深
め
る

本の中の世界『荘子』
理論物理学者湯川秀樹の古
典的名文。中国の古代思想が
現代の学問へ着想のヒントと
なったことがうかがえる。

『史記』の笑い
『史記』のさまざまな場面につ
いて「笑い」の持つ意味を考
察。単元の言語活動において
登場人物の心情と場面を想定
する群読への参考になる。
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漢
文
の

窓

中
国
の
小
説

　今
、
日
本
で
「
小
説
」
と
い
う
言
葉
は
、
散
文
で
書
か
れ
た
虚
構

の
物
語
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
近
代
に
な
っ
て
か

らnovel

な
ど
の
訳
語
と
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　古
代
中
国
に
お
い
て
「
小
説
」
と
は
、
街
頭
で
語
り
伝
え
ら
れ
る

不
思
議
な
話
を
意
味
し
て
い
た
。
古
代
中
国
で
は
高
度
な
学
術
思
想

が
発
達
し
、
特
に
孔
子
に
よ
っ
て
創
始
さ
れ
た
儒
教
が
現
実
社
会
で

の
倫
理
道
徳
を
重
ん
じ
た
た
め
に
、「
小
説
」
は
軽
蔑
さ
れ
た
。

　し
か
し
、
三
世
紀
に
入
っ
て
漢
王
朝
が
崩
壊
し
三
国
時
代
が
始
ま

る
と
、
漢
王
朝
の
国
教
と
し
て
絶
大
な
力
を
持
っ
て
い
た
儒
教
の
権

威
が
弱
ま
り
、
人
々
の
価
値
観
は
多
様
に
な
っ
た
。
そ
し
て
不
可
解

で
不
思
議
な
話
へ
の
興
味
が
強
ま
り
、「
小
説
」
は
文
学
と
し
て
の

地
位
を
獲
得
し
、
文
字
に
記
録
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
三
国

時
代
か
ら
六り

く

朝ち
ょ
う時

代
に
か
け
て
盛
ん
に
な
っ
た
小
説
は
、「
志
怪
小

説
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。「
志
怪
」
と
は
、「
怪
を
志し

る

す
」
と
い
う
意

味
で
あ
る
。
こ
の
小
説
の
中
心
は
、
主
に
鬼
神
（
死
者
の
霊
魂
）・

妖
怪
・
動
物
な
ど
で
、
人
間
が
主
人
公
に
な
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。

ま
た
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
伝
え
聞
い
た
不
思
議
な
出
来
事
を
記
録
し

た
も
の
と
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
話
に
は
作
者
が
無
く
、
虚
構
の
物
語

と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
干か

ん

宝ぽ
う

の
記
し
た
『
捜
神
記
』、
陶

潜
の
作
と
さ
れ
る
『
捜
神
後
記
』
な
ど
が
、
志
怪
小
説
の
代
表
で
あ

る
。　七

世
紀
に
入
り
唐
王
朝
が
成
立
す
る
と
、
新
し
い
小
説
が
生
ま
れ

て
き
た
。
そ
れ
は
、「
伝
奇
小
説
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。「
伝
奇
」
と

は
、「
奇
を
伝
え
る
」
と
い
う
意
味
で
、
主
に
人
間
が
主
人
公
と
な
り
、

人
間
に
ま
つ
わ
る
珍
し
い
物
語
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
小
説

は
、
長
編
で
複
雑
な
構
成
を
持
つ
も
の
が
多
く
、
特
定
の
作
者
に
よ 

っ
て
虚
構
の
物
語
と
し
て
創
作
さ
れ
た
と
い
う
点
に
大
き
な
特
徴
が

あ
る
。
伝
奇
小
説
は
中
唐
か
ら
晩
唐
の
時
代
に
盛
ん
に
作
ら
れ
、
陳ち

ん

玄げ
ん

祐ゆ
う

の
『
離
魂
記
』、
沈し
ん

既き

済さ
い

の
『
枕ち
ん

中ち
ゅ

記う
き

』、
白は
く

行こ
う

簡か
ん

の
『
李り

娃あ

伝
』、

元げ
ん
し
ん

の
『
鶯お
う

鶯お
う

伝
』、
李り

復ふ
く

言げ
ん

の
『
杜と

子し

春し
ゅ
ん伝

』、
張
読
の
『
李
徴
』

な
ど
が
代
表
作
と
さ
れ
る
。

　こ
の
ほ
か
に
中
国
の
小
説
に
は
、
宋そ

う

・
元
代
に
盛
り
場
の
語
り
の

演
芸
か
ら
発
達
し
、
明み

ん

代
に
完
成
し
た
「
白
話
小
説
」
な
ど
が
あ
る
。

白
話
小
説
は
「
白
話
」（
口
語
）
を
中
心
と
し
た
小
説
で
、
庶
民
層

か
ら
も
受
け
入
れ
ら
れ
た
。
こ
う
し
て
中
国
の
小
説
は
、
多
彩
な
発

展
を
遂
げ
、
近
代
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

110
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漢
文
の

窓

諸
子
百
家

　春
秋
時
代
末
期
、
魯ろ

（
現
在
の
山
東
省
）
に
生
ま
れ
た
孔
子
は
、

「
仁
」（
他
者
に
対
す
る
誠
実
公
平
な
愛
情
）
と
「
礼
」
に
よ
る
徳
治

主
義
を
説
き
、
こ
れ
に
よ
っ
て
崩
壊
し
た
周
の
封
建
制
を
立
て
直
し
、

乱
れ
た
世
に
社
会
秩
序
を
取
り
戻
そ
う
と
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
政

治
理
想
の
実
現
の
た
め
に
、
弟
子
と
共
に
十
四
年
間
、
諸
国
を
遊
説

し
た
。
そ
の
主
張
は
、
軍
事
力
で
覇
権
を
握
ろ
う
と
す
る
当
時
の
諸

侯
た
ち
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
後
代
の
思
想
発
展
の
基
礎

と
な
っ
た
。
孔
子
没
後
、
そ
の
言
行
は
弟
子
た
ち
の
手
に
よ
っ
て

『
論
語
』
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
。『
論
語
』
は
、
時
代
を
越
え
て
読

み
継
が
れ
、
現
在
で
も
中
国
や
東
ア
ジ
ア
文
化
圏
の
人
々
に
多
大
な

影
響
を
与
え
て
い
る
。

　戦
国
時
代
に
な
る
と
、
諸
侯
た
ち
は
富
国
強
兵
策
の
一
環
と
し
て
、

政
治
や
軍
事
の
才
能
を
持
つ
人
物
を
、
身
分
の
上
下
を
問
わ
ず
召
し

抱
え
、
厚
遇
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
風
潮
は
、「
諸
子
百
家
」

と
称
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
学
派
を
次
々
に
生
み
出
し
、
中
国
思
想
史

上
、
最
も
活
気
の
あ
る
時
代
を
作
り
出
し
た
。
中
で
も
「
儒
家
・
道

家
・
法
家
・
墨
家
・
陰
陽
家
・
名
家
・
縦
横
家
・
農
家
・
雑
家
」
の

九
つ
が
有
名
な
学
派
（
九
流
十
派
）
だ
が
、
特
に
勢
力
が
あ
っ
た
の

は
次
の
四
つ
で
あ
る
。

○�

儒
家

　孔
子
を
始
祖
と
す
る
学
派
。
孔
子
の
「
仁
」
を
深
化
さ
せ

た
孟も

う

子し

（
性
善
説
）
や
、「
礼
」
の
思
想
を
受
け
継
ぎ
そ
の
重
要

性
を
唱
え
た
荀じ

ゅ
ん子し

（
性
悪
説
）
な
ど
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
、
為
政

者
層
の
政
治
道
徳
と
し
て
発
展
し
た
。

○�

道
家

　老
子
を
始
祖
と
す
る
学
派
。
老
子
は
、
儒
家
の
人
為
・
道

徳
を
否
定
し
、
作
為
を
捨
て
て
自
然
の
ま
ま
に
生
き
る
「
無
為
自

然
」
や
謙

へ
り
く
だっ

て
人
と
争
わ
な
い
「
謙
下
不
争
」
を
主
張
し
た
。
そ

れ
を
受
け
継
い
だ
荘
子
は
、
世
の
中
の
あ
ら
ゆ
る
存
在
は
等
し
い

価
値
を
有
す
る
と
い
う
「
万
物
斉
同
」
を
説
い
た
。

○�

墨
家

　墨
子
を
始
祖
と
す
る
学
派
。
儒
家
の
家
族
愛
（
差
別
愛
）

や
礼
楽
を
否
定
し
て
、
無
差
別
平
等
愛
の
「
兼
愛
（
博
愛
）」
や

侵
略
戦
争
を
否
定
し
た
「
非
攻
」
を
説
い
た
。

○�

法
家

　李り
か
い

や
申し
ん

不ふ

害が
い

・
商
し
ょ
う

鞅お
う

を
始
祖
と
す
る
学
派
。
そ
の
大
成

者
で
あ
る
韓か

ん

非ぴ

子し

は
、「
刑
名
法
術
」（
臣
下
の
職
分
と
実
績
が
一

致
す
れ
ば
賞
し
、
不
一
致
な
ら
罰
す
る
）
に
よ
っ
て
君
主
の
絶
対

権
力
を
確
立
し
、
厳
格
な
「
法
」
に
基
づ
く
国
家
統
制
を
主
張
し

た
。
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司し

馬ば

遷せ
ん

　司
馬
遷
と
い
う
人
物
は
、
な
ぜ
『
史
記
』
と
い
う
膨
大
な
歴
史
書

を
完
成
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
彼
は
少
年
の
こ
ろ
か
ら
、

太
史
令
（
天
文
・
暦
法
・
記
録
・
文
書
管
理
な
ど
を
職
掌
と
す
る
官

職
の
長
官
）
で
あ
っ
た
父
、
司
馬
談
の
影
響
を
受
け
る
と
と
も
に
、

学
問
を
修
め
る
の
に
恵
ま
れ
た
環
境
に
も
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
二
十

歳
の
こ
ろ
か
ら
、
長
江
流
域
を
約
二
年
間
に
わ
た
り
周
遊
し
、
見
聞

を
広
め
、
歴
史
・
風
土
・
人
間
へ
の
関
心
を
高
め
た
こ
と
も
、
後
の

『
史
記
』
撰せ

ん

述じ
ゅ
つに

有
益
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
そ
う

し
た
背
景
だ
け
で
『
史
記
』
が
生
ま
れ
た
の
で
は
な
い
。
司
馬
遷
が

三
十
六
歳
の
と
き
、
父
が
武
帝
の
封ほ

う

禅ぜ
ん

（
天
子
が
天
地
を
祭
る
重
大

な
儀
式
）
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
悔
や
み
な
が
ら
亡
く
な
る

と
、
太
史
令
と
し
て
人
間
の
歴
史
を
記
録
す
る
と
い
う
父
の
遺
志
を

継
ぎ
、『
史
記
』
を
書
き
始
め
る
。
そ
の
後
、
匈き

ょ
う

奴ど

と
の
転
戦
中
に

敗
れ
て
敵
に
下
っ
た
将
軍
李り

陵り
ょ
う

を
弁
護
す
る
立
場
を
と
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
武
帝
の
怒
り
に
触
れ
、
死
刑
を
宣
告
さ
れ
る
。
司
馬
遷
四

十
八
歳
の
と
き
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
、
司
馬
遷
は
宮
刑
を

受
け
る
こ
と
を
選
択
し
、
か
ろ
う
じ
て
死
刑
を
逃
れ
た
。
そ
れ
は
、

そ
の
後
も
『
史
記
』
の
撰
述
を
続
け
る
た
め
で
あ
っ
た
。
司
馬
遷
が

こ
の
苦
し
み
を
越
え
る
た
め
に
心
の
支
え
と
し
た
の
は
、「
身
を
立

て
道
を
行
い
、
名
を
後
世
に
揚
げ
、
以も

つ

て
父
母
を
顕あ
ら
は
す
。」
と
い
う

『
孝
経
』
の
教
え
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
も
う
一
方
で
、
彼
の
心
の
支

え
と
な
っ
た
の
は
、
彼
自
身
が
『
史
記
』
の
中
に
「
天
道
是ぜ

か
非
か
」

（
天
の
さ
だ
め
は
正
し
い
の
か
正
し
く
な
い
の
か
）
と
記
し
て
い
る

よ
う
に
、
現
実
世
界
の
不
条
理
に
対
す
る
深
刻
な
疑
問
を
究
明
し
よ

う
と
す
る
意
志
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
不
幸
を
自

ら
体
験
し
た
こ
と
に
よ
る
発
憤
に
支
え
ら
れ
て
執
筆
に
対
す
る
意
欲

を
保
ち
、
孔
子
が
編へ

ん

纂さ
ん

し

た
と
い
わ
れ
る
『
春
秋
』

に
次
ぐ
歴
史
書
『
史
記
』

の
編
纂
事
業
が
成
就
し
た

の
で
あ
る
。

　司
馬
遷
の
没
年
は
未
詳

と
さ
れ
て
い
る
が
、『
史
記
』

の
完
成
が
紀
元
前
九
十
年

前
後
と
想
定
さ
れ
、
数
年

を
経
て
前
八
十
六
年
頃
に

は
没
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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『
白
氏
文
集
』と
日
本
文
学

　「文
は
文
集
、
文も
ん

選ぜ
ん

、
…
」。『
枕
ま
く
ら

草の
そ

子う
し

』
の
こ
の
一
段
は
、
当
時

に
あ
っ
て
白
居
易
の
詩
集
が
い
か
に
特
別
な
存
在
で
あ
っ
た
か
を
伝

え
て
い
る
。
固
有
名
詞
を
冠
す
る
こ
と
な
く
、「
文
集
」
と
い
え
ば

『
白
氏
文
集
』
を
意
味
す
る
と
い
う
の
は
、
白
居
易
の
詩
集
が
他
の

詩
人
を
圧
倒
し
て
支
持
さ
れ
て
い
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　で
は
、
そ
の
白
居
易
の
詩
集
は
、
い
つ
頃
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た

の
だ
ろ
う
か
。
嵯さ

峨が

天
皇
〔
大
同
四
（
八
〇
九
）
年
～
弘こ
う

仁に
ん

十
四
（
八

二
三
）
年
在
位
〕
と
そ
の
周
辺
の
漢
詩
に
は
、
白
居
易
の
詩
に
学
ん

だ
と
み
ら
れ
る
表
現
が
見
え
て
い
る
か
ら
、
す
で
に
そ
の
頃
に
は
伝

来
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
九
世
紀
後
半
の
都

み
や
こ
の

良よ
し

香か

や

菅す
が

原わ
ら
の

道み
ち

真ざ
ね

の
漢
詩
文
に
は
、
一
層
深
い
白
詩
（
白
居
易
の
詩
）
受

容
の
成
果
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　『白
氏
文
集
』
が
、
い
か
に
平
安
朝
貴
族
の
圧
倒
的
支
持
を
得
た

か
は
、
大お

お

江え
の

維こ
れ

時と
き

『
千せ
ん

載ざ
い

佳
句
』
や
藤
ふ
じ
わ

原ら
の

公き
ん

任と
う

『
和
漢
朗
詠
集
』
を

ひ
も
と
け
ば
す
ぐ
に
分
か
る
。
両
書
に
収
め
ら
れ
た
漢
詩
の
半
数
以

上
が
、
白
居
易
の
詩
で
占
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
白
詩
と

和
歌
を
対
照
す
る
こ
と
も
行
わ
れ
、
例
え
ば
『
和
漢
朗
詠
集
』
の

「
春
夜
」
の
部
で
は
、
冒
頭
に
「
背そ

む
ケ
テ
ハ

レ

　燭し
よ
く
ヲ

　共ニ

憐あ
は
レ
ム

　深
夜ノ

月
、
踏ン
デ
ハ

レ

　

花ヲ

同ジ
ク

　惜シ
ム

　少
年ノ

春
」（
燭
を
背
け
て
は
共
に
憐
れ
む
深
夜
の
月
、
花

を
踏
ん
で
は
同
じ
く
惜
し
む
少
年
の
春
）
と
い
う
白
居
易
の
「
春
中

与と
二

盧ろ

四し

周し
う

諒り
や
う一

華
陽
観ニ

同
居ス

」詩
の
二
句
が
引
か
れ
、
そ
の
後
に「
春

夜
」
の
情
緒
を
描
い
た
和
歌
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。

　こ
の
よ
う
な
中
で
、
平
安
貴
族
社
会
に
お
け
る
白
詩
の
影
響
は
、

仮
名
文
学
作
品
に
も
及
ぶ
こ
と
と
な
っ
た
。
例
え
ば
、『
枕
草
子
』「
二

月
つ
ご
も
り
ご
ろ
に
」
の
段
に
は
、
藤
原
公
任
に
「
少
し
春
あ
る
心

地
こ
そ
す
れ
」
と
い
う
句
を
示
さ
れ
た
清
少
納
言
が
、「
空
寒
み
花

に
ま
が
へ
て
散
る
雪
に
」
と
付
け
て
喝
采
を
博
し
た
話
が
記
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
は
白
居
易
の
「
南な

ん

秦し
ん
ノ

　雪
」
詩
の
「
三
時
雲
冷ヤ
ヤ
カ
ニ
シ
テ

　
　　

多ク
二

飛
雪
一、二
月
山
寒ク
シ
テ

　少シ
ク

　有リ
レ

春
」（
三
時
雲
冷
や
や
か
に
し
て
飛

雪
多
く
、
二
月
山
寒
く
し
て
少
し
く
春
有
り
）
の
句
を
踏
ま
え
た
も

の
で
あ
る
。
ま
た
、「
雪
の
い
と
高
う
降
り
た
る
を
」
の
段
の
「
香

炉
峰
の
雪
」
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
、「
香
炉
峰
下
、
新タ

ニ
　卜ぼ

く
シ二

山
居ヲ
一、
草
堂

初メ
テ

　成リ
シ
ト
キ

、
　　偶

た
ま
た
ま

　題ス
二

東
壁ニ
一

」
詩
（
四
三
ペ
ー
ジ
参
照
）
の
「
香
炉
峰ノ

雪ハ

撥か
か
ゲ
テ

レ

　簾す
だ
れ
ヲ

　看み
ル

」（
香
炉
峰
の
雪
は
簾
を
撥
げ
て
看
る
）
の
句
に
基
づ

く
も
の
で
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　『源げ
ん

氏じ

物
語
』
に
も
、
白
居
易
の
詩
が
多
数
引
か
れ
、
そ
の
影
響

の
大
き
さ
が
分
か
る
。
須
磨
巻
の
「
心
づ
く
し
の
秋
風
」
の
段
を
見
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『
十
八
史
略
』と
日
本

　『十
八
史
略
』
は
、
宋そ
う

末
元
初
の
人
で
あ
る
曽そ
う

先せ
ん

之し

が
編
ん
だ
通

史
で
あ
る
。
元
の
延え

ん

祐ゆ
う

年
間
（
一
三
一
四
年
〜
一
三
二
〇
年
）
に
は
二
巻

本
と
し
て
刊
行
さ
れ
、
上
古
か
ら
宋
代
ま
で
を
通
観
す
る
初
学
者
用

の
歴
史
読
本
と
し
て
人
々
に
歓
迎
さ
れ
た
。
明み

ん

代
に
は
七
巻
本
に
改

編
さ
れ
て
広
ま
っ
た
が
、
そ
の
後
、
元
朝
の
歴
史
を
加
え
た
余よ

進し
ん

の

『
十
九
史
略
』
が
出
現
す
る
に
及
ん
で
そ
の
役
割
を
終
え
、
中
国
本

土
で
は
顧
み
ら
れ
な
く
な
っ
た
。

　こ
の
『
十
八
史
略
』
は
、
日
本
に
は
南
北
朝
時
代
か
ら
室
町
時
代

初
期
に
伝
来
し
た
。
ま
ず
二
巻
本
、
次
い
で
七
巻
本
が
も
た
ら
さ
れ
、

以
後
、
江
戸
期
を
通
じ
て
こ
の
七
巻
本
が
繰
り
返
し
刊
行
さ
れ
、
現

在
に
至
る
ま
で
多
く
の
人
々
に
読
み
継
が
れ
親
し
ま
れ
て
い
る
。

　た
だ
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
『
十
八
史
略
』
は
、
中
国
と
同
様
に

初
学
者
用
の
入
門
書
と
し
て
の
位
置
づ
け
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
藩
校

な
ど
の
講
義
題
目
に
は
『
史
記
』
や
『
漢
書
』、
あ
る
い
は
『
春
秋

左
氏
伝
』
の
名
は
見
え
て
も
、『
十
八
史
略
』
の
名
を
見
い
だ
す
こ

と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
が
、
今
日
の
よ
う
に
中
国
古
典
と
し
て
の
地

位
を
獲
得
す
る
の
は
明
治
時
代
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
、
維
新
後

の
新
し
い
学
制
の
も
と
で
、
簡
便
な
東
洋
史
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
利

用
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。

　『十
八
史
略
』の
特
徴
は
、
上
古
か
ら
宋
代
ま
で
の
長
大
な
歴
史
を
、 

そ
の
名
の
と
お
り
簡
略
化
し
て
要
領
よ
く
記
述
し
て
い
る
と
こ
ろ
に

あ
る
。
し
か
し
一
方
で
は
、
資
料
と
し
た
歴
史
書
に
は
見
え
な
い
挿

話
が
書
き
加
え
ら
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
例
え
ば
、「
臥が

し

薪ん
し

嘗ょ
う

胆た
ん

」

の
故
事
で
知
ら
れ
る
呉
越
の
争
い
を
記
し
た
部
分
が
そ
う
で
、
こ
の

故
事
の
中
の
「
臥
薪
」
の
部
分
は
、『
史
記
』
な
ど
の
歴
史
書
に
は

記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
故
事
は
古
く
か
ら
伝
承
さ
れ

て
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。「
臥
薪
嘗
胆
」と
い
う
語
の
早
い
例
が
、

北
宋
の
蘇そ

し軾ょ
くの

文
章
に
見
え
て
い
る
か
ら
、
元
代
に
は
す
で
に
よ
く

知
ら
れ
た
成
語
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
曽
先
之
は
、
そ
の
故
事
を
呉

と
越
に
割
り
振
っ
て
記
述
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
呉
と
越
と
の
復ふ

く

讐し
ゅ
う劇
を
極
め
て
印
象
的
に
描
き
出
す
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
こ

れ
も
、
初
学
者
用
歴
史
読
本
と
し
て
の
配
慮
と
工
夫
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。『
十
八
史
略
』
が
日
本
人
に
親
し
ま
れ
た
の
は
、
こ
の
よ

う
な
理
由
も
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　多
く
の
日
本
人
は
『
十
八
史
略
』
を
糸
口
と
し
て
中
国
の
歴
史
物

語
に
触
れ
て
き
た
。
そ
の
数
々
の
名
場
面
は
現
代
の
小
説
・
映
画
・

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
物
語
の
題
材
と
な
っ
て
い
る
。
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漢
詩
の
流
れ

　中
国
に
お
け
る
詩
（
漢
詩
）
の
歴
史
は
三
千
年
近
く
に
も
及
び
、

時
代
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
表
情
を
見
せ
て
き
た
。
中
国
最
古
の
詩
集

『
詩
経
』
は
、
紀
元
前
六
世
紀
末
か
ら
紀
元
前
五
世
紀
に
か
け
て
成

立
し
、
当
時
は
『
詩
』『
詩
三
百
』
な
ど
と
呼
ば
れ
た
。『
詩
経
』
に

は
、
黄
河
流
域
を
中
心
に
生
ま
れ
た
素
朴
な
歌
謡
に
加
え
、
朝
廷
の

宴
や
儀
礼
の
歌
な
ど
が
収
め
ら
れ
、
古
代
人
の
哀
歓
や
習
俗
を
伝
え

て
い
る
。
紀
元
前
四
世
紀
頃
、
長
江
流
域
に
生
ま
れ
た
『
楚そ

辞じ

』
は
、

屈
原
や
宋そ

う

玉ぎ
ょ
くに

よ
っ
て
作
ら
れ
た
と
さ
れ
、
自
己
の
人
生
を
振
り
返

り
胸
中
の
思
い
を
述
べ
る
長
編
の
作
品
を
収
め
て
い
る
。

　漢
代
に
は
、「
楽が

府ふ

」
と
呼
ば
れ
る
民
謡
が
発
達
し
、
さ
ら
に
「
古

詩
十
九
首
」
を
は
じ
め
と
す
る
五
言
詩
が
生
ま
れ
た
。

　三
世
紀
か
ら
六
世
紀
に
か
け
て
、
中
国
は
分
裂
状
態
が
続
い
た
。

こ
の
時
代
は
魏ぎ

晋し
ん

南
北
朝
（
六り
く

朝ち
ょ
う）

時
代
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
そ

の
時
期
に
も
貴
族
を
中
心
に
修
辞
を
凝
ら
し
た
詩
が
盛
ん
に
作
ら
れ

た
。
名
高
い
詩
人
が
多
く
現
れ
、
そ
の
代
表
的
な
存
在
が
、
曹そ

う

植ち

・

阮げ
ん

籍せ
き

・
陶
潜
・
謝
霊
運
な
ど
で
あ
る
。

　唐
代
に
な
る
と
、
絶
句
、
律
詩
な
ど
の
詩
形
や
韻
律
の
定
型
が
完

成
す
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
基
準
に
当
て
は
ま
ら
な
い
「
古
体
詩
」

（
古
詩
）
と
、
厳
格
な
基
準
が
施
さ
れ
た
「
近
体
詩
」（
律
詩
・
絶
句
）

と
に
区
別
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
唐
代
は
、
ま
さ
に
漢
詩
の
黄
金
時

代
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
詩
人
が
数
多
く
の
作
品
を
残
し
た
。
唐
代

は
次
の
四
つ
の
時
期
に
分
け
て
考
え
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
劉り

ゅ
う
希き

夷い

・
駱ら
く

賓ひ
ん

王の
う

ら
が
活
躍
し
た
初
唐
。
日
本
で
も
名
高
い
李り

白は
く

・
杜と

甫ほ

・
王
維
ら
、
優
れ
た
詩
人
を
輩
出
し
た
盛
唐
。
白
居
易
・
韓か
ん

愈ゆ

ら

が
活
躍
し
た
中
唐
。
杜
牧
・
李
商
隠
な
ど
を
輩
出
し
た
晩
唐
。
こ
れ

ら
の
時
期
を
経
て
、
漢
詩
は
次
の
時
代
を
迎
え
る
。

　宋
代
に
な
る
と
、
唐
代
に
確
立
し
た
韻
律
・
詩
形
を
継
承
し
つ
つ
、

日
常
生
活
を
題
材
に
し
た
平
穏
で
冷
静
な
詩
が
多
く
な
り
、
理
知
的

な
詩
風
が
主
流
と
な
る
。
そ
う
し
た
詩
風
の
代
表
的
な
詩
人
と
し
て
、

蘇そ

軾し
ょ
く・

黄
庭
堅
・
楊よ
う

万ば
ん

里り

・
陸り
く

游ゆ
う

な
ど
の
名
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
、
一
句
の
字
数
が
不
定
で
楽
曲
に
合
わ
せ
て
作
ら
れ
た

「
詞
」
と
呼
ば
れ
る
形
式
も
発
達
し
た
。

　そ
の
後
、
明み

ん

代
に
は
、
唐
詩
を
手
本
と
し
て
詩
を
作
ろ
う
と
す
る

人
々
と
そ
れ
に
反
対
す
る
人
々
と
の
間
に
論
争
が
起
こ
る
な
ど
、
詩

を
い
か
に
作
る
べ
き
か
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
た
。
十
七
世
紀
に
成

立
し
た
清し

ん

代
に
も
詩
を
め
ぐ
る
議
論
は
展
開
し
、
多
く
の
詩
が
作
ら

れ
続
け
、
近
代
に
至
る
ま
で
優
れ
た
詩
人
が
現
れ
て
い
る
。
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漢
文
の

窓

中
国
の
散
文

　中
国
の
散
文
は
、
紀
元
前
四
世
紀
に
活
躍
し
た
諸
子
百
家
に
よ
っ

て
飛
躍
的
な
成
長
を
遂
げ
た
。
諸
子
百
家
の
思
想
家
た
ち
は
諸
国
に

遊
説
し
て
自
説
を
売
り
込
む
た
め
に
、
弁
論
術
を
発
達
さ
せ
た
。
そ

し
て
そ
れ
が
文
章
表
現
に
も
著
し
い
成
長
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。

　や
が
て
、
秦し

ん

・
漢
の
統
一
を
経
て
社
会
が
安
定
す
る
と
、
活
躍
の

場
を
失
っ
た
遊
説
の
思
想
家
た
ち
は
宮
廷
に
流
入
し
、
権
力
者
に
仕

え
る
宮
廷
文
人
と
な
っ
た
。
彼
ら
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
の
が
、

辞
賦
で
あ
る
。
辞
賦
は
、
戦
国
時
代
に
長
江
中
流
域
で
興
っ
た
楚そ

辞じ

を
も
と
に
し
た
朗ろ
う

誦し
ょ
う（

抑
揚
を
つ
け
て
語
る
形
式
）
の
文
芸
で
、
言

葉
を
連
ね
て
対
象
を
誇
張
し
華
麗
に
描
写
す
る
の
を
特
色
と
し
た
。

　漢
代
に
は
歴
史
記
録
の
分
野
で
も
、
大
き
な
飛
躍
を
遂
げ
た
。
前

漢
・
司し

馬ば

遷せ
ん

の
『
史
記
』
と
後
漢
・
班
固
の
『
漢か
ん

書じ
ょ

』
が
そ
れ
で
あ

る
。
前
者
の
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
文
章
と
後
者
の
よ
く
整
理
さ
れ
た
簡

潔
な
文
章
は
、
後
世
の
散
文
の
手
本
と
な
っ
た
。

　次
い
で
魏ぎ

晋し
ん

南
北
朝
（
六り
く

朝ち
ょ
う）
時
代
に
な
る
と
、
散
文
は
美
文
へ

の
傾
向
を
強
め
、
四
六

べ
ん

儷れ
い

文
（

文
）
が
生
ま
れ
た
。
こ
れ
は
、

一
句
の
字
数
を
四
字
・
六
字
に
整
え
、
対
句
を
多
用
し
、
韻
律
の
調

和
を
図
る
な
ど
、
極
め
て
技
巧
的
な
美
文
で
あ
っ
た
。

文
は
、
当

時
の
貴
族
社
会
の
好
み
に
合
致
し
、
散
文
の
主
流
を
占
め
る
こ
と
と

な
っ
た
。
し
か
し
、

文
は
形
式
的
な
美
し
さ
を
追
求
す
る
あ
ま
り
、

時
に
内
容
が
空
疎
な
文
章
に
な
り
が
ち
で
あ
っ
た
。

　や
が
て
唐
代
の
中
頃
に
な
る
と
、
こ
の
よ
う
な
散
文
の
状
況
に
大

き
な
変
革
が
起
こ
っ
た
。
安
史
の
乱
（
七
五
五
年
～
七
六
三
年
）
に
よ
っ

て
社
会
に
生
じ
た
大
き
な
混
乱
に
対
処
す
る
た
め
、
人
々
は
政
治
の

あ
り
方
や
社
会
の
方
向
に
つ
い
て
深
刻
な
再
検
討
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
。
こ
う
し
た
時
代
の
中
で
、
韓か

ん

愈ゆ

と
柳
宗
元
に
よ
っ
て
、
新
し
い

文
体
を
提
唱
す
る
動
き
が
起
こ
っ
た
。
こ
れ
を
古
文
復
興
運
動
と
い

い
、
彼
ら
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
文
体
を
古
文
と
い
う
。
古
文
は
、

文
の
形
式
的
規
則
を
排
し
、『
孟も
う

子し

』
や
『
史
記
』
な
ど
の
古
典

の
文
体
に
学
び
つ
つ
、
儒
家
の
理
念
や
自
己
の
思
索
な
ど
を
表
現
す

る
た
め
に
創
造
さ
れ
た
、
新
し
い
文
体
で
あ
っ
た
。

　こ
の
古
文
は
、
北ほ

く

宋そ
う

の
時
代
に
は
欧お
う

陽よ
う

脩し
ゅ
うと

そ
の
門
か
ら
出
た
蘇そ

洵じ
ゅ
ん・

蘇そ

軾し
ょ
く・

蘇そ

轍て
つ

・
曽そ
う

鞏き
ょ
う・

王
安
石
な
ど
の
優
れ
た
文
人
に
よ
っ
て

発
展
し
、
散
文
に
お
け
る
地
位
を
揺
る
ぎ
な
い
も
の
に
し
た
。
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漢
文
の
窓
3

　
　田
中
謙
二（
た
な
か

　け
ん
じ
）　
大
正
元（
一

九
一
二
）
年
～
平
成
十
四（
二
○
○
二
）年
。
中

国
文
学
者
。滋
賀
県
の
生
ま
れ
。中
国
の
古
典
文

学
、特
に
戯
曲
を
研
究
し
た
。本
文
は『
こ
と
ば
と

文
学
』〔
平
成
五
（
一
九
九
三
）
年
刊
〕
に
よ
っ
た
。

4

漢
文
の

窓

『
史
記
』

　
中
国
に
お
い
て
歴
史
は
、
政
治
の
あ
り
方
や
人
々
の
行
動
の
規
範

が
映
さ
れ
た
鑑か

が
みと

考
え
ら
れ
て
重
ん
じ
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
よ
う
な

思
想
を
背
景
に
、
上
古
よ
り
前
漢
武
帝
期
に
至
る
ま
で
の
時
代
を
記

し
た
最
初
の
通
史
が『
史
記
』で
あ
っ
た
。
そ
の
構
成
は
、
本ほ

ん

紀ぎ
（
各

時
代
の
帝
王
の
記
録
）
十
二
巻
・
表
（
年
表
・
制
度
類
の
一
覧
表
）

十
巻
・
書
（
文
化
・
制
度
史
）
八
巻
・
世せ

い

家か

（
帝
王
を
補
佐
し
た
諸

侯
の
伝
記
）
三
十
巻
・
列
伝
（
功
名
を
天
下
に
知
ら
し
め
た
人
物
の

伝
記
）
七
十
巻
の
計
百
三
十
巻
で
あ
り
、
司
馬
遷
自
身
が
述
べ
て
い

る
よ
う
に
「
五
十
二
万
六
千
五
百
字
」
か
ら
成
る
大
著
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
構
成
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
司
馬
遷
は
歴
史
を
年
次

に
沿
っ
て
記
述
す
る
の
で
は
な
く
、
個
々
の
人
間
の
生
き
ざ
ま
を
重

層
的
に
描
き
出
し
た
の
で
あ
る
。
本
紀
・
列
伝
を
中
心
と
す
る
こ
う

し
た
歴
史
書
の
形
式
を
「
紀
伝
体
」
と
呼
び
、
年
代
順
に
構
成
さ
れ

た
形
式
の
「
編
年
体
」
と
区
別
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
歴
史
の
大
き

な
う
ね
り
の
中
で
揺
れ
動
く
人
々
の
心
の
内
部
に
立
ち
入
り
、
そ
の

喜
怒
哀
楽
や
葛
藤
を
表
現
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
歴
史
的
真
実
が

見
え
て
く
る
と
い
う
、
司
馬
遷
の
歴
史
観
が
示
さ
れ
て
い
る
と
言
え

る
。
ま
た
、
人
物
や
事
件
に
対
し
て
司
馬
遷
の
歴
史
観
に
よ
る
評
価

が
下
さ
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
項
羽
は
皇
帝
で
は
な
か
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
本
紀
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
王
朝
交
代

期
に
お
け
る
項
羽
の
歴
史
的
な
役
割
を
司
馬
遷
が
評
価
し
た
か
ら
で

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。『
史
記
』
は
歴
史
書
と
し
て
正
史
（
王
朝

ご
と
に
正
式
に
記
さ
れ
た
史
書
）
の
最
初
に
位
置
す
る
と
と
も
に
、

卓
越
し
た
文
学
書
で
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
歴
史
観
は
中
国
お

よ
び
周
辺
の
国
々
に
多
大
な
影
響
を
与
え
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

1「
笑
」
を
含
む
熟
語
を
、
本
文
で
あ
げ
ら
れ
て
い
る
「
哄
笑
・
爆
笑
」（
七
九
・
下
5
）
な
ど

も
含
め
て
、
辞
書
な
ど
で
調
べ
て
み
よ
う
。

2
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
本
文
に
引
用
さ
れ
た
『
史
記
』
の
三
つ
の
場
面
に
つ
い
て
、「
笑
い
」

の
持
つ
意
味
を
自
分
な
り
に
考
え
な
が
ら
、
現
代
語
訳
を
朗
読
し
て
み
よ
う
。

深
い
学
び
の
た
め
に
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史
話
・
史
伝
2
　  

古
典
に
つ
い
て
の
評
論
文
１
・
漢
文
の
窓
4
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一

　
否
定
形
（
〜
し
な
い
・
〜
で
な
い
・
〜
は
な
い
・
〜
す
る
な
）

⑴

　
否
定
の
助
字
（
不
・
未
・
非
・
無
な
ど
）
を
用
い
る
。

不
⒏

ず
シ
テ

覚
　
エ

衝
◥
あ
タ
ル

大た
い

尹ゐ
ん

韓か
ん

愈ゆ
ニ

ゖ（

一
一
）〈
唐
詩
紀
事
〉

信
未
⒏

い
ま
ダ

ず
シ
テ

至
　
ラ

◥井せ
い

陘け
い

口
◣
こ
う
ニ

止
、
と
ど
マ
リ

…（

二
八
）〈
十
八
史
略
〉

人
　
ハ

非
◥
あ
ら
ズ

生
　
マ
レ
ナ
ガ
ラ
ニ
シ
テ

而
知
　
ル

⒏之こ
れ
ヲ

者
　
ニ

ゖ（

一
六
四
）〈
韓
愈
「
師
説
」〉

馬
無
⒏
　
ク
シ
テ

故
亡に
ゲ
テ

而
入
　
ル

⒏胡こ
ニ

。（

一
三
）〈
淮
南
子
〉

莫な
シ

◥能よ
ク

仰
　
ギ

視
ゖ
み
ル
モ
ノ（

七
五
）〈
史
記
〉

⑵

　
否
定
の
助
字
を
重
ね
て
用
い
る
。（
二
重
否
定
）

父
母
之の

年
　
ハ

、
不
⒏可
⒏

べ
カ
ラ

不ざ
ル

⒏知
　
ラ

。〈
論
語
〉

莫シ

⒏不
⒏
　
ル
モ
ノ

失
　
ハ

⒏色
　
ヲ

。（

三
三
）〈
十
八
史
略
〉

非
⒏
　
ザ
ル

不
⒏
　
ル
ニ

悪
⒏

に
く
マ

寒
　
キ
ヲ

也な
り

。（

一
三
九
）〈
韓
非
子
〉

亡シ

◥処と
こ
ろ
ト
シ
テ

亡
⑴
　
キ
ハ

気
。（

一
六
）〈
列
子
〉

⑶

　
否
定
の
助
字
゛
副
詞
の
形
で
用
い
る
。（
部
分
否
定
）

師
　
ハ

不
，必

　

　
ズ
シ
モ

賢
◥　
ナ
ラ

於
弟
子
ゖ　
ヨ
リ（

一
六
六
）〈
韓
愈
「
師
説
」〉

今
両
虎
共
　
ニ

闘
、　
ハ
バ

其そ
ノ

勢
　
ヒ

不
◥　
ラ
ン

俱と
も
ニ
ハ

生
　
キ

ゖ（

一
五
〇
）〈
史
記
〉

⑷

　
否
定
の
助
字
゛
「
復
」
の
形
を
用
い
て
、
強
い
否
定
や
禁
止
を
表
す
。

黄く
わ
う

鶴か
く

一
　
タ
ビ

去
　
リ
テ

不
◥復ま
タ

返
　
ラ

ゖ（

四
二
）〈
崔
顥
「
黄
鶴
楼
」〉

棄き

捐

　

え
ん
シ
テ

勿
◥
な
カ
ラ
ン

復ま
タ

道
ゖ
い
フ
コ
ト（

一
一
八
）〈「
行
行
重
行
行
」〉

⑸

否
定
の
助
字
（
莫
・
無
・
勿
な
ど
）
を
用
い
て
、
禁
止
を
表
す
。

莫
⒏
　
カ
レ

笑
　
フ

農
家
　
ノ

臘ら
ふ

酒し
ゆ

渾
。
に
ご
レ
ル
ヲ（

四
五
）〈
陸
游
「
遊
◥山
西
村
◣」〉

王
如も
シ

知
⒏
　
ラ
バ

此
、
こ
れ
ヲ

則す
な
は
チ

無
⒏
　
カ
レ

望
，　
ム
コ
ト

民
之
多
◥　
キ
ヲ

於
隣
国
◣　
ヨ
リ

也
。（

一
九
）

〈
孟
子
〉

慎
　
ミ
テ

勿
⒏

な
カ
レ

発
⒏

ひ
ら
ク

之
。
こ
れ
ヲ（

九
八
）〈
干
宝
「
周
式
」〉

多
　
ク

殺
◥　
ス
ハ

雑
兵
　
ヲ

◣毋
⒏

な
カ
レ

為な
ス
コ
ト

也
。（

一
八
四
）〈
日
本
外
史
〉

二

　
疑
問
形
（
〜
か
・
何
を
〜
か
・
ど
う
し
て
〜
か
・
誰
が
〜
か
）

⑴

　
疑
問
詞
（
何
・
安
・
誰
・
何
為
・
奈
何
・
何
如
な
ど
）
を
用
い
る
。

問
　
フ

⒏君
　
ニ

何ゾ

能
　
ク

爾
。
し
か
ル
ト（

一
一
九
）〈
陶
潜
「
飲
酒
」〉

沛は
い

公こ
う

安い
づ
ク
ニ
カ

在
　
ル

。（

七
二
）〈
史
記
〉

誰た
れ
カ

加
⒏
　
フ
ル

衣
　
ヲ

者
　
ゾ

。（

一
三
九
）〈
韓
非
子
〉

何な
ん

為す
レ
ゾ

不
　
ル

⒏去
　
ラ

也や

。〈

礼
記
〉
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客
何
為
な
ん
す
ル

者
　
ゾ

。（

六
九
）〈
史
記
〉

日
暮
郷
関
何い
づ
レ
ノ

処と
こ
ろ
カ

是
。
こ
レ
ナ
ル（

四
二
）〈
崔
顥
「
黄
鶴
楼
」〉

奈い

◥地
　
ノ

壊
◣
く
づ
ル
ル
ヲ

何
。
か
ん
セ
ン（

一
七
）〈
列
子
〉

以
◥
も
つ
テ

五
十
歩
　
ヲ

◣笑
◥　
ハ
バ

百
歩
　
ヲ

ゕ
則
　
チ

何
如
い
か
ん

。（

一
九
）〈
孟
子
〉

⑵

　
疑
問
の
助
字
（
邪
・
乎
・
与
・
也
・
哉
な
ど
）
を
文
末
に
用
い
る
。

天
果
　
タ
シ
テ

積
気
、　
ナ
ラ
バ

日じ
つ

月げ
つ

星
宿
、
不
　
ル

⒏当
⒏

ま
さ
ニ

べ
カ
ラ

墜お
ツ

邪か

。（

一
七
）〈
列
子
〉

能
　
ク

復
　
タ

飲
　
ム

乎か

。（

七
〇
）〈
史
記
〉

不
⒏知
　
ラ

、
周
之
夢
　
ニ

為
◥
な
レ
ル

蝴こ

蝶
◣
て
ふ
ト

与か

、
蝴
蝶
之
夢
　
ニ

為
⒏
　
レ
ル

周
　
ト

与か
ヲ

。（

一

三
四
）〈
荘
子
〉

⑶

　
疑
問
詞
゛
疑
問
の
助
字

今
背
⒏
　
ニ
シ
テ

水
　
ヲ

而
勝
　
チ
シ
ハ

何
　
ゾ

也や

。（

二
九
）〈
十
八
史
略
〉

是こ
レ

何
　
ノ

鳥
　
ゾ

也や

。（

二
四
）〈
十
八
史
略
〉

⑷

　
「
豈
」
を
用
い
る
。

豈あ
ニ

其
　
レ

夢む

寐び
ナ
ル

也か

。（

一
〇
三
）〈
沈
既
済
「
枕
中
記
」〉

荆け
い

卿け
い

豈ニ

有
　
リ

⒏意
哉や

。（

一
五
三
）〈
史
記
〉

⑸

　
「
非
…
乎
（
耶
・
与
）」
の
形
を
用
い
る
。

若な
ん
ぢ
ハ

非ズ

◥吾わ
ガ

故
人
　
ニ

◣乎や

。（

七
七
）〈
史
記
〉

子
　
ハ

非
　
ズ

◥三さ
ん

閭り
よ

大
夫
　
ニ

◣与や

。（

五
四
）〈
屈
原
「
漁
父
辞
」〉

⑹

　
否
定
の
助
字
（
不
・
否
・
未
な
ど
）
を
文
末
に
用
い
る
。

大
人
安
　
キ
ヤ

否
。
い
な
ヤ〈

陳ち
ん

玄げ
ん

祐ゆ
う

「
離
魂
記
」〉

寒
梅
著
⒏

つ
ケ
シ
ヤ

花
　
ヲ

未
。
い
ま
ダ
シ
ヤ〈

王
維
「
雑
詩
」〉

⑺

　
「（
其
）
…
乎
（
耶
）」
の
形
を
用
い
て
、
婉え
ん

曲き
ょ
くを
表
す
。

聖
人
之
所
╳以

ゆ

ゑ

ん

為た
ル

⑴聖
、
愚
人
之
所
╳以
　
ハ

為
　
ル

⑴愚
、
其レ

皆
出
◥
い
ヅ
ル

於

此
◣
こ
こ
ニ

乎か

。（

一
六
五
）〈
韓
愈
「
師
説
」〉

然し
か
ル

後
　
ニ

可
　
キ

◥以
　
テ

言
　
フ

⑴適
　
ト

乎か

。（

一
〇
一
）〈
沈
既
済
「
枕
中
記
」〉

三

　
反
語
形
（
ど
う
し
て
〜
か
、
い
や
〜
な
い
）

⑴

　
疑
問
詞
を
用
い
る
。

何
　
ゾ

適
　
ス
ト

之こ
レ

謂
。
い
ハ
ン（

一
〇
〇
）〈
沈
既
済
「
枕
中
記
」〉

奈
何
い
か
ん
ゾ

憂
◥　
ヘ
ン
ヤ

其
　
ノ

壊
ゖ
く
づ
ル
ル
ヲ（

一
七
）〈
列
子
〉

孰た
れ
カ

能
　
ク

無
⒏
　
カ
ラ
ン

惑
　
ヒ

。（

一
六
四
）〈
韓
愈
「
師
説
」〉

割
⒏
　
ク
ニ

鶏
　
ヲ

焉

　

い
づ
ク
ン
ゾ

用
◥　
ヰ
ン
ヤ

牛
刀
　
ヲ

ゖ〈

論
語
〉

翡ひ

翠す
い
ノ

衾ふ
す
ま

寒
　
ク
シ
テ

誰た
れ
ト

与
共
。

と
も
ニ
セ
ン（

一
九
五
）〈
白
居
易
「
長
恨
歌
」〉

公
盍
◥
な
ん
ゾ

ざ
ル

早
　
ク

自
　
ラ

為
　
サ

⑴計
　
ヲ

。（

一
八
四
）〈
日
本
外
史
〉

⑵

　
疑
問
の
助
字
を
文
末
に
用
い
る
。

得
　
ン

⒏非
◥　
ザ
ル
ヲ

君
殺
⑴
　
ス
ニ

之こ
れ
ヲ

耶や

。（

一
〇
八
）〈
孟
棨
「
人
面
桃
花
」〉

可
⒏
　
ケ
ン

謂い
フ

⒏孝
　
ト

乎や

。（

一
五
八
）〈
史
記
〉

⑶

　
疑
問
詞
゛
疑
問
の
助
字

若
為
　
ス

◥傭よ
う

耕
ゕ
か
う
ヲ

何な
ん
ゾ

富
貴
　
ト
ナ
ラ
ン

也や

。（

二
六
）〈
十
八
史
略
〉

燕え
ん

雀じ
や
く

安い
づ
ク
ン
ゾ

知
◥　
ラ
ン

鴻こ
う

鵠こ
く

之
志
　
ヲ

◣哉や

。（

二
六
）〈
十
八
史
略
〉

漢
文
の
基
本
句
形

漢
文
の
重
要
単
語

読
書
の
す
す
め

付 

録

212

書
の
す
す
め

読

司
馬
遼り

ょ
う
太た

郎ろ
う

『
項
羽
と
劉

り
ゅ
う

邦ほ
う

』

秦し
ん

の
滅
亡
か
ら
始
ま
り
、
楚そ

漢
戦
争
の
終

し
ゅ
う

焉え
ん

ま
で
を
緻
密
な
筆
致

で
描
き
出
し
た
一
冊
。
ス
ケ
ー
ル
の
雄
大
さ
に
圧
倒
さ
れ
る
。

故
事
・
寓
話

合ご
う

山や
ま 

究き
わ
む

『
故
事
成
語
』

「
塞
翁
が
馬
」「
月
下
氷
人
」
な
ど
、
多
く
の
人
の
共
感
を
得
て
語

り
継
が
れ
る
故
事
成
語
を
多
数
採
録
。
読
み
や
す
い
良
書
。

福
島
正ま

さ
し

『
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス 

中
国
の
古
典

　史
記
』

教
科
書
で
も
お
な
じ
み
の
名
場
面
を
丁
寧
に
解
説
し
た
一
冊
。
漢

文
に
親
し
む
う
え
で
役
立
つ
コ
ラ
ム
も
充
実
し
て
い
る
。

詩吉
川
幸
次
郎

　三
好
達
治
『
新
唐
詩
選
』

学
者
と
詩
人
が
そ
れ
ぞ
れ
に
詩
を
読
み
と
き
、
そ
の
真
髄
を
鮮
や

か
に
示
す
。
初
版
か
ら
七
十
年
を
経
て
な
お
色
あ
せ
な
い
古
典
的

名
著
。

釜
谷
武た

け

志し『
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス 

中
国
の
古
典

　陶と
う

淵え
ん

明め
い

』

陶
淵
明
の
詩
や
文
章
を
平
易
に
解
説
し
な
が
ら
、
悟
り
き
っ
た
隠

者
で
は
な
く
、
日
々
悩
み
続
け
る
等
身
大
の
姿
を
新
た
に
描
き
出

す
。

史
話
・
史
伝

吉よ
し

川か
わ

英
治
『
三
国
志
』

中
国
の
歴
史
小
説
『
三
国
志
演
義
』
を
も
と
に
大
胆
な
ア
レ
ン
ジ

を
加
え
た
、
戦
後
の
三
国
志
ブ
ー
ム
の
礎
と
も
い
え
る
作
品
。

　こ
の
教
科
書
掲
載
の
古
典
作
品
に
関
連
す
る
書
籍
を
、
ジ
ャ
ン
ル

ご
と
に
紹
介
し
ま
す
。
こ
れ
ら
を
読
む
こ
と
で
、
教
材
へ
の
理
解
を

さ
ら
に
深
め
ま
し
ょ
う
。

　ま
た
、
読
書
を
通
し
て
、
先
人
の
知
恵
に
触
れ
、
自
分
の
考
え
を

広
げ
た
り
深
め
た
り
し
ま
し
ょ
う
。
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漢
文
の
重
要
単
語

①�

漢
文
編
の
本
文
で
用
法
ご
と
の
初
出
に
＊
印
を
付
し
た
「
重
要
単
語
」
を
、
音
読
み
の
五
十
音
順
に
ま
と
め
た
。
主
に
本
文
中
で�

用
い
ら
れ
て
い
る
用
法
の
意
味
を
示
し
た
。

②
色
数
字
は
重
要
単
語
で
取
り
上
げ
た
ペ
ー
ジ
、
黒
数
字
は�

参
考�

教
材
内
の
用
法
と
、
句
形
に
関
す
る
も
の
を
示
し
た
。

③
「
漢
文
の
基
本
句
形
」
で
取
り
上
げ
た
も
の
は
→
句
形
一
【
否
定
形
】
の
よ
う
に
参
照
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

一
字
の
単
語

以イ

　［
ひ
き
ヰ
ル
］率
い
る
。�

28

［
も
つ
テ
・
も
つ
テ
ス
］…
で
。
…
に
よ
っ
て
。
…

を
。
…
と
し
て
。【
手
段
・
理
由
・
対
象
・
資
格

な
ど
】�

14

［
も
つ
テ
］…
て
。
そ
し
て
。�

12

矣イ

　［
読
ま
な
い
］断
定
の
語
気
を
表
す
置
き
字
。�

11

為イ

　［
た
め
ニ
］…
の
た
め
に
。�
34

［
た
リ
］…
で
あ
る
。�
43

［
つ
く
ル
］作
る
。�

74

［
な
ス
］…
を
す
る
。�

26

［
な
ル
］…
と
な
る
。�

13

謂イ

　［
お
も
フ
・
お
も
ヘ
ラ
ク
］思
う
に
は
。�

61

于ウ

　［
読
ま
な
い
］…
に
。
…
を
。【
場
所
・
目
的
な
ど
】�

�

27

［
読
ま
な
い
］…
よ
り
も
。→
句
形
六【
比
較
形
】�

174

亦エ
キ

　［
ま
た
］…
も
ま
た
。�

17

焉エ
ン

　［
読
ま
な
い
］強
調
の
語
気
を
表
す
置
き
字
。�

58

［
こ
れ
］こ
れ
。�

186

於オ

　

�［
読
ま
な
い
］…
に
。
…
を
。
…
よ
り
。【
場
所
・

目
的
・
起
点
】�

12

［
読
ま
な
い
］…
よ
り
（
も
）。

→
句
形
六
【
比
較
形
】�

19

［
お
イ
テ
・
お
ケ
ル
］…
に
お
い
て
。【
場
所
・
対

象
な
ど
】�

18

応オ
ウ

　

�［
ま
さ
ニ
…
（
ス
）
ベ
シ
］き
っ
と
…
だ
ろ
う
。
…

す
べ
き
だ
。�

42

可カ

　［
か
ナ
リ
］よ
い
。�

12

［
べ
シ
］…
し
て
よ
い
。
…
で
き
る
。
…
す
る
べ
き

だ
。【
許
可
・
可
能
・
当
然
】�

10

果カ

　［
は
タ
シ
テ
］も
し
。�

16

［
は
タ
シ
テ
］案
の
定
。�

20

俄ガ

　［
に
は
カ
ニ
］や
が
て
。
ま
も
な
く
。�

100

蓋ガ
イ

　［
け
だ
シ
］思
う
に
。
そ
も
そ
も
。�

86

敢カ
ン

　［
あ
ヘ
テ
］思
い
切
っ
て
。
積
極
的
に
。�

24

願ガ
ン

　［
ね
が
ハ
ク
ハ
］ど
う
か
…
し
て
く
だ
さ
い
。�

20

鬼キ

　［
き
］亡
霊
。�

124

客キ
ャ
ク

　［
か
く
］客
人
。�

12

［
か
く
］あ
な
た
。
お
前
。【
二
人
称
代
名
詞
】�

69

竟キ
ョ
ウ

　［
つ
ひ
ニ
］結
局
。
と
う
と
う
。�

160
・
174

［
を
フ
］終
わ
る
。
終
え
る
。�

148

俱ク

　［
と
も
ニ
］共
に
。
連
れ
て
。�

35

具グ

　［
つ
ぶ
さ
ニ
］詳
し
く
。�

11

君ク
ン

　［
き
み
］あ
な
た
。【
二
人
称
代
名
詞
】�

98

［
き
み
］君
主
。�

149

兮ケ
イ

　［
読
ま
な
い
］口
調
を
整
え
、勢
い
を
強
め
る
助
字
。�

�

56

卿ケ
イ

　［
け
い
］あ
な
た
。
き
み
。【
二
人
称
代
名
詞
】�

98
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漢

文
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読書のすすめ／中国文化史年表（後ろ見返し） 付録

●付録一覧
◇漢文の基本句形
◇漢文の重要単語
◇読書のすすめ

漢文の基本句形／漢文の重要単語

●漢文の基本句形
各教材の脚注欄、見開き
の左ページに掲載した重
要句形を巻末付録にまと
めました。

●読書のすすめ
採録教材に関連する書籍
を紹介。探究的な学習の
参考になります。

●漢文の重要単語
各教材の脚注欄、見開きの左
ページに掲載した重要単語を
巻末にまとめました。
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明治書院お客様センター

教科書・教材に関するお問
い合わせ、見本のご請求の
ほか、「国語」に関すること
なら何でもお答えします。
お気軽にお電話ください！

先生専用
　フリーダイヤル

（平日 9:00 ～ 17:00）

Eメールアドレス

 0
メ イ ジ ハ
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95-
が

1
イ イ ナ マ ル

70
info@meijishoin.co.jp　　

国語教育webマガジン
はじめました！

公式ツイッター

Web国語の窓

　　@meijishoin

検索
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※シラバスは、明治書院のホームページに掲載しています。

『精選 古典探究 古文編』
指導資料セット（DVD-ROM）

●指導者用「指導ガイド」
教材ごとの授業の内容を視覚化。必要な資料を取り出しやすくし、
授業の効率化・発展的授業をしやすくしました。
●学習者用「テストの窓」アプリ版
教科書に準拠したテスト問題にいつでも気軽に取り組めます。

［　別　売　］

デジタル教科書（クラウド版）
学校向けデジタル教科書・教材プラットフォームを提供するLentranceを採用。
どこでも学習が可能になります。

学習課題ノート（冊子）
教科書準拠版ノート。教科書を完全マスター。

朗読CD
作品の世界観を広げリアルな音声で話し方の効果を知る。

この教科書は環境に配慮した紙及びインキを使用しています。

束＝ 11.5mm
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『精選 古典探究 漢文編』
指導資料セット（DVD-ROM）

●指導者用「指導ガイド」
教材ごとの授業の内容を視覚化。必要な資料を取り出しやすくし、
授業の効率化・発展的授業をしやすくしました。
●学習者用「テストの窓」アプリ版
教科書に準拠したテスト問題にいつでも気軽に取り組めます。

［　別　売　］

デジタル教科書（クラウド版）
学校向けデジタル教科書・教材プラットフォームを提供するLentranceを採用。
どこでも学習が可能になります。

学習課題ノート（冊子）
教科書準拠版ノート。教科書を完全マスター。

この教科書は環境に配慮した紙及びインキを使用しています。
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明治書院の番号は
1
イ イ ナ
17です。『精選 古典探究』付属資料一覧

※指導資料は全てデジタル化いたしました。

※指導資料は全てデジタル化いたしました。


